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は
じ
め
に

　

文
永
二
年
『
八
月
十
五
夜
歌
合
』
は
、文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
八
月
十
五
日
催
行
の
歌
合
で
、

「
未
出
月
」・「
初
昇
月
」・「
停
午
月
」・「
漸
傾
月
」・「
欲
入
月
」
の
五
題
、
八
〇
番
か
ら
な
る
。

出
詠
者
は
、
融
覚
（
為
家
）・
真
観
ら
三
十
二
名
で
、
勝
負
は
衆
議
判
に
よ
っ
て
い
る
。

　

尾
道
大
学
日
本
文
学
科
専
門
演
習
ａ
の
受
講
者
は
、
平
成
二
二
年
十
月
か
ら
平
成
二
三
年
七

月
に
か
け
て
、「
未
出
月
」
題
の
輪
読
を
進
め
て
き
た
。
本
稿
は
、
輪
読
の
成
果
を
基
に
、
さ
ら

に
数
回
の
検
討
会
を
経
て
、
稿
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
稿
化
に
際
し
て
は
、
全
体
の
校
正

を
吉
井
佐
織
（
日
本
文
学
科
三
年
生
）
が
、
最
終
的
な
調
整
を
藤
川
功
和
が
行
っ
た
。
輪
読
時

の
各
番
担
当
者
は
以
下
の
通
り
。

　

一
番
│
吉
井　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

二
番
│
栢
木
希
望
（
日
本
文
学
科
四
年
生
）　　

　

三
番
│
濱
田
雄
介
（
同
四
年
生
）　　

 

四
番
│
三
好
優
希
（
同
三
年
生
）　　

　

五
番
│
濱
田　
　
　
　

 

六
番
│
栢
木　

　

七
番
│
井
上
麻
由
子
（
同
四
年
生
）　 

八
番
│
濱
田　
　
　
　

　

九
番
│
藤
川　
　
　

 

十
番
│
吉
井　
　
　
　

　

十
一
番
│
井
上　
　
　

 

十
二
番
│
野
坂
靖
子
（
同
三
年
生
）

　

十
三
番
│
土
居
京
（
同
二
年
生
）　　

 

十
四
番
│
松
本
茜
（
同
二
年
生
）　　
　

　

十
五
番
│
濱
田　

 

十
六
番
│
吉
井

　

な
お
、
注
釈
の
過
程
で
得
ら
れ
た
知
見
も
交
え
た
研
究
成
果
と
し
て
、
吉
井
佐
織
「
文
永
二

年
『
八
月
十
五
夜
歌
合
』
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
尾
道
大
学
日
本
文
学
論
叢
』
第
７
号　

平
成
23
年
12
月
）
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

凡　

例

一
、
底
本
は
、
歌
合
類
聚
本
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
（
北
岡
文
庫
）
本
）

　
　
　
　
　
　
〔
1
0
7
／
3
6
／
5
〕

一
、
校
合
し
た
諸
本
は
、
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　

内
1
│
内
閣
文
庫
本
〔
2
0
1
・
1
7
1
〕

　
　
　
　
　
　

内
2
│
内
閣
文
庫
本
〔
2
0
1
／
1
9
0
〕

　
　
　
　
　
　

青
│
青
山
会
本
〔
3
5
4
〕

　
　
　
　
　
　

宮
│
宮
城
県
図
書
館
本
〔
伊
9
1
1
・
2
8
／
2
3
〕

　
　
　
　
　
　

河
│
今
治
市
河
野
記
念
館
文
化
館
本
〔
7
3
／
3
8
0
／
8
／
4
8
〕

文
永
二
年
「
八
月
十
五
夜
歌
合
」
注
釈 

│
「
未
出
月
」 

│

　
　

井
上
麻
由
子　
　

土
居　
　

京

野
坂　

靖
子　
　

濱
田　

雄
介

松
本　
　

茜　
　

三
好　

優
希

吉
井　

佐
織　
　

藤
川　

功
和
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一
、
注
釈
は
、【
本
文
】、【
校
異
】
を
示
し
た
後
、【
他
書
所
伝
】【
本
歌
】【
語
釈
】【
通
釈
】
を

あ
げ
た
。

一
、
底
本
の
作
者
一
覧
の
注
釈
は
割
愛
し
、
作
者
に
つ
い
て
は
、【
語
釈
】
に
記
し
た
。

一
、
表
記
や
送
り
仮
名
の
異
同
は
こ
れ
を
略
し
、
見
せ
け
ち
や
補
入
符
号
に
よ
っ
て
訂
正
の
あ

る
箇
所
は
、
訂
正
後
の
本
文
を
採
用
し
た
。
な
お
、
虫
喰
い
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
部
分

は
□
で
表
記
し
た
。

一
、
翻
字
本
文
に
は
適
宜
読
点
を
施
し
、
字
体
は
現
行
の
活
字
体
に
改
め
た
。

一
、
本
文
中
、
異
同
の
存
す
る
箇
所
に
は
、
傍
線
及
び
Ａ
、
Ｂ
、
の
如
き
符
号
を
付
し
、
語
釈

を
施
し
た
箇
所
に
は
、
本
文
右
傍
に
①
、
②
…
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。

一
、
底
本
で
文
意
不
通
等
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
他
本
の
本
文
に
拠
り
通
釈
を
施
し
た
場
合
が

あ
る
。
そ
の
際
、【
本
文
】【
校
異
】【
通
釈
】
に
お
い
て
他
本
に
拠
っ
た
箇
所
に
網
掛
け
を

施
し
た
。

一
、
引
用
本
文
は
、
原
則
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
り
、
そ
の
他
の
引
用
文
献
は
、
適

宜
底
本
を
示
し
た
。
な
お
、
引
用
本
文
に
は
、
適
宜
、
傍
線
、
振
り
仮
名
等
を
付
し
た
。

一
、 『
万
葉
集
』に
つ
い
て
は
、本
文
、歌
番
号
と
も
に
塙
書
房
刊『
万
葉
集　

訳
文
篇
』を
用
い
た
。

〈
一
番
〉

【
本
文
】

一
番　

未
出
月

　

左　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房

おＡ
ほ
空
の
雲
を
のＢ
こ
さ
す
ふ
き
な
し
て
風
も
月
ま
つ
けＣ
し
き
な
る
哉

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

融
覚

し
ろ
た
へ
に
ひ
か
り
そ
に
ほ
ふ
か
ね
て
よＤ
り
月
を
ま
つ
ち
の
山
の
は
の
雲

　
　

左
右
哥
よ
み
申
て
の
ち
、
両
方
共
存
知
申
へ
き

　
　

よ
し
仰
あＥ
り
、
右
方
申
云
、
左
哥
、
題
の
心
調Ｆ詞　

の
趣

　
　

神
也
妙
也
、
無
難
無
咎
之
由
申
之
、
左
方
申
云
、

　
　

雲
無
要
歟
、
ま
こ
と
に
万
葉
の
ふＧ
る
き
こ
と
は
わ
つ
か
に

　
　

お
も
へ
る
は
か
り
に
て
、
更
に
見
所
侍
ら
ぬ
よ
し
申

　
　

て
、
尤
以
左
為
勝
之
由
一
同
定
申

【
校
異
】

Ａ　

お
ほ
空
の
雲―

大続古空
の
雲
（
宮
）、
大続古
秋
太
上
天
皇

空
の
雲
（
河
）

Ｂ　

の
こ
さ
す―

の
こ
さ
□
（
青
）、
の
こ
さら続
古す
（
河
）

Ｃ　

け
し
き―

け
し
（
内
2
）　　

Ｄ　

よ
り―

□
□
（
青
）

Ｅ　

あ
り―

あ
□
（
青
）　　

Ｆ　

調詞―

詞
（
内
1
・
内
2
・
青
・
宮
・
河
）

Ｇ　

ふ
る
き―

ふ
か
き
（
宮
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
続
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
三
八
三
・「
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
の
歌
合
に
、
未
出
月
」・
太
上

天
皇

お
ほ
ぞ
ら
の
く
も
も
の
こ
さ
ず
ふ
き
な
し
て
か
ぜ
も
つ
き
ま
つ
け
し
き
な
る
か
な

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
未
出
月
・
四
〇
一
二
・「
続
古
」・
太
上
天
皇

お
ほ
空
の
雲
も
残
ら
ず
吹
き
な
し
て
風
も
月
待
つ
け
し
き
な
る
か
な

〈
右
歌
〉

『
為
家
集
』
秋
・
六
一
六
・「
未
出
月
同
二
年
八
月
十
五
夜
仙
洞
五
首
歌
合
」

白
妙
に
光
ぞ
匂
ふ
か
ね
て
よ
り
月
を
ま
つ
ち
の
山
の
は
の
雲

『
拾
遺
風
体
和
歌
集
』
秋
歌
・
一
一
四
・「
未
出
月
」・
為
家
卿

白
た
へ
に
ひ
か
り
ぞ
に
ほ
ふ
か
ね
て
よ
り
月
を
ま
つ
ち
の
山
の
は
の
雲

【
語
釈
】

①
未
出
月―

「
や
す
ら
ひ
に
や
ま
こ
え
や
ら
ぬ
な
が
月
の
月
ま
ち
く
ら
す
そ
で
の
し
ら
つ
ゆ
」

（『
秋
篠
月
清
集
』
秋
部
・
一
一
九
二
・「
月
歌
五
首
よ
み
け
る
に
／
未
出
月
」）
の
よ
う
に
、
ま

だ
月
が
出
て
い
な
い
情
景
や
月
の
出
を
待
つ
情
景
を
詠
む
。「
秋
の
空
月
は
こ
よ
ひ
と
は
ら
ふ
な

り
光
さ
き
だ
つ
峰
の
ま
つ
か
ぜ
」（『
拾
遺
愚
草
』二
二
七
五
・「
建
久
七
年
九
月
十
三
夜
内
大
臣
家
、

未
出
月
」）、「
い
で
ぬ
べ
き
光
は
そ
ら
に
う
つ
ろ
へ
ど
雲
に
ま
た
る
る
山
の
は
の
月
」（『
政
範
集
』

四
二
九
・「
未
出
月
」）
の
よ
う
に
多
く
山
、
峰
、
風
、
等
が
詠
み
こ
ま
れ
る
。「
未
出
月
」
題
で

の
詠
は
少
な
く
、
勅
撰
集
で
は
『
続
古
今
和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
た
当
該
歌
が
初
例
。
家
集
で

は
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
九
月
十
三
夜
内
大
臣
（
藤
原
良
経
）
家
の
歌
会
で
詠
じ
た
和
歌
を

①

②

③

④⑤

⑥

⑦

⑧

⑨⑩⑪

⑫
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収
め
た
『
秋
篠
月
清
集
』、『
拾
遺
愚
草
』
が
早
い
例
で
あ
り
、
同
歌
会
で
は
「
未
出
月
」
の
他

「
初
昇
月
」「
停
午
月
」「
停
午
月
」「
入
後
月
」
と
、当
該
歌
合
と
類
似
し
た
設
題
が
さ
れ
て
い
る
。

後
の
例
で
は
『
師
兼
千
首
』
の
秋
二
百
首
の
う
ち
五
首
に
、
当
該
歌
合
と
同
じ
五
題
で
の
題
詠

が
確
認
で
き
る
。

②
女
房―
後
嵯
峨
院
の
隠
名
。「
女
房
」は
、内
裏
や
摂
関
家
等
で
催
さ
れ
る
歌
合
や
歌
会
で
、院
、

天
皇
、
摂
政
、
関
白
ら
が
多
く
用
い
た
。
本
来
は
判
定
に
憚
り
を
な
く
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て

い
た
が
、
次
第
に
記
号
化
し
て
い
っ
た
。
後
嵯
峨
院
歌
壇
期
で
は
「
女
房
」
が
負
を
付
さ
れ
る

例
は
見
え
な
い
。
御
製
を
「
女
房
」
と
表
記
し
た
例
は
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）『
院
当
座
歌

合
』、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）『
老
若
五
十
首
歌
合
』、『
千
五
百
番
歌
合
』
等
に
確
認
で
き
る
。

後
嵯
峨
院
は
、土
御
門
天
皇
皇
子
。
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
生
、文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
没
、

五
三
歳
。
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）、
四
条
天
皇
の
夭
逝
に
よ
り
、
北
条
泰
時
に
擁
立
さ
れ
て
即

位
。
在
位
四
年
、
後
深
草
天
皇
に
譲
位
し
、
亀
山
天
皇
の
在
位
中
に
崩
御
す
る
ま
で
長
く
院
政

を
敷
い
た
。
作
歌
活
動
は
ほ
と
ん
ど
譲
位
後
に
行
わ
れ
、宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）『
院
御
歌
合
』、

『
宝
治
百
首
』、『
白
河
殿
七
百
首
』、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
等
を
主
催
、

自
ら
も
出
詠
し
て
い
る
。
生
涯
に
『
続
後
撰
和
歌
集
』、『
続
古
今
和
歌
集
』
二
つ
の
勅
撰
集
を

撰
進
さ
せ
た
。
勅
撰
集
に
は
『
続
後
撰
和
歌
集
』
以
下
、
二
〇
九
首
入
集
。

③
ふ
き
な
し
て―

「
を
さ
を
あ
ら
み
ふ
き
な
す
か
ぜ
の
身
に
し
み
て
秋
き
に
け
り
と
ま
づ
ぞ
し

ら
る
る
」（『
大
弐
高
遠
集
』
三
五
〇
・「
七
月
」）、「
ま
が
ひ
こ
し
雲
を
ば
よ
そ
に
吹
き
な
し
て

峰
の
桜
に
に
ほ
ふ
春
風
」（『
遠
島
御
歌
合
』
山
桜
・
十
番
右
・
二
〇
・
小
宰
相
）
の
よ
う
に
、

風
が
吹
く
こ
と
で
或
る
状
態
に
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
雲
ひ
と
つ
無
い
状
態
の
空
に
す
る
こ
と
。

風
を
擬
人
化
し
て
い
る
。

④
風
も
月
ま
つ
け
し
き―

視
点
人
物
だ
け
で
な
く
、
風
も
月
を
待
っ
て
い
る
情
景
。
風
が
月
を

待
つ
と
詠
ん
だ
例
は
「
や
ま
の
は
は
あ
る
か
な
き
か
の
な
み
の
う
へ
に
月
を
ま
ち
つ
る
や
へ
の

し
ほ
か
ぜ
」（『
秋
篠
月
清
集
』
西
洞
隠
士
百
首
・
六
八
七
・「（
雑
廿
首
）」）
等
に
み
え
る
。

⑤
融
覚―

藤
原
為
家
。
定
家
男
、
為
氏
・
為
教
の
父
。
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
生
、
建
治
元

年
（
一
二
七
五
）
没
、
七
八
歳
。
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
五
九
歳
の
時
、
病
に
よ
り
出
家
。

若
い
頃
は
蹴
鞠
に
執
心
し
歌
道
修
業
は
怠
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
二
六

歳
の
時
、『
為
家
卿
千
首
』
を
詠
ん
で
以
後
は
歌
人
と
し
て
本
格
的
な
活
動
に
入
る
。
定
家
の
死

後
は
そ
の
後
継
者
と
し
て
歌
壇
の
中
心
人
物
と
な
っ
て
ゆ
く
が
、
真
観
ら
と
徐
々
に
対
立
を
深

め
て
ゆ
き
、
真
観
ら
の
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
催
行
で
対
立
は
決
定
的

と
な
っ
た
。
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）『
続
後
撰
和
歌
集
』
を
単
独
で
奏
覧
、文
永
二
年
藤
原
家
良
・

基
家
・
行
家
・
真
観
ら
と
と
も
に
『
続
古
今
和
歌
集
』
を
撰
進
し
た
。
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）『
内

裏
詩
歌
合
』に
は
じ
ま
り
、承
久
元
年（
一
二
一
九
）『
内
裏
百
番
歌
合
』、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』、『
院

御
歌
合
』、『
宝
治
百
首
』、
文
永
二
年
九
月
十
三
夜
『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
等
多
く
の
催
し
に
出

詠
し
た
。
勅
撰
集
に
は
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
以
下
、
三
三
三
首
入
集
。
家
集
に
『
為
家
集
』、
歌

論
書
に
『
詠
歌
一
体
』
等
が
あ
る
。

⑥
し
ろ
た
へ
に
ひ
か
り
そ
に
ほ
ふ―

月
の
光
が
白
く
照
り
輝
い
て
い
る
さ
ま
を
表
わ
す
。「
し
ろ

た
へ
」
は
、「
馬
並
め
て
高
の
山
辺
を
白
妙
に
に
ほ
は
し
た
る
は
梅
の
花
か
も
」（『
万
葉
集
』
巻

第
十
・
春
雑
歌
・
一
八
五
八
・「（
花
を
詠
む
）」・
よ
み
人
し
ら
ず
）、「
久
か
た
の
月
の
光
を
白

妙
に
し
き
つ
の
う
ら
の
浪
の
あ
き
か
ぜ
」（『
拾
遺
愚
草
』
内
大
臣
家
百
首
・
一
一
三
四
・「（
秋

十
五
首
）
／
浦
月
」）
の
よ
う
に
白
く
美
し
い
さ
ま
を
表
す
語
で
、「
月
」「
雲
」「
梅
」「
衣
」
等
、

白
を
連
想
さ
せ
る
語
と
共
に
詠
ま
れ
る
。「
に
ほ
ふ
」
は
「
白
た
へ
に
に
ほ
ふ
真
土
の
山
川
に
我

が
馬
な
づ
む
家
恋
ふ
ら
し
も
」（『
万
葉
集
』
巻
第
七
・
雑
歌
・
一
一
九
二
）
の
よ
う
に
、
美
し

く
照
り
輝
く
意
。

⑦
か
ね
て
よ
り―

あ
る
物
事
が
起
こ
る
以
前
か
ら
、
今
の
う
ち
か
ら
、
の
意
。「
か
ね
て
よ
り
風

に
さ
き
だ
つ
浪
な
れ
や
逢
ふ
事
な
き
に
ま
だ
き
立
つ
ら
む
」（『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
三
・
よ
み

人
し
ら
ず
）、「
か
ね
て
よ
り
こ
よ
ひ
と
し
ら
で
な
が
む
と
も
し
ろ
く
や
月
の
か
げ
は
見
え
ま
し
」

（『
万
代
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
九
九
九
・「
後
鳥
羽
院
御
と
き
、
八
月
十
五
夜
翫
月
と
い
ふ
こ
と
を
」・

隆
衡
）、「
か
ね
て
よ
り
し
る
く
も
有
る
か
な
雲
の
上
に
ひ
さ
し
か
る
べ
き
月
の
ひ
か
り
は
」（『
秋

風
和
歌
集
』
賀
歌
・
六
四
七
・
公
房
）
等
が
例
。
こ
こ
で
は
「
月
が
出
る
以
前
か
ら
」
と
い
う
意
。

⑧
月
を
ま
つ
ち
の
山
の
は―

ま
つ
ち
の
山
は
大
和
国
も
し
く
は
武
蔵
国
の
歌
枕
。『
万
葉
集
』
に

「
い
で
我
が
駒
早
く
行
き
こ
そ
真
土
山
待
つ
ら
む
妹
を
行
き
て
は
や
見
む
」（
巻
第
十
二
・
羈
旅

発
思
・
三
一
五
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
と
詠
ま
れ
て
以
来
、「
こ
ぬ
人
を
ま
つ
ち
の
山
の
郭
公
お

な
じ
心
に
ね
こ
そ
な
か
る
れ
」（『
拾
遺
和
歌
集
』
恋
三
・
八
二
〇
・「（
題
し
ら
ず
）」・
よ
み
人
し

ら
ず
）
等
、
地
名
「
真
土
山
」
に
「
待
つ
」
意
を
か
け
て
詠
ま
れ
た
。
当
該
歌
の
よ
う
に
「
月
」

を
待
つ
例
と
し
て
は
、「
め
ぐ
り
あ
は
ん
ほ
ど
を
ぞ
お
も
ふ
そ
ら
の
月
た
れ
も
ま
つ
ち
の
や
ま
の
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あ
き
か
ぜ
」（『
如
願
法
師
集
』
八
七
〇
・「
嘉
禎
元
年
述
懐
歌
よ
み
侍
り
し
時
」）
等
が
み
え
る
。

⑨
左
右
哥
よ
み
申
て
の
ち
、両
方
共
存
知
申
へ
き
よ
し
仰
あ
り―

「
存
知
」は
、知
っ
て
い
る
こ
と
、

思
っ
て
い
る
こ
と
。「
左
右
各
講
畢
、可
申
其
難
之
由
頻
被
仰
」（
建
保
四
年
『
内
裏
百
番
歌
合
』）

等
、
衆
議
判
の
歌
合
一
つ
目
の
番
い
で
、
主
催
者
が
両
方
に
対
し
難
陳
を
述
べ
る
よ
う
促
す
発

言
を
す
る
例
が
み
え
る
。当
該
歌
合
で
は
後
嵯
峨
院
に
よ
る
発
言
。同
じ
く
後
嵯
峨
院
主
催
の『
亀

山
殿
五
首
歌
合
』
一
番
の
為
家
判
を
参
照
す
る
と
、
当
該
歌
合
同
様
、「
左
右
講
師
読
申
畢
、
各

詠
吟
之
後
、
可
申
存
知
之
由
被
仰
下
」
と
あ
る
。

⑩
神
也
妙
也―
神
秘
的
で
あ
り
、
且
つ
優
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。「
あ
ま
つ
星
く
だ
ら
ぬ
今

も
霜
お
け
ば
冬
は
か
れ
野
の
原
と
こ
そ
な
れ
」（
建
長
八
年
九
月
十
三
夜
『
百
首
歌
合
』
冬
・

五
百
九
十
番
右
・
一
一
八
〇
・
顕
朝
）
に
対
す
る
行
家
の
判
「
右
歌
遥
訪
星
降
之
往
事
、
今
飾

霜
置
之
艶
詞
、
神
也
妙
也
、
不
可
不
感
」
な
ど
に
例
が
み
え
る
。

⑪
雲
無
要
歟―

雲
は
必
要
な
い
か
、
の
意
。「
無
要
」
は
、「
き
え
や
ら
ぬ
ゆ
き
よ
り
め
ぐ
む
若

草
の
露
し
り
そ
む
る
春
さ
め
の
空
」（『
千
五
百
番
歌
合
』
春
二
・
百
三
十
四
番
左
・
二
六
七
・
具

親
）
に
対
し
て
忠
良
が
「
左
も
こ
こ
ろ
は
を
か
し
き
を
、
そ
ら
と
い
へ
る
ぞ
、
こ
の
歌
に
と
り

て
は
無
要
侍
れ
ど
、
持
な
ど
に
や
」
と
判
じ
た
よ
う
に
、
詠
み
こ
む
必
然
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
、

歌
の
情
景
に
不
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
際
に
判
じ
ら
れ
る
。

⑫
万
葉
の
ふ
る
き
こ
と
は
わ
つ
か
に
お
も
へ
る
は
か
り
に
て
、
更
に
見
所
侍
ら
ぬ―

万
葉
の
時

代
の
古
い
言
葉
を
わ
ず
か
に
思
い
浮
か
べ
用
い
た
だ
け
の
こ
と
で
、
全
く
見
所
が
無
い
と
述
べ

る
。
為
家
に
よ
る
発
言
か
。「
万
葉
の
古
い
言
葉
」
に
は
「
し
ろ
た
え
に
」「
に
ほ
ふ
」「
ま
つ

ち
の
山
」
が
該
当
す
る
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
を
「
わ
づ
か
に
思
へ
る
ば
か
り
」

と
述
べ
た
の
か
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
例
え
ば
「
に
ほ
ふ
」
は
古
く
か
ら
嗅
覚
に
対
し

て
だ
け
で
な
く
、「
春
の
苑
紅
に
ほ
ふ
桃
の
花
下
照
る
道
に
出
で
立
つ
娘
子
」（『
万
葉
集
』
巻
第

十
九
・
雑
歌
・
四
一
三
九
・「
天
平
勝
宝
二
年
三
月
一
日
の
暮
に
、
春
苑
桃
李
の
花
を
眺
矚
し
て

作
る
二
首
」）、「
春
は
ま
た
花
の
み
や
こ
と
成
り
に
け
り
桜
に
に
ほ
ふ
み
よ
し
の
の
山
」（『
院
御

歌
合
』
早
春
霞
・
十
五
番
右
・
三
〇
・
俊
成
卿
女
）
の
よ
う
に
「
照
り
輝
く
」
等
の
意
で
視
覚

的
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
万
葉
か
ら
当
代
ま
で
「
月
の
光
」
を
「
に
ほ
ふ
」
と
す
る
例
は
み

え
な
い
。
後
の
例
で
あ
る
が
、「
今
宵
さ
へ
来
ず
な
り
ぬ
よ
と
思
ひ
つ
づ
け
涙
に
に
ほ
ふ
灯
の
色
」

（
正
応
二
年
『
三
十
番
歌
合
』
寄
涙
待
恋
・
十
九
番
左
・
三
七
・
俊
兼
）
に
対
し
て
、「
匂
ふ
と

い
ふ
こ
と
葉
、
古
き
歌
に
も
枕
言
葉
に
も
多
く
み
え
侍
る
め
る
、
万
葉
集
に
は
、
朝
日
影
に
ほ

へ
る
山
に
て
る
月
の
、
な
ど
も
よ
め
る
、
し
か
る
を
、
涙
に
匂
ふ
灯
の
色
と
、
古
詞
を
用
ひ
て

心
を
あ
た
ら
し
く
す
る
事
、
尤
和
歌
の
名
誉
た
る
べ
き
よ
し
、
京
極
の
黄
門
申
し
お
か
れ
侍
る
」

と
あ
り
、「
に
ほ
ふ
」
が
古
い
言
葉
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

【
通
釈
】

一
番　

未
出
月

　

左　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
（
後
嵯
峨
院
）

　

大
空
の
雲
を
残
さ
ず
吹
き
飛
ば
し
て
、（
自
分
だ
け
で
は
な
く
）
風
も
月
（
が
出
る
こ
と
）
を

待
っ
て
い
る
様
で
あ
る
な
ぁ
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

融
覚
（
為
家
）

　
（
月
の
）
白
い
光
が
照
り
輝
い
て
い
る
。
か
ね
て
か
ら
月
が
出
る
の
を
待
っ
て
い
る
、
真
土
の

山
の
端
の
雲
に
。

〔
判
詞
〕
左
右
の
歌
を
詠
み
申
し
て
後
、「
両
方
と
も
知
っ
て
い
る
こ
と
は
申
し
上
げ
な
さ
い
」

と
い
う
旨
の
（
後
嵯
峨
院
の
）
仰
せ
（
が
）
あ
り
（
ま
し
た
）。
右
方
が
申
し
上
げ
て
言
う
に
は
、

「
左
歌
は
、
題
の
心
・
言
葉
の
情
趣
が
神
秘
的
且
つ
優
れ
て
い
る
、
難
も
無
く
咎
も
無
い
」
と
い

う
旨
を
申
し
上
げ
（
ま
し
た
）、左
方
が
申
し
上
げ
て
言
う
に
は
、「「
雲
」
は
必
要
無
い
（
で
し
ょ

う
）
か
、
本
当
に
万
葉
の
古
い
言
葉
を
わ
ず
か
に
思
い
浮
か
べ
て
（
用
い
）
た
だ
け
の
こ
と
で
、

全
く
見
所
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
旨
を
申
し
上
げ
て
、
よ
っ
て
左
を
勝
ち
と
す
る
旨
を
一

同
定
め
申
し
ま
し
た
。

〈
二
番
〉

【
本
文
】

二
番

　

左　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前Ａ
関
白
左
大
臣

む
ら
雲
に
う
つ
ろ
ふ
影
は
み
え
そ
め
て
み
ね
に
ま
た
る
ゝ
秋
の
夜
の
月

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
太
政
大
臣

く
れ
ぬ
と
て
ま
た
る
ゝ
空
の
山
の
は
に
光
そ
を
そ
き
秋
の
夜
の
月

　
　

右
方
、
左
無
指
難Ｂ
之
由
申
てＣ
、
左
方
又Ｄ
申
旨
な
し
、

①

②

③

④⑤

⑥

⑦

⑧
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空
の
山
の
は
や
た
し
か
に
侍
ら
ん
と
申
出
侍
き
、
仍

　
　

猶
左
勝
へ
き
よ
し
被
定
仰

【
校
異
】

Ａ　

前
関
白
左
大
臣―

前
関
白
（
宮
）　　

Ｂ　

難―

ナ
シ
（
内
2
）　

Ｃ　

て―
之
（
内
2
・
青
・
宮
・
河
）　　

Ｄ　

又―

ナ
シ
（
内
2
・
青
・
宮
・
河
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
前
関
白
左
大
臣―

藤
原
良
実
。
九
条
道
家
男
。
母
は
西
園
寺
公
経
女
（
綸
子
）。
建
保
四
年

（
一
二
一
六
）
生
、文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
没
。
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
従
一
位
。
同
四
年
、

左
大
臣
に
至
る
。
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
関
白
・
氏
長
者
。
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
関
白

を
辞
す
が
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
再
任
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
再
び
こ
れ
を
辞
す
。

同
七
年
、出
家
。
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）『
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
』、弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）

二
月
十
四
日
『
亀
山
殿
御
会
』、『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
等
に
出
詠
し
て
い
る
。
勅
撰
集
に
は
『
新

勅
撰
和
歌
集
』
以
下
、
三
九
首
入
集
。

②
む
ら
雲
に
う
つ
ろ
ふ
影―

群
雲
に
映
っ
て
い
る
（
月
の
）
光
。
後
の
例
に
な
る
が
、「
月

は
な
ほ
山
の
あ
な
た
に
出
で
や
ら
で
雲
に
う
つ
ろ
ふ
影
ぞ
さ
き
だ
つ
」（『
嘉
元
百
首
』
月
・

一
四
三
六
・
俊
光
）
等
が
み
え
る
。

③
み
え
そ
め
て―

（
光
が
）
見
え
は
じ
め
て
。「
あ
か
ほ
し
の
か
げ
見
え
そ
む
る
山
の
は
に
月
の

名
残
を
し
ば
し
み
る
か
な
」（『
正
治
後
度
百
首
』
暁
・
三
七
〇
・
具
親
）
等
が
例
。
当
該
歌
合
「
初

昇
月
」
題
「
風
わ
た
る
た
か
ね
の
松
の
こ
ず
ゑ
よ
り
い
ま
み
え
そ
む
る
月
の
さ
や
け
さ
」、「
大

か
た
の
空
だ
に
あ
る
を
山
の
は
に
か
げ
み
え
そ
む
る
秋
の
よ
の
月
」（
廿
九
番
・
五
七
、五
八
・

基
平
、
中
納
言
）
で
も
詠
ま
れ
て
い
る
。

④
み
ね
に
ま
た
る
ゝ―

峰
か
ら
（
月
が
出
て
く
る
の
が
）
自
然
と
待
た
れ
る
と
い
う
意
。「
山
の

は
に
さ
は
る
か
と
こ
そ
お
も
ひ
し
か
み
ね
に
て
も
な
ほ
月
ぞ
ま
た
る
る
」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』

羈
旅
・
五
〇
五
・「
く
ま
の
へ
ま
ゐ
る
み
ち
に
て
月
を
み
て
よ
め
る
」・
少
輔
）
等
。

⑤
前
太
政
大
臣―

西
園
寺
公
相
。
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
生
、
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
没
。

西
園
寺
実
氏
二
男
。
子
に
実
兼
ら
。
延
応
元
年（
一
二
三
九
）権
大
納
言
、弘
長
元
年（
一
二
六
一
）

太
政
大
臣
に
至
る
。
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
に
こ
れ
を
辞
す
。『
院
御
歌
合
』、『
宝
治
百
首
』、

建
長
三
年（
一
二
五
一
）九
月
十
三
夜『
影
供
歌
合
』等
に
出
詠
。
勅
撰
集
に
は『
続
後
撰
和
歌
集
』

以
下
に
四
七
首
入
集
し
て
い
る
。

⑥
く
れ
ぬ
と
て―

「
く
れ
ぬ
と
て
と
ま
り
に
か
か
る
ゆ
ふ
な
み
に
こ
と
う
ら
し
る
き
あ
ま
の
い

さ
り
火
」（『
新
勅
撰
和
歌
集
』
羈
旅
歌
・
五
二
六
・「
入
道
二
品
親
王
家
に
五
十
首
歌
よ
み
侍
り

け
る
に
、
海
旅
」・
幸
清
）
の
よ
う
に
、
日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
、
の
意
。

⑦
空
の
山
の
は―

空
の
、
山
の
端
の
あ
た
り
と
い
う
意
か
。
先
行
例
は
極
め
て
少
な
い
。「
か
す

み
ゆ
く
や
よ
ひ
の
そ
ら
の
や
ま
の
は
を
ほ
の
ぼ
の
い
づ
る
い
ざ
よ
ひ
の
月
」（『
千
五
百
番
歌
合
』

春
四
・
二
百
四
十
一
番
左
・
四
八
一
・
後
鳥
羽
院
）
や
「
ゆ
ふ
ま
ぐ
れ
月
ま
つ
空
の
山
の
は
を
こ

よ
ひ
た
の
め
て
た
れ
な
が
む
ら
む
」（『
拾
玉
集
』
四
〇
五
二
・「
暮
山
恋
」）
が
確
認
で
き
る
。

⑧
光
そ
を
そ
き―

「
ま
ち
か
ぬ
る
月
の
ひ
か
り
の
お
そ
け
れ
ば
く
も
井
の
に
は
の
あ
き
ぞ
か
ひ

な
き
」（『
有
明
の
別
れ
』
五
七
・
う
ち
）、「
空
に
す
む
光
ぞ
お
そ
き
嶺
こ
え
て
松
原
つ
た
ふ
秋

の
よ
の
月
」（『
新
拾
遺
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
三
九
五
・「
暦
応
三
年
八
月
十
五
夜
仙
洞
に
て
三
首

歌
講
ぜ
ら
れ
け
る
に
、
月
出
山
と
い
ふ
事
を
」・
経
有
）
等
の
よ
う
に
、（
月
の
出
が
遅
い
の
で
）

月
の
光
が
見
え
る
の
が
遅
い
こ
と
を
詠
む
か
。
あ
ま
り
例
が
み
え
な
い
。

⑨
空
の
山
の
は
や
た
し
か
に
侍
ら
ん―

空
の
山
の
端
（
と
い
う
表
現
）
は
、
は
っ
き
り
と
し
過

ぎ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
、
の
意
。
表
現
が
直
接
的
で
あ
る
と
い
う
指
摘
。
例
え
ば
、「
や
ま
し

な
の
い
は
た
の
を
の
に
秋
く
れ
て
風
に
色
あ
る
は
は
そ
は
ら
か
な
」（『
六
百
番
歌
合
』
秋
部
・
蔦
・

十
番
右
・
四
四
〇
・
隆
信
）
に
対
し
て
、「
は
じ
め
、
や
ま
し
な
と
お
け
る
ぞ
、
あ
ま
り
に
た
し

か
に
き
こ
え
た
る
」
と
俊
成
は
判
じ
て
い
る
。

【
通
釈
】

二
番

　

左　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
関
白
左
大
臣
（
良
実
）

　

群
雲
に
映
っ
て
い
る
（
月
の
）
光
が
見
え
は
じ
め
て
（
月
が
出
て
き
そ
う
な
の
が
わ
か
り
）、

峰
か
ら
出
て
く
る
の
を
自
然
と
待
た
れ
る
秋
の
夜
の
月
だ
な
あ
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
太
政
大
臣
（
公
相
）

　
（
日
が
）
暮
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
、（
月
が
出
て
く
る
の
が
）
自
然
と
待
た
れ
る
空
の
、

山
の
端
の
あ
た
り
に
（
月
の
）
光
が
（
出
て
く
る
の
が
）
遅
い
、
秋
の
夜
の
月
だ
な
あ
。

⑨
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〔
判
詞
〕
右
方
は
、
左
は
こ
れ
と
い
っ
た
難
は
無
い
と
い
う
由
を
申
し
て
、
左
方
も
ま
た
申
す
旨

が
な
い
。（
右
歌
の
）「
空
の
山
の
は
」は
は
っ
き
り
と
し
過
ぎ
て
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
と（
私

〈
為
家
〉
が
）
申
し
出
ま
し
た
。
よ
っ
て
や
は
り
左
が
勝
つ
べ
き
（
と
い
う
）
趣
旨
を
（
後
嵯
峨

院
が
）
定
め
仰
せ
ら
れ
る
。

〈
三
番
〉

【
本
文
】

三
番

　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
白
左Ａ
大
臣

よ
し
さ
ら
は
よ
ひ
の
ま
つ
ら
き
袖
の
露
出
て
は
ら
へ
と
月
に
か
こ
た
ん

　

右
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
乾
門
院
御
匣

まＣ
つ
ほ
と
の
空
に
心
を
つ
く
せ
と
や
なＤ
を
い
て
や
ら
ぬ
秋
の
夜
の
月

　
　

左
哥
、
をＥ

け
ら
ん
露
は
い
て
ゝ
は
ら
は
ん
と
い
へ
る
心
、
さＦ

　
　

も
や
と
各
申
侍
し
を
、
右
哥
、
下
句
艶
に
よ
ろ
し
き

　
　

よ
し
仰
い
た
さ
れ
て
、
以
右
為
勝

【
校
異
】

Ａ　

左
大
臣―

ナ
シ
（
宮
）　　

Ｂ　

ナ
シ―

勝
（
内
1
・
内
2
・
青
・
宮
・
河
）

Ｃ　

ま
つ
ほ
と
の―

待続拾
ほ
と
の
（
宮
）、
待続拾
秋
上
ほ
と
の
（
河
）　　

Ｄ　

な
を―

な
をほ
（
河
）

Ｅ　

を
け
ら
ん―

を
け
た
ら
ん
（
内
1
）　　

Ｆ　

さ
も
や―

さ
り
や
（
内
1
・
青
・
河
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ

〈
右
歌
〉

『
人
家
和
歌
集
』
三
五
七
・「
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
五
首
歌
合
に
、
未
出
月
」・
式
乾
門
院
御
匣

ま
つ
程
の
空
に
心
を
つ
く
せ
と
や
猶
い
で
や
ら
ぬ
秋
の
よ
の
月

『
続
拾
遺
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
二
七
九
・「
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
歌
合
に
、
未
出
月
」・
式
乾
門

院
御
匣

待
つ
ほ
ど
の
空
に
心
を
つ
く
せ
と
や
猶
い
で
や
ら
ぬ
秋
の
よ
の
月

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
未
出
月
・
四
〇
一
三
・「
続
拾
」・
式
乾
門
院
御
匣

待
つ
ほ
ど
の
空
に
心
を
つ
く
せ
と
や
猶
出
で
や
ら
ぬ
秋
の
よ
の
月

【
本
歌
】

〈
左
歌
〉

『
後
撰
和
歌
集
』
雑
一
・
一
〇
八
〇
・「
ま
だ
后
に
な
り
た
ま
は
ざ
り
け
る
時
、
か
た
は
ら
の
女
御

た
ち
そ
ね
み
た
ま
ふ
け
し
き
な
り
け
る
時
、
み
か
ど
御
ざ
う
し
に
し
の
び
て
た
ち
よ
り
た
ま
へ

り
け
る
に
、
御
た
い
め
ん
は
な
く
て
た
て
ま
つ
れ
た
ま
ひ
け
る
」・
嵯
峨
后

事
し
げ
し
し
ば
し
は
た
て
れ
よ
ひ
の
ま
に
お
け
ら
ん
つ
ゆ
は
い
で
て
は
ら
は
ん

〈
右
歌
〉

『
古
今
和
歌
集
』
秋
上
・
一
八
四
・「
題
し
ら
ず
」・
よ
み
人
し
ら
ず

こ
の
ま
よ
り
も
り
く
る
月
の
影
見
れ
ば
心
づ
く
し
の
秋
は
き
に
け
り

【
語
釈
】

①
関
白
左
大
臣―

一
条
実
経
。
九
条
道
家
男
。
母
は
西
園
寺
公
経
女
。
一
条
家
の
祖
。
貞
応
二

年（
一
二
二
三
）生
、弘
安
七
年（
一
二
八
四
）没
。
六
二
歳
。
法
名
、行
稚
。
寛
元
二
年（
一
二
四
四
）

左
大
臣
。
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
一
月
二
八
日
、
関
白
、
氏
長
者
。
同
年
一
月
二
九
日
、
関

白
を
辞
し
摂
政
。
同
年
三
月
、従
一
位
。
同
年
一
二
月
、左
大
臣
を
辞
す
。
寛
元
五
年（
一
二
四
七
）

摂
政
を
罷
免
。
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
再
び
左
大
臣
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
四
月
十
八

日
、
再
び
関
白
。
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
出
家
。
家
集
に
『
円
明
寺
関
白
集
』
が
あ
る
。『
続

古
今
竟
宴
和
歌
』
に
出
詠
。『
続
後
撰
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
五
九
首
入
集
。
そ
の
内
、『
続

古
今
和
歌
集
』
へ
は
関
白
前
左
大
臣
の
名
で
一
三
首
入
集
。

②
よ
し
さ
ら
は―

不
満
足
な
が
ら
も
既
定
の
事
実
を
認
め
、
行
動
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
表

す
語
。
当
該
歌
で
は
、「
よ
し
さ
ら
ば
ま
た
れ
ぬ
み
を
ば
お
き
な
が
ら
月
み
ぬ
き
み
が
な
こ
そ
を

し
け
れ
」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』
雑
一
・
八
六
五
・「
こ
よ
ひ
か
な
ら
ず
と
た
の
め
た
る
を
ん
な
の

も
と
に
月
あ
か
か
り
け
る
よ
ま
か
り
て
侍
け
る
に
お
ろ
し
こ
め
て
を
ん
な
あ
ひ
は
べ
ら
ざ
り
け

れ
ば
か
へ
り
て
ま
た
の
ひ
つ
か
は
し
け
る
」・
隆
方
）
の
よ
う
に
、
女
の
つ
れ
な
い
態
度
に
対
し

て
の
表
現
。
当
該
歌
は
、
本
歌
で
「
お
け
ら
ん
つ
ゆ
は
い
で
て
は
ら
は
ん
」
と
言
わ
れ
て
い
る

男
の
立
場
に
立
っ
て
詠
ん
で
い
る
歌
で
あ
り
、
本
歌
を
承
け
て
、
そ
れ
に
答
え
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
。

③
よ
ひ
の
ま―

宵
の
間
。「
宵
」は
日
が
暮
れ
て
暗
く
な
っ
た
頃
。夕
暮
れ
て
か
ら
夜
中
ま
で
の
間
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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夜
を
宵
・
夜
中
・
暁
に
三
分
し
た
古
代
に
お
け
る
一
つ
目
の
区
分
。「
わ
が
せ
こ
が
く
べ
き
よ
ひ

な
り
さ
さ
が
に
の
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も
」（『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
四
・
墨
滅
歌
・

一
一
一
〇
・「
そ
と
ほ
り
ひ
め
の
ひ
と
り
ゐ
て
み
か
ど
を
こ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
」・
よ
み
人
し
ら

ず
）
の
よ
う
に
、多
く
男
女
の
逢
瀬
の
時
と
し
て
詠
ま
れ
る
。
本
歌
で
は
、女
を
訪
ね
た
男
は
「
宵

の
間
」
に
は
会
っ
て
も
ら
え
ず
、夜
が
更
け
る
ま
で
待
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
よ
っ

て
当
該
歌
に
お
い
て
も
、「
宵
の
間
」
は
女
を
待
っ
て
い
る
間
を
意
味
す
る
。

④
つ
ら
き
袖
の
露―
「
何
ゆ
ゑ
に
か
か
る
露
ぞ
と
思
ふ
に
も
そ
で
さ
へ
つ
ら
き
あ
き
の
ゆ
ふ
ぐ

れ
」（『
続
拾
遺
和
歌
集
』
雑
秋
・
五
七
七
・「
題
し
ら
ず
」・
平
親
清
女
妹
）、「
あ
ら
は
れ
ん
な

み
だ
も
つ
ら
し
わ
が
そ
で
に
く
も
ら
ぬ
月
よ
な
に
や
ど
る
ら
む
」（『
摂
政
家
月
十
首
歌
合
』
寄

月
忍
恋
・
四
十
八
番
左
・
九
五
・
教
顕
）
等
の
よ
う
に
、
相
手
を
薄
情
に
思
う
あ
ま
り
に
、
自

分
の
袖
を
濡
ら
し
た
涙
ま
で
も
が
薄
情
に
、
恨
め
し
く
感
じ
ら
れ
る
、
と
い
う
意
か
。「
露
」
は

秋
の
歌
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、「
袖
の
露
」
と
い
う
表
現
は
「
あ
は
れ
又
い
か
に

し
の
ば
む
袖
の
つ
ゆ
野
原
の
風
に
秋
は
き
に
け
り
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
二
九
四
・

「
千
五
百
番
歌
合
に
」・
通
具
）
の
よ
う
に
涙
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

⑤
出
て
は
ら
へ―

出
て
き
て（
袖
に
置
い
た
露
を
）払
え
。
本
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。
本
歌
で「
い

で
て
は
ら
は
ん
」
と
い
わ
れ
た
男
の
立
場
か
ら
「
出
て
は
ら
へ
」
と
い
っ
て
い
る
。

⑥
月
に
か
こ
た
ん―

月
に
向
か
っ
て
嘆
き
訴
え
よ
う
。
本
歌
で
思
い
人
に
待
た
さ
れ
て
い
る
男

の
立
場
か
ら
、
女
性
が
す
ぐ
に
出
て
き
て
く
れ
な
い
の
で
、
女
に
で
は
な
く
、
月
に
向
か
っ
て

そ
の
嘆
き
を
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
。「
か
こ
つ
」は
本
来
の
対
象
で
な
い
も
の
に
対
し
て
嘆
く
、

ま
た
は
自
己
の
都
合
で
こ
じ
つ
け
る
、
口
実
に
す
る
、
と
い
っ
た
意
で
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。

人
を
待
っ
て
い
る
間
、
月
に
そ
の
寂
し
さ
や
嘆
き
を
訴
え
る
例
は
「
待
つ
ほ
ど
を
か
た
ら
ぬ
月

に
か
こ
つ
と
も
し
ら
で
や
ぬ
ら
ん
あ
ら
き
は
ま
べ
に
」（『
拾
遺
愚
草
』
二
二
八
九
・「
建
久
五
年

八
月
十
五
夜
左
大
将
家
、
見
月
思
旅
」）
等
が
あ
る
。

⑦
式
乾
門
院
御
匣―

生
没
年
未
詳
。
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
生
存
。
久
我
通
光
女
。
初
め
式

乾
門
院
に
仕
え
て
御
匣
と
呼
ば
れ
、
式
乾
門
院
が
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
に
没
し
た
後
に
は
、

安
嘉
門
院
に
そ
の
没
年
（
一
二
八
三
）
ま
で
仕
え
て
三
条
と
呼
ば
れ
た
。
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）

『
住
吉
社
歌
合
』、
同
年
『
玉
津
島
歌
合
』、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）『
弘
安
百
首
』
等
に
出
詠
。

『
万
代
和
歌
集
』、『
秋
風
抄
』、『
雲
葉
和
歌
集
』、『
新
時
代
不
同
歌
合
』、『
人
家
和
歌
集
』
等
に

歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。『
続
後
撰
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
五
二
首
入
集
。
そ
の
内
、『
続
古

今
和
歌
集
』
へ
は
八
首
入
集
。

⑧
空
に
心
を
つ
く
せ
と
や―

空
に
向
か
っ
て
落
ち
着
か
な
く
物
思
い
し
ろ
と
い
う
の
か
。「
空
に
」

は
、
天
空
、
虚
空
の
意
と
上
の
空
の
意
を
掛
け
た
表
現
。「
詠
む
れ
ば
月
は
の
こ
れ
る
有
明
の
空

に
心
を
つ
く
し
つ
る
か
な
」（
建
久
六
年
『
民
部
卿
家
歌
合
』
暁
月
・
十
六
番
左
・
一
二
三
・
宗
隆
）、

「
な
が
む
れ
ば
そ
ら
に
こ
こ
ろ
ぞ
つ
き
ぬ
べ
き
秋
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
ふ
ぐ
れ
も
が
な
」（『
千
五
百
番

歌
合
』
秋
四
・
七
百
九
十
一
番
右
・
一
五
八
一
・
忠
良
）
等
が
同
様
の
例
。「
心
を
つ
く
せ
と
や
」
は
、

本
歌
で
月
の
光
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
思
い
す
る
、
と
詠
ん
で
い
る
の
を
踏
ま
え
、
月
が
出

て
き
て
か
ら
物
思
い
を
す
る
も
の
な
の
に
、
月
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
と
い
う
の
は
、
何
も

な
い
空
に
向
か
っ
て
物
思
い
し
ろ
と
で
も
い
う
の
か
、
と
不
満
げ
に
い
う
こ
と
で
月
の
出
を
待

望
す
る
心
情
を
表
現
し
て
い
る
。

⑨
い
て
や
ら
ぬ―

「
あ
ら
し
ふ
き
む
ら
く
も
ま
よ
ふ
ゆ
ふ
べ
よ
り
い
で
や
ら
ぬ
月
も
見
る
心
ち

し
て
」（『
秋
篠
月
清
集
』
秋
部
・
一
一
三
六
・「
院
に
て
八
月
十
五
夜
当
座
御
会
に
、
詠
秋
月
和

歌
五
首
」）、「
よ
し
の
山
は
な
ち
り
な
ば
と
み
し
人
の
な
ほ
い
で
や
ら
ぬ
夏
の
よ
の
月
」（『
楢
葉

和
歌
集
』
夏
歌
・
一
二
五
・「
深
山
夏
月
と
い
へ
る
事
を
」・
信
芸
）
等
の
よ
う
に
、
山
の
端
を
す
っ

か
り
出
き
ら
な
い
、
山
の
端
か
ら
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
の
意
。

⑩
を
け
ら
ん
露
は
い
て
ゝ
は
ら
は
ん
と
い
へ
る
心
、
さ
も
や―

左
歌
の
本
歌
を
念
頭
に
置
い
た

指
摘
。「
各
申
侍
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
衆
議
で
各
人
が
本
歌
に
つ
い
て
指
摘
、
言
及
し
て
い

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
本
歌
で
、
待
っ
て
い
る
間
に
置
い
た
露
は
、
後
で
出
て
行
っ
て
払
っ
て

差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
と
い
っ
て
い
る
の
を
、
当
該
歌
で
は
、
言
わ
れ
た
男
の
立
場
か
ら
、
待
っ

て
い
る
間
に
置
い
た
露
（
涙
）
を
、
早
く
出
て
き
て
払
っ
て
く
れ
と
月
に
向
か
っ
て
嘆
き
訴
え

よ
う
と
詠
ん
で
お
り
、
本
歌
で
「
お
け
ら
ん
つ
ゆ
は
い
で
て
は
ら
は
ん
」
と
言
わ
れ
た
男
の
気

持
ち
は
、
こ
の
歌
の
通
り
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
か
、
と
本
歌
を
よ
く
踏
ま
え
た
上
で
当
該
歌

に
活
か
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。

⑪
艶―
上
品
で
優
雅
な
美
し
さ
、
明
る
く
華
や
か
な
美
し
さ
。「
優
艶
」、「
妖
艶
」
等
も
同
類
の

概
念
を
表
す
。
例
え
ば
為
家
は
、「
つ
れ
な
く
ぞ
い
き
て
つ
ら
さ
を
歎
き
け
る
あ
ふ
に
か
へ
て
し

命
な
ら
ず
や
」（『
院
御
歌
合
』
逢
不
遇
恋
・
九
十
七
番
左
・
一
九
三
・
為
経
）
に
対
し
て
「
い

き
て
つ
ら
さ
を
歎
き
け
る
、
あ
ふ
に
か
へ
て
し
命
な
ら
ず
や
と
侍
る
こ
そ
、
こ
と
に
艶
に
侍
れ
、
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右
す
て
が
た
く
侍
れ
ど
も
、
左
な
ほ
勝
つ
べ
き
に
や
」
と
判
じ
て
い
る
。
ま
た
、
俊
成
は
『
古

来
風
体
抄
』
で
「
歌
は
た
だ
よ
み
あ
げ
も
し
、
詠
じ
も
し
た
る
に
、
何
と
な
く
艶
に
も
あ
は
れ

に
も
聞
ゆ
る
事
の
あ
る
な
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

【
通
釈
】

三
番

　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
白
左
大
臣
（
実
経
）

　

し
か
た
が
な
い
、
そ
れ
な
ら
ば
（
あ
の
人
が
会
っ
て
く
れ
る
ま
で
）
宵
の
間
は
、
恨
め
し
く

感
じ
ら
れ
る
袖
に
置
く
露
（
涙
）
を
、
出
て
き
て
払
っ
て
く
れ
と
月
に
向
か
っ
て
嘆
き
訴
え
る

と
し
よ
う
。

　

右　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
乾
門
院
御
匣

　
（
月
を
）
待
っ
て
い
る
間
の
空
に
向
か
っ
て
、
落
ち
着
か
な
く
物
思
い
し
ろ
と
い
う
の
か
。
依

然
と
し
て
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
秋
の
夜
の
月
よ
。

〔
判
詞
〕
左
歌
は
、「
を
け
ら
ん
露
は
い
て
ゝ
は
ら
は
ん
」
と
い
っ
て
い
る
心
は
、
そ
う
い
う
こ

と
も
あ
ろ
う
か
と
各
人
が
申
し
上
げ
ま
し
た
も
の
の
、
右
歌
は
、
下
の
句
が
艶
で
よ
ろ
し
い
と

い
う
旨
を
（
後
嵯
峨
院
が
）
仰
せ
出
だ
さ
れ
た
の
で
、
右
を
勝
と
す
る
。

〈
四
番
〉

【
本
文
】

四
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
大
臣

ま
つ
人
の
心
つ
く
せ
とＡ
あ
し
引
の
山
の
あＢ
な
た
に
月
そ
や
す
ら
ふ

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言

月
は
ま
た
か
け
か
く
し
た
る
夕
暮
に
ほ
と
よ
り
す
め
る
秋
の
夜
のＣ
空

　
　

左Ｄ
、
こ
と
に
よ
ろ
し
き
よ
し
右
方
よ
り
申
侍
し
か
と
も
、

　
　

右
、
かＥ
け
か
く
し
た
る
ほ
と
よ
り
す
め
る
、
女
房
の
哥
に
や

　
　

と
て
、
優
せ
ら
れ
て
持Ｆ
の
字
を
つ
け
ら
れ
侍
き

【
校
異
】

Ａ　

と―

し
（
内
2
・
青
・
宮
・
河
）　　

Ｂ　

あ―

□
（
青
）　

Ｃ　

の
空―

□
□
（
青
）　　

Ｄ　

左―

左
哥
（
青
）　

Ｅ　

か
け
か
く
し
た
る
ほ
と
よ
り
す
め
る―

か
け
か
く
し
た
る
（
内
2
・
青
・
宮
・
河
）

Ｆ　

持
の
字―

持
字
（
内
1
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
本
歌
】

〈
左
歌
〉

『
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
上
・
八
七
七
・「
題
し
ら
ず
」・
よ
み
人
し
ら
ず

お
そ
く
い
づ
る
月
に
も
あ
る
か
な
葦
引
の
山
の
あ
な
た
も
を
し
む
べ
ら
な
り

【
語
釈
】

①
右
大
臣―

近
衛
基
平
。
深
心
院
関
白
、
ま
た
西
谷
殿
と
号
す
。
岡
屋
関
白
兼
経
男
。
母
は
従

一
位
仁
子
（
九
条
道
家
女
）。
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
生
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
没
。
文

永
四
年（
一
二
六
七
）二
十
二
歳
で
従
一
位
関
白
・
氏
長
者
と
な
っ
た
が
翌
年
急
逝
し
て
い
る
。『
亀

山
殿
御
会
』、『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』、
文
永
五
年
八
月
十
五
夜
『
内
裏
五
首
歌
合
』
等
に
出
詠
し

て
い
る
。『
和
漢
兼
作
集
』
の
作
者
と
な
っ
て
お
り
、
漢
詩
も
よ
く
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
家
集

に
『
深
心
院
関
白
集
』
が
あ
り
、『
続
古
今
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
二
三
首
入
集
。

②
ま
つ
人
の
心
つ
く
せ―

（
月
の
出
を
）
待
つ
人
が
（
月
が
出
る
ま
で
）
心
が
す
り
減
る
ほ
ど

に
気
を
揉
め
、
の
意
。「
ま
つ
人
」
は
「
う
れ
し
と
や
ま
つ
人
ご
と
に
お
も
ふ
ら
ん
山
の
は
い
づ

る
秋
の
よ
の
月
」（『
山
家
集
』
秋
・
三
〇
八
・「（
月
）」）
等
に
み
え
る
よ
う
に
月
の
出
を
待
つ

人
を
意
味
す
る
。「
心
つ
く
せ
」
は
「
な
か
な
か
に
心
つ
く
す
も
く
る
し
き
に
く
も
ら
ば
い
り
ね

秋
の
夜
の
月
」（『
山
家
集
』
秋
・
三
〇
九
・「（
月
）」）
等
の
よ
う
に
心
が
す
り
減
る
ほ
ど
に
気

を
揉
む
、
の
意
。

③
あ
し
引
の
山
の
あ
な
た
に―

本
歌
は
山
の
向
こ
う
側
に
い
る
人
々
が
月
を
惜
し
ん
で
い
る
た

め
に
月
は
人
々
を
残
し
て
山
の
こ
ち
ら
側
に
出
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
ろ
う
と
詠
ん
で
い

る
の
に
対
し
て
、
当
該
歌
は
山
の
こ
ち
ら
側
に
い
る
人
々
に
対
し
て
月
は
気
を
揉
め
と
言
っ
て

い
る
か
の
よ
う
に
な
か
な
か
出
て
き
て
は
く
れ
な
い
と
詠
ん
で
お
り
、
当
該
歌
は
山
の
こ
ち
ら

側
で
月
の
出
を
待
つ
人
の
心
情
が
よ
り
強
く
表
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。「
山
の
あ
な
た
」
は

「
あ
し
び
き
の
山
の
あ
な
た
に
す
む
人
は
ま
た
で
や
秋
の
月
を
み
る
ら
ん
」（『
新
古
今
和
歌
集
』

①

②

③

④⑤

⑥

⑦

⑧
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秋
歌
上
・
三
八
二
・「（
だ
い
し
ら
ず
）」・
三
条
院
）
に
み
え
る
よ
う
に
、山
の
向
こ
う
側
の
意
。「
あ

し
引
の
」
は
「
山
」
に
か
か
る
枕
詞
。「
あ
し
ひ
き
の
山
よ
り
出
づ
る
月
待
つ
と
人
に
は
言
ひ
て

妹
待
つ
我
を
」（『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
・
物
に
寄
せ
て
思
ひ
を
陳
ぶ
る
・
三
〇
〇
二
・
よ
み
人

し
ら
ず
）
等
の
よ
う
に
古
く
か
ら
例
が
み
え
て
い
る
。

④
や
す
ら
ふ―
（
月
が
）
た
め
ら
っ
て
留
ま
っ
て
い
る
様
子
を
表
す
。「
ほ
と
と
ぎ
す
や
す
ら
ふ

月
の
い
る
方
に
猶
こ
ゑ
の
こ
る
を
か
の
松
か
ぜ
」（『
道
助
法
親
王
家
五
十
首
』
夏
・
三
三
二
・「（
岡

郭
公
）」・
公
経
）
等
は
そ
の
例
。
当
該
歌
は
「
山
の
あ
な
た
」
に
月
が
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
、

当
該
歌
合
出
詠
歌「
か
ね
て
よ
り
秋
は
こ
よ
ひ
と
ま
た
れ
き
て
猶
そ
や
す
ら
ふ
山
の
は
の
月
」（
未

出
月
・
十
二
番
右
・
実
伊
）
や
「
か
ね
て
よ
り
光
は
そ
れ
と
み
え
な
か
ら
峯
に
や
す
ら
ふ
月
そ

つ
れ
な
き
」（
未
出
月
・
十
三
番
左
・
経
平
）
と
同
様
に
、
月
が
あ
た
か
も
出
て
く
る
の
を
た
め

ら
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
さ
ま
を
詠
じ
て
い
る
。

⑤
中
納
言―

尚
侍
家
中
納
言
、後
称
典
侍
親
子
朝
臣
。
藤
原
光
俊（
真
観
）女
。
生
没
年
未
詳
。『
春

日
若
宮
社
歌
合
』、
建
長
八
年
（
一
二
五
六
）『
百
首
歌
合
』、
弘
長
二
年
（
一
二
六
三
）『
三
十
六

人
大
歌
合
』、『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』、
等
に
出
詠
。
真
観
と
同
様
に
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
催
行

以
後
、反
御
子
左
派
に
属
す
る
。『
万
代
和
歌
集
』
以
下
多
く
の
私
撰
集
の
作
者
と
な
っ
て
い
る
。

『
続
後
撰
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
三
四
首
入
集
。

⑥
ほ
と
よ
り
す
め
る―

後
の
例
だ
が
「
お
も
ふ
べ
き
人
の
う
き
こ
そ
つ
ら
か
ら
め
う
と
き
程
よ

り
な
に
恨
む
ら
ん
」（『
法
性
寺
為
信
集
』
恋
・
二
五
一
・「
不
逢
恋
」）
に
み
え
る
よ
う
に
、（
あ

る
一
定
の
）
間
か
ら
、の
意
。「
程
」
の
具
体
的
な
意
味
は
歌
に
よ
っ
て
異
な
り
、こ
こ
で
の
「
程
」

は
夕
暮
れ
時
の
間
を
示
す
。「
澄
め
る
」
は
「
久
か
た
の
月
の
か
つ
ら
や
ま
が
ふ
ら
む
み
ど
り
に

す
め
る
秋
の
そ
ら
か
な
」（『
壬
二
集
』
老
若
歌
合
五
十
首
・
一
七
一
六
・「（
秋
十
首
）」）
等
の

よ
う
に
曇
り
が
な
く
清
ら
か
な
様
子
を
い
う
。
当
該
歌
は
「
程
よ
り
澄
め
る
」
で
「
出
で
ぬ
よ

り
月
み
よ
と
こ
そ
さ
え
に
け
れ
を
ば
す
て
山
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
空
」（『
千
載
和
歌
集
』
秋
歌
上
・

二
七
八
・「
摂
政
前
右
大
臣
家
に
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
、
月
の
う
た
と
て
よ
め
る
」・
隆
信
）

の
よ
う
に
月
の
出
な
い
夕
方
の
う
ち
か
ら
空
が
澄
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
今
か
ら

出
よ
う
と
す
る
月
は
名
月
た
ら
し
め
る
条
件
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
か
。

⑦
よ
ろ
し
き―

「
い
ま
も
な
ほ
雪
は
ふ
り
つ
つ
朝
霞
た
て
る
や
い
づ
こ
春
は
き
に
け
り
」（
宝
治

元
年
『
院
御
歌
合
』
早
春
霞
・
五
番
左
・
九
・
公
基
）
に
対
す
る
為
家
の
判
詞
、「
こ
と
に
よ
ろ

し
く
侍
る
に
や
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
歌
題
に
即
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
等
、
歌
合
の
場
で
詠

ま
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
で
あ
り
、
目
立
っ
た
難
が
な
い
こ
と
を
表
す
。

⑧
女
房
の
哥
に
や
と
て
、
優
せ
ら
れ
て―

女
性
の
詠
ん
だ
歌
で
い
か
に
も
女
性
ら
し
く
あ
ろ
う

か
と
い
う
の
で
、
優
遇
さ
れ
て
、
の
意
。「
女
房
の
哥
」
は
、「
女
歌
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、「
秋

く
れ
し
も
み
ぢ
の
い
ろ
を
か
さ
ね
て
も
衣
か
へ
う
き
け
ふ
の
そ
で
か
な
」（『
千
五
百
番
歌
合
』

冬
一
・
八
百
四
十
番
右
・
一
六
七
九
・
定
家
）
に
対
す
る
定
家
の
判
詞
に
「
女
房
の
歌
な
ど
な
ら

ば
ゆ
る
さ
る
る
か
た
も
侍
り
な
ん
」
等
に
み
え
る
よ
う
に
一
首
に
み
え
る
女
性
ら
し
さ
を
評
価

す
る
語
。
例
え
ば
、「
夜
も
す
が
ら
友
待
ち
か
ね
て
は
ま
千
鳥
ひ
と
り
あ
か
し
の
浦
に
鳴
く
な
り
」

（『
俊
頼
朝
臣
女
子
達
歌
合
』
千
鳥
・
十
番
左
・
一
九
・
俊
頼
女
）
に
対
す
る
俊
頼
の
判
詞
に
「
こ

れ
は
と
も
に
い
う
に
よ
ま
れ
て
侍
る
め
り
、
左
歌
も
女
の
歌
と
お
ぼ
え
て
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
う
く

ち
を
し
う
侍
る
め
る
に
」
と
み
え
、
こ
れ
は
千
鳥
が
友
を
待
ち
き
れ
ず
、
独
り
明
石
の
浦
で
鳴

く
様
子
が
男
を
待
ち
き
れ
ず
独
り
泣
く
女
の
姿
に
似
通
っ
て
い
る
た
め
「
女
の
歌
」
と
い
う
評

価
が
さ
れ
た
も
の
と
思
し
い
。
し
か
し
今
回
、右
歌
の「
か
け
か
く
し
た
る
」「
ほ
と
よ
り
す
め
る
」

の
ど
の
部
分
に
女
性
ら
し
さ
を
感
じ
た
の
か
は
未
詳
。「
優
せ
」
は
、「
秋
を
へ
て
年
も
つ
も
り

の
浦
風
に
く
も
ら
ぬ
月
を
い
く
よ
か
は
み
ん
」（
建
永
元
年
『
卿
相
侍
臣
歌
合
』
海
辺
月
・
十
四

番
右
・
二
八
・
越
前
）
に
対
す
る
判
詞
、「
右
歌
祝
言
に
優
せ
ら
る
べ
き
由
申
す
」
等
の
よ
う
に

何
ら
か
の
理
由
で
そ
の
歌
が
優
遇
さ
れ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
右
歌
に
み
え
る

女
性
ら
し
さ
が
評
価
さ
れ
、
優
遇
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。（
位
藤
邦
生
氏
「
文
永
二
年
八
月

十
五
夜
歌
合
の
読
解―

「
未
出
月
」
題
の
判
詞
を
中
心
に
し
て―

」『
福
山
大
学
人
間
文
化
学
部

紀
要
』
第
十
一
巻
（
平
成
24
年
3
月
））
参
照
。

【
通
釈
】

四
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
大
臣
（
近
衛
基
平
）

　
（
月
の
出
を
）
待
つ
人
が
（
月
が
出
る
ま
で
）
心
が
す
り
減
る
ほ
ど
に
気
を
揉
め
と
（
言
っ
て

い
る
か
の
よ
う
に
）
山
の
向
こ
う
側
で
月
が
（
な
か
な
か
姿
を
見
せ
ず
に
）
た
め
ら
い
留
ま
っ

て
い
る
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言

　

月
は
ま
だ
姿
を
隠
し
て
い
る
夕
暮
れ
に
（
既
に
そ
の
）
夕
暮
れ
時
の
間
か
ら
澄
ん
で
い
る
秋
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の
夜
の
空
で
あ
る
こ
と
よ
。

〔
判
詞
〕
左
（
歌
）
は
、非
常
に
よ
ろ
し
い
旨
を
右
方
か
ら
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、右
（
歌
）

は
、「
か
け
か
く
し
た
る
」「
ほ
と
よ
り
す
め
る
」（
と
い
う
表
現
は
）、
女
性
の
詠
ん
だ
歌
で
い

か
に
も
女
性
ら
し
く
あ
ろ
う
か
と
い
う
の
で
、
優
遇
さ
れ
て
持
の
字
を
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

〈
五
番
〉

【
本
文
】

五
番

　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
内
大
臣
Ａ

　

こ
よ
ひ
と
て
雲
は
おＢ
さ
ま
る
あＣ
め
の
し
た
に
よ
も
ふ
り
ま
さ
る
月
を
ま
つ
か
な

　

右　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
宰
相

く
る
ゝ
よ
り
雲
ふ
き
は
ら
ふ
風
の
音
に
心
す
み
て
も
月
を
待
か
な

　
　

左
哥
、
は
し
め
お
は
り
の
句
の
ほ
と
、
心
え
わ
き
た
る

　
　

人
侍Ｄ
ら
さ
り
し
や
ら
ん
、
右Ｅ
哥
に
可
付
勝
字
之
由
各

　
　

被
定
申

【
校
異
】

Ａ　

ナ
シ―

基
ー
（
宮
）　　

Ｂ　

お
さ
ま
る―

お
さ
ふ
る
（
内
2
）、
お
□
ま
る
（
青
）

Ｃ　

あ
め―

雨
（
内
2
・
青
）、
雨天か（
河
）　　

Ｄ　

侍
ら―

侍
□
（
青
）　

Ｅ　

右
哥―

右
の
哥
（
河
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
前
内
大
臣―

九
条
基
家
。建
仁
三
年（
一
二
〇
三
）生
、弘
安
三
年（
一
二
八
〇
）七
月
一
一
日
没
。

七
八
歳
。
九
条
良
経
男
。
母
は
藤
原
基
房
女
。
道
家
の
異
母
弟
。
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
正

二
位
内
大
臣
、
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
内
大
臣
。
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
内
大
臣
を
辞
す
。

定
家
亡
き
あ
と
の
京
都
歌
壇
に
お
い
て
、
反
御
子
左
派
に
属
し
、
為
家
に
対
抗
す
る
立
場
に
身

を
お
い
て
い
る
。『
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
』、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）『
遠
島
御
歌
合
』、『
洞

院
摂
政
家
百
首
』、『
宝
治
百
首
』、『
弘
長
百
首
』、『
弘
安
百
首
』
等
に
出
詠
。
建
長
八
年
『
百

首
歌
合
』
を
主
催
。『
三
十
六
人
歌
合
』、『
新
三
十
六
人
撰
』、『
人
家
和
歌
集
』
等
に
歌
が
採
ら

れ
て
い
る
。『
雲
葉
和
歌
集
』、『
三
十
六
人
大
歌
合
』、『
新
時
代
不
同
歌
合
』
の
撰
者
。『
和
漢

名
所
詩
歌
合
』
の
作
者
。『
続
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
の
一
人
。『
続
後
撰
和
歌
集
』
以
下
の
勅

撰
集
に
七
九
首
入
集
。
そ
の
内
、『
続
古
今
和
歌
集
』
へ
は
二
一
首
入
集
。

②
雲
は
お
さ
ま
る
あ
め
の
し
た
に―

「
雲
は
お
さ
ま
る
」
は
雲
が
な
く
な
っ
て
、
月
が
よ
く
見

え
る
状
態
に
な
る
こ
と
。「
秋
水
漲
来
船
去
速　

夜
雲
収
尽
月
行
遅
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
・

二
五
三
・「
月
」・
野
展
郢
）
の
よ
う
に
、
元
は
漢
詩
的
な
表
現
と
思
わ
れ
る
が
、
和
歌
に
お
い

て
は
「
治
ま
る
」
と
掛
け
て
「
君
が
た
め
雲
さ
へ
空
に
を
さ
ま
れ
る
御
世
と
朝
日
の
出
づ
る
山

の
端
」（『
宝
治
百
首
』
雑
二
十
首
・
寄
日
祝
・
三
九
六
九
・
忠
定
）
の
よ
う
に
、
天
皇
や
院
の

治
世
を
寿
ぐ
表
現
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。「
あ
め
の
し
た
」
は
「
あ
め
の
し
た
め
ぐ
む
く

さ
木
の
め
も
春
に
か
ぎ
り
も
し
ら
ぬ
み
よ
の
末
末
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
賀
歌
・
七
三
四
・「
百

首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
」・
式
子
内
親
王
）
の
よ
う
に
、
天
皇
や
院
の
治
め
る
「
天
下
」
と
い
う

意
で
、
祝
意
を
込
め
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

③
よ
も
ふ
り
ま
さ
る
月―

「
ふ
り
ま
さ
る
」
は
、「
ふ
り
ま
さ
る
よ
は
ひ
を
花
に
か
ぞ
へ
て
も
あ

か
ぬ
心
は
た
え
ぬ
春
か
な
」（『
続
拾
遺
和
歌
集
』
雑
歌
春
・
四
九
八
・「
花
歌
の
中
に
」・
基
家
）

の
よ
う
に
、
一
層
年
を
重
ね
る
、
ま
す
ま
す
年
を
と
る
の
意
。「
よ
」
を
「
ふ
る
」
と
い
う
の
は

「
七
夕
の
う
き
ふ
し
な
ら
で
よ
を
ふ
る
は
年
に
一
度
あ
へ
ば
な
り
け
り
」（『
貫
之
集
』
四
八
五
・

「
七
夕
」）
の
よ
う
に
、
時
を
過
ご
す
、
世
の
中
を
過
ご
す
の
意
。「
ふ
り
ぬ
と
て
な
に
な
げ
き
け

ん
君
が
よ
に
老
と
い
ふ
も
の
ぞ
身
は
さ
か
え
け
る
」（『
続
古
今
和
歌
集
』
賀
歌
・
一
八
八
九
・「
題

し
ら
ず
」・
実
氏
）
の
よ
う
に
、
天
皇
や
院
の
治
め
る
天
下
に
お
い
て
自
分
は
年
老
い
栄
え
て
い

る
、
と
い
っ
た
意
の
祝
言
の
表
現
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。
ま
た
、「
ふ
る
」「
月
」
と
い
う
の
は
、

「
た
ま
の
を
の
た
え
て
み
だ
れ
ん
こ
こ
ろ
も
て
う
ら
ぶ
れ
わ
た
る
月
の
ふ
る
ま
で
」（『
古
今
和
歌

六
帖
』
服
飾
・
三
二
〇
三
・「
た
ま
の
を
」・
貫
之
）、「
わ
す
ら
れ
ぬ
そ
の
夜
の
月
は
ふ
り
に
し

を
あ
た
ら
敷
く
の
み
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
」（『
公
任
集
』
三
七
九
・「
か
へ
し
」）、「
を
し
ほ
山
を

の
へ
の
松
の
秋
風
に
神
よ
も
ふ
り
て
す
め
る
月
か
げ
」（『
信
実
集
』
秋
歌
・
六
五
・「
貞
永
元
年

八
月
十
五
夜
、
大
殿
御
歌
合
に
、
名
所
月
」）、「
む
か
し
だ
に
な
ほ
ふ
る
里
の
秋
の
月
し
ら
ず
ひ

か
り
の
い
く
め
ぐ
り
と
も
」（『
続
後
撰
和
歌
集
』
秋
歌
中
・
三
六
九
・「
月
の
歌
中
に
」・
定
家
）

等
の
よ
う
に
、
長
い
年
月
を
経
て
古
く
な
っ
た
月
の
意
。

①

②

③④

⑤

⑥

⑦
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④
小
宰
相―

承
明
門
院
小
宰
相
。
土
御
門
院
小
宰
相
と
も
。
藤
原
家
隆
女
。
生
没
年
未
詳
。
正

治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
頃
生
か
。『
吾
妻
鏡
』
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
宗
尊
親
王
帰
洛
の
随
行

者
に
小
宰
相
の
名
が
見
え
、
生
存
が
確
認
さ
れ
る
。
土
御
門
天
皇
お
よ
び
承
明
門
院
在
子
に
出

仕
し
、
承
明
門
院
出
家
後
は
後
嵯
峨
院
に
出
仕
、
晩
年
は
宗
尊
親
王
に
出
仕
。
反
御
子
左
派
と

親
交
の
あ
る
中
間
派
。
当
該
歌
合
催
行
時
に
は
親
王
に
出
仕
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
土
御
門

院
歌
合
』、嘉
禎
二
年
『
遠
島
御
歌
合
』、『
院
御
歌
合
』、『
宝
治
百
首
』、建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』、

建
長
八
年
『
百
首
歌
合
』
等
に
出
詠
。『
新
勅
撰
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
三
九
首
入
集
。
そ

の
内
、『
続
古
今
和
歌
集
』
へ
は
一
二
首
入
集
。

⑤
雲
ふ
き
は
ら
ふ
風
の
音―
月
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
、
雲
を
吹
き
払
う
風
の
た
て
る
音
。「
雲

ふ
き
は
ら
ふ
」
は
「
月
か
げ
の
す
み
わ
た
る
か
な
あ
ま
の
は
ら
雲
ふ
き
払
ふ
よ
は
の
嵐
に
」（『
新

古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
四
一
一
・「
永
承
四
年
内
裏
歌
合
に
」・
経
信
）
の
よ
う
に
、
雲
を
吹

き
飛
ば
し
て
月
を
澄
ん
だ
状
態
に
す
る
こ
と
。「
風
の
音
」
は
「
あ
き
き
ぬ
と
め
に
は
さ
や
か
に

見
え
ね
ど
も
風
の
お
と
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
」（『
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
一
六
九
・「
秋
立

つ
日
よ
め
る
」・
敏
行
）
の
よ
う
に
、
い
ち
は
や
く
秋
の
気
配
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
認
識
さ

れ
て
お
り
、
秋
風
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。

⑥
心
す
み
て
も
月
を
待
か
な―

「
心
澄
む
」
と
い
う
の
は
、「
ゆ
く
へ
な
く
月
に
心
の
す
み
す
み

て
は
て
は
い
か
に
か
な
ら
ん
と
す
ら
ん
」（『
山
家
集
』秋
・
三
五
三
・「
月
歌
あ
ま
た
よ
み
け
る
に
」）

の
よ
う
に
、
清
澄
な
物
事
に
触
発
さ
れ
て
心
が
清
ら
か
に
な
る
こ
と
。「
雲
ふ
き
は
ら
ふ
風
」
に

よ
っ
て
、
雲
が
な
く
な
っ
て
月
が
澄
む
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
が
、
ま
だ
月
が
出
て
き
て
い
な
い

の
で
、そ
の
「
風
の
音
」
に
よ
っ
て
月
を
見
る
前
に
心
が
先
に
澄
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
、そ
う
な
っ

た
と
し
て
も
、
澄
ん
だ
月
が
出
て
く
る
の
を
待
つ
こ
と
だ
、
と
い
う
意
か
。「
風
の
音
」
に
心
が

澄
む
、
と
詠
ん
で
い
る
例
は
「
松
か
ぜ
の
お
と
に
す
み
け
ん
山
人
の
も
と
の
心
は
猶
や
し
た
は

ん
」（『
拾
遺
愚
草
』
一
四
八
二
・「
山
家
」）、「
見
ぬ
よ
ま
で
心
ぞ
す
め
る
神
風
や
み
も
す
そ
川

の
暁
の
こ
ゑ
」（『
壬
二
集
』
神
祇
部
・
三
一
七
一
・「
正
治
二
年
仙
洞
に
て
十
題
歌
合
に
、
神
祇
」）

等
が
確
認
で
き
る
。

⑦
は
し
め
お
は
り
の
句
の
ほ
と
、
心
え
わ
き
た
る
人
侍
ら
さ
り
し
や
ら
ん―

「
心
得
わ
く
」
は
、

「
あ
さ
露
に
花
の
し
た
ひ
も
と
け
に
し
を
又
い
ま
さ
ら
に
野
べ
の
夕
暮
」（
建
保
二
年『
内
裏
歌
合
』

秋
花
・
四
十
番
左
・
七
九
・
有
家
）
へ
の
判
「
と
け
に
し
を
野
べ
と
侍
る
、
又
心
え
わ
か
れ
侍

ら
ず
」
の
よ
う
に
、
理
解
し
て
判
断
す
る
、
表
現
の
意
図
を
理
解
す
る
、
の
意
。
当
該
歌
は
初

句
「
こ
よ
ひ
と
て
」、結
句
「
月
を
ま
つ
か
な
」
と
い
っ
た
表
現
を
詠
み
込
ん
で
い
る
が
、「
今
宵
」

と
い
う
表
現
は
「
い
に
し
へ
も
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
秋
の
夜
の
月
の
た
め
し
は
こ
よ
ひ
な
り
け
り
」

（『
新
勅
撰
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
二
五
五
・「
延
喜
御
時
、八
月
十
五
夜
月
宴
歌
」・
公
忠
）
の
よ
う
に
、

十
五
夜
な
ど
の
特
定
の
夜
を
意
識
し
て
用
い
る
表
現
で
あ
り
、
ま
た
、
当
該
歌
合
が
文
永
二
年

『
八
月
十
五
夜
歌
合
』
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
こ
よ
ひ
と
て
」「
月
を
ま
つ
か
な
」
は
当
該

歌
合
の
場
を
意
識
し
た
表
現
と
い
え
る
。
歌
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
場
を
意
識
し
た
表
現
が
評

価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
例
え
ば
「
冬
枯
の
た
だ
す
の
も
り
の
木
間
よ
り
み
た
ら
し
川
に
や
ど

る
月
影
」（『
河
合
社
歌
合
』
冬
月
・
三
番
左
・
五
・
光
成
）
に
は
「
社
頭
月
お
も
か
げ
侍
れ
ば
、

お
と
る
と
申
が
た
し
」
と
い
う
判
を
付
さ
れ
て
お
り
、
河
合
社
を
意
識
し
た
表
現
を
詠
み
込
ん

だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
当
該
歌
に
お
い
て
は
、
衆
議
で
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
よ

う
で
、
判
詞
執
筆
者
は
、
場
を
意
識
し
た
表
現
の
意
を
汲
み
取
っ
て
評
価
し
て
い
る
人
は
い
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
と
記
述
し
て
い
る
。

【
通
釈
】

五
番

　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
内
大
臣
（
基
家
）

　

今
夜
（
こ
の
十
五
夜
）
と
い
っ
て
、
雲
が
収
ま
っ
て
無
く
な
っ
た
天
の
下
に
、
私
も
、（
悠
久

の
）
時
を
経
て
ま
す
ま
す
古
く
な
っ
て
い
く
月
の
よ
う
に
、
一
層
年
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
待

望
し
て
、
そ
の
月
を
待
つ
こ
と
だ
な
ぁ
。

　

右　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
宰
相

　

日
が
暮
れ
て
か
ら
、
雲
を
吹
き
払
っ
て
い
る
風
の
音
に
心
が
澄
ん
で
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、

月
（
が
澄
む
の
を
）
を
待
つ
こ
と
だ
な
ぁ
。

〔
判
詞
〕
左
歌
は
、
始
め
終
わ
り
の
句
の
あ
た
り
は
、（
表
現
の
意
図
を
）
理
解
し
て
い
る
人
が

い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
右
歌
に
「
勝
」
の
字
を
付
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
旨
の
こ
と

を
各
人
が
定
め
申
し
上
げ
ら
れ
る
。

〈
六
番
〉

【
本
文
】
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六
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵Ａ

部
卿
藤
原
朝
臣
隆
親

か
ね
て
よ
り
影
や
と
れ
と
や
む
す
ふ
ら
ん
月
ま
つ
よ
ひ
の
袖
の
白
露Ｂ

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権Ｃ
大
納
言
藤
原
朝
臣
資
季

久
方
の
空
に
ひ
か
り
は
み
え
な
か
ら
た
か
ね
の
月
そ
猶
ま
た
れ
け
る

　
　

右Ｄ
哥
さ
せ
る
と
か
な
く
き
こ
え
侍
し
か
と
も
、
左
哥

　
　

優
な
る
よ
し
申Ｅ
人
々
侍
て
為
持
、
下Ｆ
句
そ

　
　

月
ま
ち
く
ら
す
袖
の
し
ら
露
、
お
な
し
題
に

　
　

ち
か
き
哥Ｇ
侍
け
る

【
校
異
】

Ａ　

兵
部
卿
藤
原
朝
臣
隆
親―
兵
部
卿
隆
親
（
宮
）　　

Ｂ　

露―

妙露イ（
内
2
）、
妙
（
青
）　

Ｃ　

権
大
納
言
藤
原
朝
臣
資
季―

資
季
卿
（
内
2
・
青
・
河
）、
権
大
納
言
資
季
（
宮
）

Ｄ　

右
哥―

左
の
哥
（
内
2
・
青
・
宮
・
河
）　　

Ｅ　

申―

□
（
青
）　

Ｆ　

下
句
そ―

下
句
に
（
青
・
河
）　　

Ｇ　

哥
侍
け
る―

哥
に
侍
け
る
（
内
2
・
青
・
宮
・
河
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
兵
部
卿
藤
原
朝
臣
隆
親―

建
仁
三
年（
一
二
〇
三
）生
、弘
安
二
年（
一
二
七
九
）没
。
七
七
歳
。

藤
原
隆
衡
男
。
母
は
内
大
臣
信
清
女
。
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
五
月
十
七
日
大
納
言
正
二
位

に
至
る
。『
宝
治
百
首
』、建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』、正
嘉
三
年
（
一
二
五
九
）『
北
山
行
幸
和
歌
』、

『
現
存
卅
六
人
詩
歌
』
等
に
出
詠
。
勅
撰
集
に
は
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
以
下
に
二
七
首
入
集
。
う

ち
『
続
古
今
和
歌
集
』
に
は
五
首
入
集
し
、『
続
古
今
竟
宴
和
歌
』
に
も
詠
進
。

②
か
ね
て
よ
り―

一
番
【
語
釈
】
⑦
参
照
。
当
該
歌
で
は
「
む
し
の
ね
も
ま
だ
う
ち
と
け
ぬ
く

さ
む
ら
に
あ
き
を
か
ね
て
も
む
す
ぶ
露
か
な
」（『
詞
花
和
歌
集
』
夏
・
八
一
・「（
題
不
知
」・
好

忠
）
の
よ
う
に
（
月
が
出
て
く
る
よ
り
も
）
前
も
っ
て
露
が
置
か
れ
て
い
る
。

③
影
や
と
れ
と
や
む
す
ふ
ら
ん―

「
つ
ゆ
わ
く
る
そ
で
に
さ
へ
こ
そ
や
ど
り
け
れ
た
び
の
み
そ

ら
の
た
ち
ま
ち
の
月
」（『
為
忠
家
後
度
百
首
』
秋
月
廿
首
・
三
三
〇
・「
立
待
月
」・
顕
広
）
等

の
よ
う
に
、月
の
光
が
袖
に
置
い
た
露
（
涙
）
に
宿
る
と
す
る
詠
は
散
見
す
る
。
当
該
歌
は
「
ゆ

め
を
の
こ
す
わ
が
そ
で
の
う
へ
に
つ
ゆ
ふ
か
し
秋
の
あ
り
あ
け
の
月
や
ど
れ
と
や
」（『
御
裳
濯

和
歌
集
』
秋
歌
下
・
四
四
四
・「
伊
勢
に
た
て
ま
つ
り
け
る
百
首
歌
中
に
」・
慈
円
）
と
同
じ
く
、

袖
に
露
が
置
く
理
由
を
月
（
の
光
）
を
宿
す
た
め
で
あ
る
と
す
る
。

④
月
ま
つ
よ
ひ
の
袖
の
白
露―

月
を
待
つ
宵
（
の
間
に
置
か
れ
た
）
袖
の
白
露
（
の
よ
う
な
私

の
涙
）
の
意
。「
秋
き
ぬ
と
そ
で
に
し
ら
る
る
ゆ
ふ
つ
ゆ
に
や
が
て
こ
の
ま
の
月
ぞ
や
ど
れ
る
」

（『
千
五
百
番
歌
合
』
秋
二
・
六
百
四
十
三
番
右
・
一
二
八
五
・
定
家
）
の
よ
う
に
、
月
が
出
る
前

に
袖
に
露
が
置
い
た
と
す
る
。
ま
た
、「
我
な
ら
ぬ
草
葉
も
も
の
は
思
ひ
け
り
袖
よ
り
外
に
お
け

る
し
ら
つ
ゆ
」（『
後
撰
和
歌
集
』
雑
四
・
一
二
八
一
・「
左
大
臣
の
家
に
て
、
か
れ
こ
れ
題
を
さ

ぐ
り
て
歌
よ
み
け
る
に
、
つ
ゆ
と
い
ふ
も
じ
を
え
侍
り
て
」・
忠
国
）
や
「
よ
も
す
が
ら
た
も
と

に
虫
の
ね
を
か
け
て
は
ら
ひ
わ
づ
ら
ふ
袖
の
し
ら
つ
ゆ
」（『
山
家
集
』
秋
・
四
五
四
・「
む
し
の

歌
よ
み
侍
り
け
る
に
」）
の
よ
う
に
、「
袖
の
白
露
」
は
涙
の
比
喩
。

⑤
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
資
季―

承
元
元
年（
一
二
〇
七
）生
、正
応
二
年（
一
二
八
九
）没
。八
三
歳
。

従
三
位
資
家
の
子
。
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
五
月
十
七
日
正
二
位
権
大
納
言
に
至
り
、
文
永

五
年
（
一
二
七
〇
）
出
家
。『
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
』、『
宝
治
百
首
』、『
春
日
若
宮
社
歌
合
』、

建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』、『
三
十
六
人
大
歌
合
』、
弘
長
三
年
二
月
『
亀
山
殿
御
会
』、『
白
河
殿

七
百
首
』
等
に
出
詠
。
勅
撰
集
に
は
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
以
下
に
三
七
首
入
集
。
う
ち
『
続
古

今
和
歌
集
』
に
は
五
首
入
集
し
、『
続
古
今
竟
宴
和
歌
』
に
詠
進
。

⑥
久
方
の
空
に
ひ
か
り
は
み
え
な
か
ら―

「
久
方
の
」
は
天
に
関
係
あ
る
語
に
係
る
枕
詞
。
空

に
月
の
光
だ
け
が
見
え
て
お
り
、
月
自
体
は
ま
だ
高
嶺
か
ら
出
て
い
な
い
状
態
を
詠
む
か
。

⑦
た
か
ね
の
月―

山
の
高
い
と
こ
ろ
に
か
か
る
月
の
意
。『
八
雲
御
抄
』
は
「
峯
な
ら
ね
ど
山
の

高
き
所
」
と
す
る
。「
み
よ
し
の
の
山
し
た
か
ぜ
に
く
も
き
え
て
た
か
ね
の
月
の
か
げ
ぞ
さ
や
け

き
」（『
為
家
千
首
』
秋
二
百
首
・
四
四
八
）
や
「
時
し
ら
ぬ
ゆ
き
に
ひ
か
り
や
さ
え
ぬ
ら
ん
ふ

じ
の
た
か
ね
の
秋
の
夜
の
月
」（『
続
後
撰
和
歌
集
』
秋
歌
中
・
三
六
一
・「
九
月
十
三
夜
十
首
歌

合
に
、
名
所
月
」・
教
定
）
等
の
用
例
が
あ
る
。

⑧
優―

和
歌
全
体
が
優
美
で
あ
る
旨
の
意
。
例
に
「
お
も
ひ
つ
つ
い
く
と
せ
波
に
朽
ち
ぬ
ら

ん
忍
ぶ
の
う
ら
の
あ
ま
の
た
く
な
は
」（
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
久
忍
恋
・
八
十
五
番
右
・

一
七
〇
・
雅
光
）
に
対
す
る
為
家
の
判
詞
「
右
あ
ま
の
た
く
な
は
は
、
う
た
の
す
が
た
ま
さ
り

て
優
に
侍
る
」
等
が
あ
る
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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⑨
下
句
そ
月
ま
ち
く
ら
す
袖
の
し
ら
露
、
お
な
し
題
に
ち
か
き
哥
侍
け
る―

「
お
な
し
題
に
ち

か
き
哥
」は「
や
す
ら
ひ
に
や
ま
こ
え
や
ら
ぬ
な
が
月
の
月
ま
ち
く
ら
す
そ
で
の
し
ら
つ
ゆ
」（『
秋

篠
月
清
集
』
秋
部
・
一
一
九
二
・「
月
歌
五
首
よ
み
け
る
に
・
未
出
月
」）
を
指
す
。
例
え
ば
、『
近

代
秀
歌
』
に
は
「
今
の
世
に
肩
を
並
ぶ
る
と
も
が
ら
、
た
と
へ
ば
世
に
な
く
と
も
、
昨
日
今
日

と
い
ふ
ば
か
り
出
で
来
た
る
歌
は
、
一
句
も
そ
の
人
の
よ
み
た
り
し
と
見
え
む
こ
と
を
必
ず
去

ら
ま
ほ
し
く
思
う
給
へ
侍
る
な
り
」
と
み
え
る
。

【
通
釈
】

六
番　

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
部
卿
藤
原
朝
臣
隆
親

　
（
月
が
出
て
く
る
よ
り
も
）
前
か
ら
、（
月
の
）
光
よ
や
ど
れ
、
と
い
っ
て
置
い
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
月
を
待
つ
宵
の
（
間
に
置
か
れ
た
）
袖
の
白
露
（
の
よ
う
な
私
の
涙
）
は
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
藤
原
朝
臣
資
季

　

空
に
（
月
の
）
光
が
見
え
て
い
る
の
に
、
高
嶺
に
か
か
っ
て
い
る
月
は
、
や
は
り
自
然
と
待

ち
遠
し
く
思
わ
れ
る
の
だ
な
あ
。

〔
判
詞
〕
右
の
歌
は
こ
れ
と
い
っ
て
難
点
は
な
い
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
左
の
歌
は
全
体
的
に

優
雅
で
あ
る
旨
を
申
す
人
々
が
ご
ざ
い
ま
し
て
持
と
す
る
。（
そ
う
い
え
ば
、
左
歌
の
）
下
の
句

が
「
月
ま
ち
く
ら
す
袖
の
し
ら
露
」
と
い
う
、
同
じ
題
で
近
い
時
代
に
（
詠
わ
れ
て
い
る
）
和

歌
が
あ
り
ま
す
ね
。

〈
七
番
〉

【
本
文
】

七
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

大Ａ
納
言
藤
原
朝
臣
良
教

思
ひ
や
る
山Ｂ
の
あ
な
た
の
月
影
を
ま
つ
と
し
ら
せ
て
秋
風
そ
吹

　

右Ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
公
雄

さＤ

と
人
の
お
し
む
心
は
し
ら
ね
と
も
山
の
あ
な
た
の
月
そ
ま
た
る
ゝ

　
　

両
方
の
山
の
あ
な
た
み
わ
か
れ
ぬ
よ
し
左
右
共
に

　
　

申Ｅ
て
、
又
為
持
、
右
哥
、
本
哥
の
心
詞Ｆ
そ
い
く
ほ
と
かＧ

　
　

は
ら
す
侍
け
る

【
校
異
】

Ａ　

大
納
言
藤
原
朝
臣
良
教―

大
納
言
良
教
（
宮
）　　

Ｂ　

山
の―

こ山歟の
（
河
）

Ｃ　

右　

左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
公
雄―

ナ
シ
（
河
）　

Ｄ　

さ
と
人
の
お
し
む
心
は
し
ら
ね
と
も
山
の
あ
な
た
の
月
そ
ま
た
る
ゝ―

ナ
シ
（
河
）

Ｅ　

申
て―

申
之
（
内
1
）　　

Ｆ　

詞―

ナ
シ
（
内
1
）　

Ｇ　

か
は
ら
す―

か
□
□
す
（
青
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　

〈
右
歌
〉

『
続
千
載
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
四
三
七
・「
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
五
首
歌
合
に
、
未
出
月
と
云

ふ
こ
と
を
」・
権
中
納
言
公
雄

里
人
の
を
し
む
こ
こ
ろ
は
し
ら
ね
ど
も
山
の
あ
な
た
の
月
ぞ
ま
た
る
る

『
題
林
愚
抄
』
秋
部
三
・
未
出
月
・
四
〇
一
四
・「
続
千
」・
権
中
納
言
公
雄

里
人
の
を
し
む
心
は
し
ら
ね
ど
も
山
の
あ
な
た
の
月
ぞ
ま
た
る
る

【
本
歌
】

〈
右
歌
〉

『
古
今
和
歌
六
帖
』
一
二
九
一
・「
さ
と
」

お
そ
く
い
づ
る
月
に
も
あ
る
か
な
山
の
は
の
あ
な
た
の
里
も
を
し
む
な
る
べ
し

【
語
釈
】

①
大
納
言
藤
原
朝
臣
良
教―

元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
生
、
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
七
月
四

日
没
。
六
四
歳
。
権
大
納
言
藤
原
基
良
男
。
母
は
従
三
位
藤
原
隆
雅
女
。
近
衛
家
の
庶
流
に
生

ま
れ
、
祖
父
忠
良
以
来
粟
田
口
を
家
号
と
し
た
。
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
三
月
六
日
大
納
言

従
一
位
に
至
る
。
当
該
歌
合
催
行
時
は
四
二
歳
、
正
二
位
。
笛
の
名
手
で
、
亀
山
・
後
宇
多
両

天
皇
の
師
範
（『
公
卿
補
任
』）。
建
長
三
年
九
月
『
影
供
歌
合
』
や
建
長
八
年
『
百
首
歌
合
』、

弘
長
三
年
二
月
『
亀
山
殿
御
会
』、『
和
漢
兼
作
集
』、『
現
存
卅
六
人
詩
歌
』、『
続
古
今
竟
宴
和
歌
』

等
の
作
者
。『
弘
長
百
首
』、『
白
河
殿
七
百
首
』、『
弘
安
百
首
』
を
詠
進
。
勅
選
集
に
は
『
続
後

撰
和
歌
集
』
以
下
二
六
首
入
集
し
、
う
ち
『
続
古
今
和
歌
集
』
に
は
四
首
入
集
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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②
山
の
あ
な
た
の
月
影―

山
の
向
こ
う
側
に
隠
れ
て
、
ま
だ
出
て
い
な
い
月
。「
入
る
月
を
た
が

た
め
な
に
の
を
し
む
ら
ん
心
は
山
の
あ
な
た
に
ぞ
す
む
」（『
長
方
集
』
八
二
・「
皇
后
宮
大
輔
、

人
人
に
四
季
の
歌
よ
ま
せ
し
に
、
秋
を
」）
の
よ
う
に
月
は
「
山
の
あ
な
た
」
に
出
入
り
す
る
も

の
で
あ
り
、「
山
の
あ
な
た
」
に
住
む
人
は
「
あ
し
び
き
の
山
の
あ
な
た
に
す
む
人
は
ま
た
で

や
秋
の
月
を
み
る
ら
ん
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
三
八
二
・「
だ
い
し
ら
ず
」・
三
条
院
）

と
作
歌
主
体
よ
り
も
早
く
月
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た

め
、「
月
の
い
る
山
の
あ
な
た
の
さ
と
人
と
こ
よ
ひ
ば
か
り
は
身
を
や
な
さ
ま
し
」（『
恵
慶
法
師

集
』
一
六
五
・「
月
、
山
の
は
に
い
る
を
み
て
」）
の
よ
う
に
「
山
の
あ
な
た
」
や
そ
こ
に
住
む

人
へ
の
憧
れ
を
詠
じ
た
例
が
散
見
す
る
。

③
し
ら
せ
て
秋
風
そ
吹―
恋
歌
に
お
い
て
「
し
ら
せ
て
」
は
、
一
般
的
に
「
か
ず
な
ら
ぬ
心

の
と
が
に
な
し
は
て
じ
し
ら
せ
て
こ
そ
は
身
を
も
う
ら
み
め
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
恋
歌

二
・
一
一
〇
〇
・「
題
し
ら
ず
」・
西
行
）
等
の
よ
う
に
相
手
へ
自
分
の
想
い
を
知
ら
せ
る
の
が
普

通
だ
が
、
恋
歌
以
外
で
は
「
ひ
と
こ
ゑ
に
は
る
を
し
ら
せ
て
う
ぐ
ひ
す
の
な
ど
そ
の
の
ち
に
き

な
か
ざ
る
ら
む
」（『
行
宗
集
』
三
六
〇
・「
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
な
ほ
す
く
な
し
」）
の
よ
う
に
鳥

や
風
等
、
人
以
外
の
も
の
が
何
か
を
知
ら
せ
る
例
も
み
ら
れ
る
。
当
該
歌
で
は
後
者
。「
こ
こ
ろ

あ
ら
ば
よ
も
の
秋
風
ふ
き
は
ら
へ
月
ま
つ
み
ね
に
か
か
る
し
ら
雲
」（『
光
経
集
』
二
一
八
・「
秋
」）

や
「
あ
ま
の
原
雲
ふ
き
は
ら
ふ
秋
か
ぜ
に
山
の
は
た
か
く
い
づ
る
月
影
」（『
後
鳥
羽
院
御
集
』

七
六
八
・「
秋
百
首
」）
等
の
よ
う
に
、
秋
風
が
吹
き
雲
が
払
わ
れ
て
月
の
光
が
辺
り
を
さ
や
か

に
照
ら
す
情
景
を
詠
む
。

④
左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
公
雄―

左
大
臣
洞
院
（
山
階
）
実
雄
男
。
母
は
藤
原
頼
氏
女
。
小

倉
家
の
祖
。
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
前
後
に
生
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
後
ほ
ど
な
く
没
、

八
〇
余
歳
か
。
宝
治
三
年
（
一
二
四
九
）
叙
爵
、
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
権
中
納
言
、
同
七

年
叙
正
二
位
。同
九
年
後
嵯
峨
院
の
崩
御
を
悼
み
出
家
。法
名
は
頓
覚（『
公
卿
補
任
』で
は
顕
覚
）。

『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』、『
弘
安
百
首
』、
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）『
嘉
元
仙
洞
百
首
』、
文
保
三

年
『
文
保
百
首
』、
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）『
亀
山
殿
七
百
首
』、『
続
古
今
竟
宴
和
歌
』
等
に

出
詠
。
元
亨
元
年
『
外
宮
北
御
門
歌
合
』
で
は
判
者
を
勤
め
る
。
当
該
歌
合
、文
永
二
年
七
月
『
歌

合
』、
文
永
二
年
『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』、『
白
河
殿
七
百
首
』
と
、
文
永
二
年
に
催
行
さ
れ
た
主

要
歌
壇
行
事
四
つ
の
全
て
に
出
詠
し
て
い
る
。
勅
撰
集
に
は
『
続
古
今
和
歌
集
』
以
下
一
一
〇

首
入
集
し
、
う
ち
『
続
古
今
和
歌
集
』
に
は
二
首
が
入
集
。

⑤
さ
と
人
の
お
し
む
心―

さ
と
人
は
里
に
住
ん
で
い
る
人
。
ま
た
、
宮
仕
え
を
し
て
い
な
い
民

間
の
人
を
い
う
。【
本
歌
】
や
「
三
日
月
は
山
の
あ
な
た
の
里
人
の
を
し
む
を
わ
れ
て
出
づ
る
す

が
た
か
」（『
清
輔
集
』
秋
・
一
六
五
・「
三
日
月
」）
等
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
山
の
あ
な
た
」

の
里
人
の
月
を
惜
し
く
思
う
気
持
ち
は
非
常
に
強
い
と
さ
れ
る
。

⑥
み
わ
か
れ
ぬ―

見
て
分
け
る
こ
と
、
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
の
意
。
判
詞
に
お
い
て

「
み
わ
か
る
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
例
は
み
ら
れ
ず
、
類
似
の
例
と
し
て
「
き
の
ふ
ま
で
雪
げ
に

く
も
る
天
つ
空
明
ぼ
の
か
け
て
は
や
霞
み
ぬ
る
」、「
あ
ま
の
原
雪
げ
の
空
の
か
す
ま
ず
は
立
ち

け
る
春
も
え
や
は
わ
か
ま
し
」（『
院
御
歌
合
』
早
春
霞
・
八
番
・
一
五
、一
六
・
有
教
、
弁
内
侍
）

に
対
す
る
為
家
の
判
「
両
方
の
雪
げ
の
そ
ら
い
は
れ
さ
だ
か
に
み
え
わ
か
れ
侍
ら
ぬ
を
、
右
の

か
す
み
は
春
た
し
か
に
あ
ら
は
れ
て
立
ち
ま
さ
り
侍
る
に
や
」
が
あ
る
。

⑦
本
哥
の
心
詞
そ
い
く
ほ
と
か
は
ら
す―

本
歌
の
内
容
や
表
現
と
幾
ほ
ど
も
変
わ
ら
な
い
、
の

意
。
本
歌
か
ら
世
界
観
や
発
想
、
表
現
を
展
開
、
転
換
す
る
こ
と
な
く
本
歌
取
り
し
て
い
る
こ

と
を
難
ず
る
。
こ
こ
で
の
本
歌
は
、
本
歌
掲
出
歌
を
指
す
か
。『
古
今
和
歌
集
』
に
も
「
お
そ
く

い
づ
る
月
に
も
あ
る
か
な
葦
引
の
山
の
あ
な
た
も
を
し
む
べ
ら
な
り
」（『
古
今
和
歌
集
』雑
歌
上
・

八
七
七
・「
題
し
ら
ず
」・
よ
み
人
し
ら
ず
）
と
、【
本
歌
】
の
他
書
所
伝
と
思
わ
れ
る
和
歌
が
入

集
し
て
い
る
が
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
入
集
す
る
形
の
方
が
よ
り
当
該
歌
と
共
通
す
る
詞
が
多

く
判
詞
に
適
う
た
め
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
形
を
本
歌
と
し
て
採
用
す
る
。

【
通
釈
】

七
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
納
言
藤
原
朝
臣
良
教

　

遠
く
心
を
馳
せ
る
山
の
向
こ
う
側
の（
ま
だ
出
な
い
）月
を（
私
が
）待
っ
て
い
る
と
知
ら
せ
て
、

（
雲
を
吹
き
払
う
）
秋
風
が
吹
く
こ
と
だ
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
公
雄

　
（『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
歌
の
よ
う
に
、山
の
向
こ
う
の
）
里
に
住
む
人
の
（
月
を
）
惜
し
む
（
引

き
と
め
た
い
と
思
う
）
心
は
（
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
、
私
に
は
）
わ
か
ら
な
い
が
、（
そ
ん
な
私

で
も
）
山
の
向
こ
う
側
の
月
（
が
出
る
の
）
を
待
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

〔
判
詞
〕
両
方
の
（
歌
の
）「
山
の
あ
な
た
」
は
は
っ
き
り
と
見
分
け
が
つ
き
ま
せ
ん
と
い
う
旨
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を
左
右
（
の
人
々
）
が
共
に
申
し
て
、（
前
の
番
と
同
じ
く
）
ま
た
持
と
す
る
。
右
歌
は
、
本
歌

の
内
容
や
表
現
が
幾
ほ
ど
も
変
わ
り
ま
せ
ん
な
ぁ
。

〈
八
番
〉

【
本
文
】

八
番

　

左　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大Ａ

納
言
源
朝
臣
通
成

出
や
ら
ぬ
月
待
程
の
よ
ひ
の
ま
は
か
ね
て
も
つ
ら
き
山
の
は
の
雲＊

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
近Ｂ
衛
大
将
藤
原
朝
臣
通
雅

ま
つ
ほ
と
も
心
つ
く
し
の
秋
の
月
木
の
ま
も
り
く
る
光
のＣ
み
か
は

　
　

右
、
心
つ
く
し
の
秋
の
月
、
下
句
すＤ
て
に
出
て
み
ゆ
る

　
　

に
よ
り
て
、
左
可
為
勝
之Ｅ
由
各Ｆ
定
申

【
校
異
】

Ａ　

権
大
納
言
源
朝
臣
通
成―

権
大
納
言
通
成
（
宮
）　

Ｂ　

右
近
衛
大
将
藤
原
朝
臣
通
雅―

右
近
衛
大
将
通
雅
（
宮
）　

Ｃ　

の
み―

の
□
（
青
）　　

Ｄ　

す
て
に―

ま
て
に
（
河
）　　

Ｅ　

之―

也
（
河
）　

Ｆ　

各―

各
々
（
青
）

＊
月
（
摺
り
消
し
た
跡
あ
り
）

【
本
歌
】

〈
右
歌
〉

『
古
今
和
歌
集
』
秋
上
・
一
八
四
・「
題
し
ら
ず
」・
よ
み
人
し
ら
ず

こ
の
ま
よ
り
も
り
く
る
月
の
影
見
れ
ば
心
づ
く
し
の
秋
は
き
に
け
り

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
権
大
納
言
源
朝
臣
通
成―

村
上
源
氏
、
中
院
家
。
大
納
言
通
方
男
。
母
は
藤
原
能
保
女
。
土

御
門
と
号
す
。
父
通
方
は
土
御
門
天
皇
の
外
舅
。
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
生
、
弘
安
九
年

（
一
二
八
六
）
没
、
六
五
歳
。
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
権
大
納
言
。
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）

正
二
位
内
大
臣
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
大
納
言
。
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
出
家
。
法
名

は
性
乗
。
宝
治
元
年
『
後
嵯
峨
院
詠
翫
花
和
歌
』、『
院
御
歌
合
』、
建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』、

正
嘉
三
年
『
北
山
行
幸
和
歌
』、弘
長
三
年
二
月
『
亀
山
殿
御
会
』、文
永
二
年
七
月
『
歌
合
』、『
亀

山
殿
五
首
歌
合
』
等
に
出
詠
。『
万
代
和
歌
集
』、『
秋
風
抄
』、『
秋
風
和
歌
集
』、『
雲
葉
和
歌
集
』、

弘
長
二
年
『
三
十
六
人
大
歌
合
』、『
六
華
和
歌
集
』
等
に
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。『
続
後
撰
和
歌

集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
二
八
首
入
集
。
そ
の
内
、『
続
古
今
和
歌
集
』
へ
は
三
首
入
集
し
て
い
る
。

②
出
や
ら
ぬ―

三
番
【
語
釈
】
⑨
参
照
。

③
よ
ひ
の
ま―

宵
の
間
。
三
番
【
語
釈
】
③
参
照
。
当
該
歌
で
は
「
よ
ひ
の
ま
に
い
で
て
い
り

ぬ
る
み
か
月
の
わ
れ
て
物
思
ふ
こ
ろ
に
も
あ
る
か
な
」（『
古
今
和
歌
集
』
雑
体
・
一
〇
五
九
・「
題

し
ら
ず
」・
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
よ
う
に
、
夜
の
比
較
的
早
い
時
間
帯
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

④
か
ね
て
も
つ
ら
き
山
の
は
の
雲―

月
が
出
る
以
前
で
あ
っ
て
も
冷
淡
に
感
じ
て
し
ま
う
山
の

端
の
雲
で
あ
る
こ
と
だ
。「
か
ね
て
も
」
は
「
お
の
づ
か
ら
さ
ら
ば
い
か
に
と
お
も
ふ
よ
り
か
ね

て
も
つ
ら
き
鳥
の
声
か
な
」（『
正
治
初
度
百
首
』
二
二
七
六
・「
恋
」・
信
広
）
の
よ
う
に
、
以

前
で
あ
っ
て
も
、
以
前
で
さ
え
の
意
。「
つ
ら
き
山
の
は
の
雲
」
は
「
雲
を
の
み
つ
ら
き
物
と
て

あ
か
す
よ
の
月
よ
こ
ず
ゑ
に
を
ち
か
た
の
山
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
上
・
一
五
四
八
・「
春

日
社
歌
合
に
、
暁
月
の
心
を
」・
忠
経
）
の
よ
う
に
、
月
を
隠
し
て
し
ま
う
の
で
、
冷
淡
に
感
じ

ら
れ
る
雲
の
意
。
月
が
ま
だ
出
て
き
て
い
な
い
の
で
「
山
の
は
の
雲
」
は
ま
だ
月
を
隠
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
月
を
待
望
す
る
心
か
ら
、
も
う
す
ぐ
月
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
場
所
を

隠
し
て
い
る
「
山
の
は
の
雲
」
に
対
し
て
、
冷
淡
に
感
じ
て
し
ま
う
と
い
っ
て
い
る
。

⑤
右
近
衛
大
将
藤
原
朝
臣
通
雅―

師
実
流
。
花
山
院
家
、
後
花
山
院
と
号
す
。
右
大
臣
定
雅
男
。

母
は
藤
原
高
定
女
。
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
生
、
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
没
。
四
五
歳
。

康
元
二
年（
一
二
五
七
）正
二
位
。
正
嘉
元
年（
一
二
五
七
）権
大
納
言
。
弘
長
二
年（
一
二
六
二
）

右
近
衛
大
将
を
兼
任
。
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
従
一
位
、
太
政
大
臣
。
正
嘉
三
年
『
北
山
行

幸
和
歌
』、弘
長
三
年
二
月『
亀
山
殿
御
会
』、『
続
古
今
竟
宴
和
歌
』等
に
出
詠
。『
続
古
今
和
歌
集
』

以
下
の
勅
撰
集
に
五
首
入
集
。
そ
の
内
、『
続
古
今
和
歌
集
』
へ
は
二
首
入
集
。

⑥
ま
つ
ほ
と
も―

月
を
見
て
い
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
月
を
待
っ
て
い
る
と
き
も
。「
秋
ふ
か
き

海
の
そ
こ
な
る
玉
な
れ
ば
露
ま
つ
程
も
お
き
て
こ
そ
み
め
」（『
公
任
集
』
四
五
七
・「
返
し
」）

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

①⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧⑨
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⑦
心
つ
く
し
の
秋
の
月―

本
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。
あ
の
『
古
今
和
歌
集
』
歌
で
詠
ま
れ
た
「
心

づ
く
し
の
秋
」
を
感
じ
さ
せ
る
「
月
」、
と
い
う
よ
う
な
意
。
次
項
【
語
釈
】
⑧
参
照
。

⑧
木
の
ま
も
り
く
る
光
の
み
か
は―

本
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。「
か
は
」
は
反
語
。
本
歌
で
は
、

「
こ
の
ま
よ
り
も
り
く
る
月
の
影
」
を
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
心
づ
く
し
の
秋
」
の
到
来
を
感
じ

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
当
該
歌
で
は
月
の
光
を
見
た
と
き
以
外
で
も
、
月
を
待
っ

て
い
る
間
も
ま
た
、
月
は
「
心
づ
く
し
の
秋
」
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

⑨
下
句
す
て
に
出
て
み
ゆ
る
に
よ
り
て―

右
歌
に
対
し
、下
句「
木
の
ま
も
り
く
る
光
の
み
か
は
」

と
い
う
表
現
が
、
既
に
月
が
出
て
い
る
情
景
に
見
え
、「
未
出
月
」
題
に
適
さ
な
い
と
難
じ
て
い

る
。「（
月
の
）
光
の
み
か
は
」
と
い
う
表
現
は
、「
在
明
の
光
の
み
か
は
秋
の
夜
の
月
は
こ
の
世

に
猶
の
こ
り
け
り
」（『
拾
遺
愚
草
』
一
四
一
・「（
秋
廿
首
）」）、「
す
み
の
ぼ
る
光
の
み
か
は
秋

の
月
哀
を
さ
へ
に
ま
す
に
ぞ
有
り
け
る
」（『
三
井
寺
山
家
歌
合
』
秋
月
・
二
番
左
・
三
五
・
覚

伊
）、「
み
る
人
の
こ
こ
ろ
の
う
ち
も
あ
る
も
の
を
す
め
る
は
月
の
ひ
か
り
の
み
か
は
」（
正
治
二

年
『
三
百
六
十
番
歌
合
』
雑
部
・
廿
五
番
左
・
六
二
五
・
兼
実
）
等
の
例
の
よ
う
に
「
月
の
光

を
見
な
が
ら
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
〜
も
…
で
あ
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
同

様
に
考
え
る
と
当
該
歌
も
月
の
光
を
見
て
い
る
状
況
の
詠
で
あ
る
か
の
よ
う
に
解
し
得
る
の
で
、

月
が
出
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
充
分
に
表
現
で
き
て
い
な
い
と
判
じ
ら
れ
た
か
。

【
通
釈
】

八
番

　

左　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
源
朝
臣
通
成

　
（
山
の
端
か
ら
）
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
月
を
待
っ
て
い
る
と
き
の
宵
の
間
は
、
月
が
出
て
く

る
以
前
で
あ
っ
て
も（
月
を
侍
つ
身
に
は
）冷
淡
に
感
じ
て
し
ま
う
山
の
端
の
雲
で
あ
る
こ
と
だ
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
近
衛
大
将
藤
原
朝
臣
通
雅

　
（
月
を
）
待
っ
て
い
る
と
き
も
心
の
限
り
を
尽
く
す
ほ
ど
物
思
い
を
さ
せ
る
秋
の
月
よ
、（
物

思
い
を
さ
せ
る
秋
の
月
と
い
う
も
の
は
）
木
々
の
間
か
ら
も
れ
て
く
る
光
（
の
こ
と
）
だ
け
な

の
で
あ
ろ
う
か
、
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

〔
判
詞
〕
右
の
、「
心
つ
く
し
の
秋
の
月
」（
の
歌
）
は
、
下
句
が
す
で
に
（
月
が
）
出
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
左
（
歌
）
を
勝
ち
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
旨
を
各
人
が
定

め
申
す
。

〈
九
番
〉

【
本
文
】

九
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
宮
大
夫
源Ａ
朝
臣
雅
忠

出
や
ら
ぬ
山
の
あＢ
な
た
の
月
影
を
さ
そ
ひ
か
ほ
な
る
峯
の
松
風

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
藤Ｃ
原
朝
臣
長
雅

ま
ち
い
て
は
い
か
に
と
お
も
ふ
夕
よ
り
か
ね
て
心
の
月
にＤ
住
ぬ
る

　
　

左
、
さ
そ
ひ
か
ほ
な
る
松
風
、
い
か
に
そＥ
や
き
こ
ゆ
る

　
　

を
、
右
、
い
か
に
と
お
も
ふ
夕
よ
り
月
に
す
み
ぬ
る
、
ま

　
　

さ
り
て
も
み
え
ぬ
よ
し
み
な
申
に
よ
り
て
為
持

【
校
異
】

Ａ　

源
朝
臣
雅
忠
│
雅
忠
（
宮
）　　

Ｂ　

あ
│
こ
（
内
1
）

Ｃ　

藤
原
朝
臣
長
雅
│
長
雅
（
宮
）　　

Ｄ　

に
│
も
（
宮
）

Ｅ　

そ
や
き
こ
ゆ
る
を
、
右
、
い
か
に
│
ナ
シ
（
青
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
資
料
1
】『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
三
十
六
番
・
不
逢
恋

　

卅
六
番　

左　

持　
　
　
　
　
　
　

女
房

い
た
づ
ら
に
め
ぐ
り
も
あ
は
ず
恋
草
の
な
な
く
る
ま
ま
で
年
は
つ
め
ど
も

　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雅
忠
卿

中
中
に
そ
の
名
も
つ
ら
し
相
坂
の
山
は
我
が
身
の
せ
き
ぢ
な
り
け
り

　
　

右
（
真
観
）方
申
云
、
左
の
七
車
ま
こ
と
に
凡
慮
及
び
が
た
き
さ
ま
な
り
、
と
面
面
に
申

　
　

し
あ
ひ
侍
り
し
か
ど
、
不
甘
心
人
も
や
侍
り
け
ん
か
し
、
此
本
（
※
）歌
は
新
勅
撰
に

　
　

定
家
卿
撰
入
れ
て
侍
れ
ば
、
さ
だ
め
て
秀
逸
に
こ
そ
、
ち
か
ら
車
と
侍
る
よ
り

　
　

も
、
な
な
車
ま
で
と
し
は
つ
め
ど
も
と
侍
る
に
は
こ
と
に
た
く
み
に
こ
そ
き
こ

　
　

え
て
、
上
科
の
歌
と
ぞ
み
え
侍
る
と
申
上
げ
侍
り
き
、
右
歌
、
下
句
殊
有
興
な

　
　

ど
沙
汰
あ
り
し
を
、
山
は
我
が
身
の
関
ぢ
、
七
車
よ
り
も
お
び
た
た
し
く
こ
そ

①

②

③④

⑤

⑥

⑦
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聞
え
侍
り
し
か
ど
、
只
可
為
持
之
由
さ
だ
め
仰
せ
ら
る

　
　

左

（
融
覚
―
為
家
）
歌
、
恋
草
の
な
な
車
め
ぐ
り
あ
は
ぬ
ま
で
も
ち
か
ら
い
り
て
、
こ
と
ば
た
く

　
　

み
に
う
け
給
は
り
侍
り
し
か
ど
も
、
あ
ふ
さ
か
山
の
せ
き
、
め
づ
ら
し
か
ら
ず

　
　

な
が
ら
持
と
つ
け
ら
れ
侍
り
し
、
い
か
が

※
「
こ
ひ
草
を
ち
か
ら
ぐ
る
ま
に
な
な
く
る
ま
つ
み
て
こ
ふ
ら
く
わ
が
心
か
ら
」（『
新
勅
撰
和

歌
集
』
恋
歌
二
・
七
二
七
・「（
題
し
ら
ず
）」・
広
河
女
王
）

【
資
料
2
】『
続
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
二
・「（
文
永
二
年
九
月
十
三
夜
の
歌
合
に
、
不
逢
恋
）」・

一
〇
七
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
宮
大
夫
雅
忠

い
た
づ
ら
に
そ
の
な
も
つ
ら
し
あ
ふ
さ
か
の
や
ま
は
わ
が
み
の
せ
き
ぢ
な
り
け
り

【
資
料
3
】『
続
古
今
和
歌
集
』
離
別
歌
・
八
四
〇
、八
四
一

　
　

文
永
元
年
九
月
斎
宮
群
行
の
と
き
、
た
き
物
た
て
ま
つ
る
と
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
華
門
院

別
る
と
も
た
ち
も
は
な
れ
じ
ひ
と
し
れ
ず
そ
ふ
る
お
も
ひ
の
け
ぶ
り
ば
か
り
は

　
　

お
な
じ
群
行
の
長
奉
送
使
に
て
ま
か
り
く
だ
り
て
、
か
へ
り
ま
う
し
の
あ
か

　
　

つ
き
、
女
房
の
中
へ
つ
か
は
し
侍
り
け
る　
　
　
　

権
中
納
言
長
雅

な
れ
き
て
も
わ
か
る
る
み
ち
の
た
び
ご
ろ
も
つ
ゆ
よ
り
ほ
か
に
そ
で
や
ぬ
れ
な
ん

※
月
華
門
院
は
、
後
嵯
峨
院
皇
女
、
綜
子
内
親
王
（
母
は
実
氏
女
、
大
宮
院

子
）。
こ
の
時
の

斎
宮
は
、
愷
子
内
親
王
（
後
嵯
峨
院
皇
女
、
母
は
藤
原
俊
盛
女
）。

【
語
釈
】

①
中
宮
大
夫
源
朝
臣
雅
忠
│
通
光
男
。
家
名
は
中
院
。
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
生
。
子
息
に

雅
顕
の
他
、『
と
は
ず
が
た
り
』
の
作
者
後
深
草
院
二
条
が
い
る
。
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）

一
〇
月
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る
（『
公
卿
補
任
』）。
中
宮
大
夫
に
は
亀
山
天
皇
の
文
応
二
年

（
一
二
六
一
）三
四
歳
の
時
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、文
永
五
年
十
二
月
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た（『
公

卿
補
任
』。
こ
の
時
の
亀
山
院
中
宮
は
、
西
園
寺
公
相
女
の
嬉
子
、
後
の
今
出
河
院
）。
歌
合
は

『
院
御
歌
合
』
に
出
詠
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
時
は
藤
原
師
継
と
番
え
ら
れ
、
二
勝
、
四
負
、
四
持
。

同
時
期
に
企
画
さ
れ
た『
宝
治
百
首
』に
は
出
詠
し
て
い
な
い
。文
永
二
年
に
は
当
該
歌
合
の
一
ヶ

月
後
に
催
さ
れ
た
『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
に
も
出
詠
し
て
お
り
、
一
勝
、
一
負
、
二
持
。
こ
の
内
、

「
中
中
に
そ
の
名
も
つ
ら
し
相
坂
の
山
は
我
が
身
の
せ
き
ぢ
な
り
け
り
」（
三
十
六
番
右
・
不
逢
恋
）

は
後
嵯
峨
院
詠
と
番
え
ら
れ
、
院
自
ら
「
只
可
為
持
之
由
さ
だ
め
仰
せ
ら
」
れ
、『
続
古
今
和
歌

集
』
に
入
集
し
て
い
る
（
↓
【
資
料
1
】、【
資
料
2
】
参
照
）。
一
方
、こ
の
頃
撰
集
さ
れ
た
『
秋

風
和
歌
集
』、『
秋
風
和
歌
抄
』、『
万
代
和
歌
集
』
等
の
私
撰
集
に
は
軒
並
み
入
集
し
て
い
な
い
。

勅
撰
集
は『
続
後
撰
和
歌
集
』初
出（
六
三
）で
、当
該
歌
合
と
同
年
の
一
二
月
に
奏
覧
さ
れ
る『
続

古
今
和
歌
集
』
に
は
前
掲
の
詠
も
含
め
三
首
入
集
（
二
二
七
、八
九
五
、一
〇
七
三
）。
文
永
九
年

（
一
二
七
二
）
没
。
四
十
五
歳
。

②
出
や
ら
ぬ
↓
三
番
【
語
釈
】
⑨
参
照
。

③
さ
そ
ひ
か
ほ
な
る
峯
の
松
風
│
峯
あ
た
り
に
松
風
が
吹
い
て
空
を
澄
ま
せ
月
の
出
を
待
っ
て

い
る
意
で
、「
松
」
に
は
「
待
つ
」
が
響
く
。「
秋
の
空
月
は
こ
よ
ひ
と
は
ら
ふ
な
り
光
さ
き
だ

つ
峰
の
ま
つ
か
ぜ
」（『
拾
遺
愚
草
』
二
二
七
五
・「
建
久
七
年
九
月
十
三
夜
内
大
臣
家
、
未
出

月
」）
等
は
類
似
の
発
想
歌
。
ま
た
、
後
の
例
だ
が
、「
な
が
む
れ
ば
心
づ
く
し
の
山
の
は
に
月

か
げ
さ
そ
ふ
夜
は
の
ま
つ
か
ぜ
」（『
閑
月
和
歌
集
』
二
〇
二
・「
待
月
こ
こ
ろ
を
」・
家
基
）
も

同
様
。
な
お
、「
さ
そ
ひ
か
ほ
」
は
、
先
行
例
と
し
て
は
見
当
た
ら
ず
、
後
の
例
と
し
て
、「
お

ほ
か
た
の
秋
の
あ
は
れ
を
こ
こ
に
の
み
さ
そ
ひ
が
ほ
な
る
荻
の
上
風
」（『
嘉
元
百
首
』
秋
廿
首
・

荻
・
二
五
三
三
・
一
条
殿
御
局
）、「
ち
り
ゆ
く
を
花
の
と
が
に
は
な
さ
じ
と
や
さ
そ
ひ
が
ほ
な
る

春
の
山
か
ぜ
」（『
徽
安
門
院
一
条
集
』
一
六
）
等
が
み
え
る
。

④
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
長
雅
│
花
山
院
定
雅
男
。
母
は
権
中
納
言
藤
原
定
高
女
。
鷹
司
家
の
祖
。

嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
生
。
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
一
二
月
、
参
議
（『
公
卿
補
任
』）。
正

元
元
年
（
一
二
五
九
）
九
月
任
権
中
納
言
、
当
該
歌
合
前
年
十
月
に
は
母
の
喪
に
服
し
服
解
す

る
が
、
本
年
三
月
に
服
任
し
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』）。
勅
撰
集
は
、『
続
古
今
和
歌
集
』
初
出

（
二
八
一
、八
四
一
《
↓
【
資
料
3
】
参
照
》、
一
〇
一
二
、一
五
八
九
、
※
こ
の
内
、
一
五
八
九
は
、

建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
閏
三
月
に
鎌
倉
幕
府
執
権
北
条
時
宗
が
結
構
し
た
屏
風
詩
歌
に
、
真

観
（
葉
室
光
俊
）
撰
で
、
撰
入
し
て
い
る
）。
ま
た
、『
続
古
今
竟
宴
和
歌
』
に
も
出
詠
。『
続
拾

遺
和
歌
集
』
に
は
五
首
入
集
し
、
以
下
の
勅
撰
集
に
は
十
首
入
集
。
私
撰
集
で
は
、
鎌
倉
歌
壇

の
後
藤
基
政
撰
に
よ
る
『
東
撰
和
歌
六
帖
』
に
入
集
が
み
え
る
。
歌
合
の
出
詠
は
、
当
該
歌
合

と
同
年
の
『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
が
確
認
さ
れ
る
（
二
負
、
二
持
、
な
お
、
十
九
番
で
は
雅
忠
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と
番
え
ら
れ
て
い
て
、
持
）。
こ
の
他
、
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
二
月
一
四
日
亀
山
天
皇
亀
山

殿
行
幸
の
際
に
催
さ
れ
た
歌
会
で
の
出
詠
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、『
弘
安
百
首
』
に
も
出
詠
し

て
い
る
。

⑤
ま
ち
い
て
│
待
ち
受
け
て
出
会
う
。
出
て
く
る
の
を
待
つ
の
意
。「
今
こ
む
と
い
ひ
し
ば
か
り

に
長
月
の
あ
り
あ
け
の
月
を
ま
ち
い
で
つ
る
か
な
」（『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
四
・
六
九
一
・「（
題

し
ら
ず
）」・
素
性
）、「
ま
ち
い
で
て
い
か
に
う
れ
し
く
お
も
ほ
え
ん
は
つ
か
あ
ま
り
の
山
の
は

の
月
」（『
千
載
和
歌
集
』
釈
教
歌
・
一
二
四
七
・「
満
三
七
日
已
乗
六
牙
白
象
の
こ
こ
ろ
を
よ
め

る
」・
有
安
）
等
は
そ
の
一
例
。

⑥
心
の
月
に
住
ぬ
る
│
「
心
の
月
」
は
心
に
浮
か
ぶ
月
の
意
。「
住
」
は
、「
い
と
ど
い
か
に
山

を
出
で
じ
と
お
も
ふ
ら
ん
心
の
月
を
独
す
ま
し
て
」（『
西
行
法
師
家
集
』
雑
・
六
四
〇
・「
前
大

僧
正
慈
鎮
無
動
寺
に
住
み
侍
り
け
る
に
、申
し
遣
し
け
る
」）
の
よ
う
に
、「
澄
」
と
の
掛
詞
で
「
真

如
の
月
」
の
意
を
含
む
。
な
お
、
底
本
で
「
月
」
が
「
澄
」
む
内
容
の
詠
で
、「
住
」
字
が
あ
て

て
あ
る
の
は
当
該
箇
所
の
み
。

⑦
さ
そ
ひ
か
ほ
な
る
松
風
、
い
か
に
そ
や
き
こ
ゆ
る
│
「
立
ち
か
は
る
春
を
し
れ
と
も
み
せ
が

ほ
に
年
を
へ
だ
つ
る
霞
な
り
け
り
」（『
御
裳
濯
河
歌
合
』
十
一
番
左
）
に
つ
い
て
「
左
歌
、
す

が
た
詞
相
叶
ひ
て
み
ゆ
、
但
、
み
せ
が
ほ
に
と
云
ふ
詞
は
我
も
人
も
皆
よ
む
事
な
り
、
さ
は
あ

り
な
が
ら
、
猶
歌
合
の
こ
と
葉
に
は
ひ
か
ふ
べ
き
に
や
あ
ら
ん
」（
判
者
俊
成
）
と
の
指
摘
が
み

え
る
。「
さ
そ
ひ
か
ほ
」
自
体
は
先
行
例
が
確
認
さ
れ
な
い
が
、
或
い
は
歌
合
出
詠
歌
に
用
い
る

表
現
と
し
て
は
や
や
不
適
当
で
あ
る
こ
と
を
難
じ
た
も
の
か
。
一
方
で
、「
さ
そ
ひ
か
ほ
な
る
松0

風0

」
ま
で
含
ん
で
難
じ
て
い
る
点
か
ら
、
そ
れ
ら
一
連
の
表
現
に
よ
る
発
想
そ
の
も
の
を
難
じ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

【
通
釈
】

九
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
宮
大
夫
源
朝
臣
雅
忠

　

出
て
こ
な
い
山
の
あ
ち
ら
側
の
月
の
光
を
誘
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
（
空
を
吹
き
払
う
）
峰

の
松
風
よ
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
藤
原
朝
臣
長
雅

　
（
月
を
）
待
ち
受
け
て
よ
う
や
く
出
会
え
た
な
ら
（
そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
）
ど
ん
な
で
あ
ろ
う

か
と
（
心
待
ち
に
）
思
っ
て
い
る
夕
べ
か
ら
、
早
く
も
心
中
の
月
で
（
心
中
に
月
が
宿
り
）
心

が
澄
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
た
。

〔
判
詞
〕
左
（
歌
）、「
さ
そ
ひ
か
ほ
な
る
松
風
」
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
と
聞
こ
え
る
が
、
右
（
歌

の
）、「
い
か
に
と
お
も
ふ
夕
よ
り
」「
月
に
す
み
ぬ
る
」（
と
い
う
詠
も
）、
勝
っ
て
い
る
と
も
見

え
な
い
と
い
う
こ
と
を
皆
が
申
し
た
の
で
持
と
す
る
。

〈
十
番
〉

【
本
文
】

十
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納Ａ
言
藤
原
朝
臣
為
氏

い
て
か
て
の
影
を
は
よ
そ
に
さ
き
た
て
ゝ
山
本
を
そ
き
秋
の
夜
の
月

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
西

た
ゝ
に
す
く
る
夕
ま
く
れ
と
は
おＢ
も
ふ
な
よ
ま
た
る
ゝ
物
を
山
の
は
の
月

　
　

左
の
哥
、
か
け
を
み
や
こ
に
さ
き
た
て
ゝ
、
新
古
今
の

　
　

時
雨
の
哥
と
きＣ
こ
ゆ
と
て
負
侍
し
を
、
右
哥
、
た
ゝ

　
　

に
す
く
る
夕
ま
く
れ
、
又
勝
へ
き
に
あ
ら
す
と

　
　

仰
いＤ
た
さ
れ
て
、
又
持
の
字
を
付Ｅ
ら
れ
侍
き

【
校
異
】

Ａ　

中
納
言
藤
原
朝
臣
為
氏―

中
納
言
為
氏
（
宮
）　

Ｂ　

お
も
ふ
な
よ―

お
も
ふ
な
□
（
青
）

Ｃ　

き
こ
ゆ―

き
こ
ゆ
る
（
宮
）　　

Ｄ　

い
た
さ―

出
□
（
青
）

Ｅ　

付
ら
れ―

付
ら
れ
て
（
青
・
河
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
本
歌
】

〈
左
歌
〉

『
新
古
今
和
歌
集
』
冬
歌
・
五
九
八
・「
題
し
ら
ず
」・
具
親

は
れ
く
も
る
か
げ
を
み
や
こ
に
さ
き
だ
て
て
時
雨
と
つ
ぐ
る
山
の
は
の
月

①

②

③

④⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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【
参
考
歌
】

〈
右
歌
〉

『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
興
・
二
二
九
・
義
孝

あ
き
は
な
ほ
ゆ
ふ
ま
ぐ
れ
こ
そ
た
だ
な
ら
ね
を
ぎ
の
う
は
か
ぜ
は
ぎ
の
し
た
つ
ゆ

【
語
釈
】

①
中
納
言
藤
原
朝
臣
為
氏―

為
家
一
男
。
母
は
宇
都
宮
頼
綱
（
蓮
生
）
女
。
弟
に
為
教
ら
。
貞

応
元
年
（
一
二
二
二
）
生
、
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
没
。
為
世
、
源
承
ら
の
父
。
嘉
禎
三
年

（
一
二
三
七
）
中
将
、
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
正
四
位
下
で
参
議
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）

中
納
言
、
以
後
正
二
位
権
大
納
言
に
至
る
。
二
条
家
の
祖
。
歌
道
家
の
嗣
子
と
し
て
父
為
家
の

指
導
を
受
け
た
。
寛
元
元
年
『
河
合
社
歌
合
』
を
は
じ
め
と
し
て
、『
宝
治
百
首
』、
建
長
三
年

『
影
供
歌
合
』、『
白
河
殿
七
百
首
』、『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』、『
弘
長
百
首
』、『
弘
安
百
首
』
等
多

く
の
歌
合
や
定
数
歌
に
出
詠
。
建
治
年
間
に
は
『
建
治
歌
合
（
住
吉
社
三
十
五
番
）』
を
主
催
し

て
い
る
。
ま
た
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
に
は
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
を
単
独
で
撰
進
し
、
そ

の
直
後
に
は
『
現
葉
和
歌
集
』（
散
佚
）
を
撰
じ
た
。
異
母
弟
為
相
の
成
長
と
と
も
に
父
為
家
と

の
関
係
が
悪
化
し
た
ほ
か
、弟
為
教
と
は
反
目
し
あ
っ
て
い
た
。
勅
撰
集
に
は『
続
後
撰
和
歌
集
』

以
下
、
二
一
七
首
入
集
。『
大
納
言
為
氏
卿
集
』（
他
撰
）
が
あ
る
。

②
い
て
か
て
の―

出
で
が
て
の
。
こ
こ
で
は
月
が
出
か
ね
て
い
る
意
。「
山
の
は
を
出
で
が

て
に
す
る
月
待
つ
と
ね
ぬ
よ
の
い
た
く
深
け
に
け
る
か
な
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
上
・

一
五
〇
一
・「
題
し
ら
ず
」・
為
時
）
等
が
例
。

③
よ
そ
に
さ
き
た
て
ゝ―

「
よ
そ
」
は
、
他
の
と
こ
ろ
、
遠
い
と
こ
ろ
。「
さ
き
だ
て
て
」
は
、

物
を
他
よ
り
先
に
い
か
せ
る
こ
と
。「
た
か
ね
よ
り
ひ
か
り
ば
か
り
を
さ
き
だ
て
て
こ
こ
ろ
も

と
な
き
よ
は
の
月
か
な
」（『
為
忠
家
後
度
百
首
』
秋
月
廿
首
・
三
八
四
・「
山
葉
月
」）、「
影
は

ま
づ
む
か
ひ
の
岡
に
さ
き
だ
て
て
軒
ば
の
山
に
月
ぞ
ま
た
る
る
」（『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
秋
・

六
五
七
・
行
能
）
等
が
例
。
当
該
歌
で
は
、
月
の
光
を
「
山
の
ふ
も
と
」
よ
り
も
先
に
「
他
所
」

へ
届
か
せ
て
い
る
と
詠
ん
で
い
る
。

④
山
本
を
そ
き―

先
行
例
が
み
え
な
い
表
現
。「
山
本
」
は
、
山
の
ふ
も
と
。
山
の
ふ
も
と
に
は

月
の
光
が
届
く
の
が
遅
い
と
い
う
意
か
。
当
該
歌
合
「
初
昇
月
」
十
九
番
右
・
真
観
「
ふ
も
と

に
は
ま
だ
き
う
つ
ら
ぬ
光
に
て
山
の
は
ば
か
り
月
ぞ
さ
や
け
き
」
が
似
た
例
。
後
の
例
に
「
い

で
そ
む
る
ひ
か
り
は
よ
そ
に
あ
ら
は
れ
て
山
も
と
お
そ
き
や
ど
の
月
か
げ
」（『
慈
道
親
王
集
』

一
一
〇
・「（
嘉
元
の
比
、
大
井
河
に
御
ふ
ね
さ
し
下
さ
れ
侍
り
し
事
思
ひ
い
で
侍
り
て
）」）
等

が
み
え
る
。

⑤
寂
西―

藤
原
信
実
。
隆
信
男
。
母
は
藤
原
長
重
女
。
寂
超
孫
。
藻
壁
門
院
少
将
・
弁
内
侍
・

後
深
草
院
少
将
ら
の
父
。
定
家
と
は
異
母
兄
弟
で
あ
り
、
為
家
は
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
治
承
元

年
（
一
一
七
六
）
頃
生
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
頃
没
。
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
頃
出
家
か
。

『
正
治
後
度
百
首
』
に
出
詠
し
た
が
『
新
古
今
和
歌
集
』
へ
の
入
集
を
逃
し
、
以
後
歌
壇
か
ら
遠

ざ
か
る
。
四
〇
歳
近
く
に
な
っ
て
『
内
大
臣
道
家
家
百
首
』
に
出
詠
し
、
歌
壇
に
復
帰
。
そ
の

後
は
『
洞
院
摂
政
家
百
首
』、『
院
御
歌
合
』、『
宝
治
百
首
』、『
弘
長
百
首
』
等
に
出
詠
し
、
最

晩
年
ま
で
活
躍
し
た
。
ま
た
、
御
子
左
派
、
反
御
子
左
派
の
双
方
と
交
流
が
あ
っ
た
中
立
派
歌

人
で
も
あ
っ
た
。
為
家
の
歌
壇
的
地
位
を
確
立
す
る
た
め
に
『
河
合
社
歌
合
』
を
勧
進
す
る
一

方
で
、
反
御
子
左
派
の
旗
上
げ
的
催
し
と
目
さ
れ
る
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
へ
の
出
詠
が
確
認

さ
れ
、『
閑
窓
撰
歌
合
』
で
真
観
と
の
共
撰
も
行
っ
て
い
る
。
勅
撰
集
に
は
『
新
勅
撰
和
歌
集
』

以
下
、一
三
二
首
入
集
。
家
集
に
『
信
実
朝
臣
集
』
が
あ
る
。
似
絵
の
名
手
と
し
て
も
名
高
か
っ

た
ほ
か
、『
今
物
語
』
の
編
者
と
目
さ
れ
て
い
る
。

⑥
た
ゝ
に
す
く
る―

「
た
だ
に
」
は
、
む
な
し
く
、
何
も
し
な
い
で
。「
た
の
み
こ
し
月
日
は
た

だ
に
過
ぎ
に
し
を
い
か
な
る
空
の
露
に
か
有
る
ら
ん
」（『
公
任
集
』
四
六
一
・「
か
へ
し
」）
の

よ
う
に
、
時
が
む
な
し
く
過
ぎ
て
ゆ
く
さ
ま
を
詠
む
。

⑦
夕
ま
く
れ―

夕
間
暮
。「
夕
ま
ぐ
れ
さ
て
も
や
秋
は
か
な
し
き
と
鹿
の
ね
き
か
ぬ
人
に
と
は
ば

や
」（『
千
載
和
歌
集
』
秋
歌
下
・
三
二
一
・「（
鹿
の
う
た
と
て
よ
め
る
）」・
道
因
）
等
の
よ
う

に
日
の
暮
れ
る
頃
を
い
い
、
秋
の
情
景
が
詠
ま
れ
る
例
が
多
い
。

⑧
ま
た
る
ゝ
物
を
山
の
は
の
月―

山
の
端
か
ら
出
る
月
が
自
然
と
待
た
れ
る
も
の
だ
な
ぁ
、
の

意
。「
山
の
は
に
さ
は
る
か
と
こ
そ
お
も
ひ
し
か
み
ね
に
て
も
な
ほ
月
ぞ
ま
た
る
る
」（『
後
拾
遺

和
歌
集
』
羇
旅
・
五
〇
五
・「
く
ま
の
へ
ま
ゐ
る
み
ち
に
て
月
を
み
て
よ
め
る
」・
少
輔
）、「
旅

ね
す
る
く
さ
の
ま
く
ら
に
し
も
さ
え
て
あ
り
明
の
月
の
か
げ
ぞ
ま
た
る
る
」（『
山
家
集
』
冬
・

五
一
六
・「
寒
夜
旅
宿
」）
等
が
例
。
二
番
【
語
釈
】
④
参
照
。

⑨
か
け
を
み
や
こ
に
さ
き
た
て
ゝ
、
新
古
今
の
時
雨
の
哥
と
き
こ
ゆ
と
て
負
侍
し
を―

【
本
歌
】

に
挙
げ
た
、「
は
れ
く
も
る
か
げ
を
み
や
こ
に
さ
き
だ
て
て
時
雨
と
つ
ぐ
る
山
の
は
の
月
」（『
新
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古
今
和
歌
集
』
冬
歌
・
五
九
八
・「
題
し
ら
ず
」・
具
親
）
を
指
す
。「
む
か
し
た
が
袖
を
ふ
れ

け
ん
あ
は
れ
な
る
香
に
こ
そ
に
ほ
へ
宿
の
橘
」（
建
長
八
年
『
百
首
歌
合
』
五
百
五
十
二
番
左
・

一
一
〇
三
・
中
納
言
）
に
対
し
て
の
判
、「
左
、
例
の
た
ち
ば
な
の
歌
と
ぞ
み
ゆ
る
」
の
如
く
、

先
行
す
る
秀
歌
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と
い
う
指
摘（「
例
の
た
ち
ば
な
の
歌
」と
は『
古
今
和
歌
集
』

入
集
歌
の「
さ
つ
き
ま
つ
花
橘
の
か
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
か
ぞ
す
る
」（
夏
歌
・
一
三
九
・「（
題

し
ら
ず
）」・
よ
み
人
し
ら
ず
）の
こ
と
）。ま
た
、【
本
歌
】は『
千
五
百
番
歌
合
』（
冬
一
・
八
百
五
十
四

番
）
に
て
定
家
と
番
え
ら
れ
た
歌
で
あ
り
、
そ
の
際
定
家
は
「
か
げ
を
み
や
こ
に
と
侍
る
は
よ

そ
の
時
雨
に
や
、
心
あ
る
さ
ま
に
侍
る
べ
し
」
と
判
じ
て
い
る
。

⑩
た
ゝ
に
す
く
る
夕
ま
く
れ
、
又
勝
へ
き
に
あ
ら
す
と
仰
い
た
さ
れ
て―

後
嵯
峨
院
に
よ
る
発

言
。
右
歌
「
た
ゝ
に
す
く
る
夕
ま
く
れ
」
部
分
を
挙
げ
て
い
る
が
、
何
を
理
由
に
「
勝
つ
べ
き

で
な
い
」
と
し
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
詞
続
き
や
表
現
を
指
す
も
の
か
。
こ
の
後
嵯
峨
院

の
発
言
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
左
歌
を
負
け
と
す
る
流
れ
が
「
持
」
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。

【
通
釈
】

十
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
藤
原
朝
臣
為
氏

　

な
か
な
か
出
な
い
（
月
の
）
光
を
先
に
他
所
へ
送
っ
て
、（
こ
の
）
山
の
ふ
も
と
に
は
（
光
が

届
く
の
が
）
遅
い
秋
の
夜
の
月
で
あ
る
よ
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
西
（
信
実
）

　

何
も
し
な
い
で
い
た
ず
ら
に
過
ぎ
て
ゆ
く
夕
暮
れ
だ
と
は
思
う
な
よ
、（
夕
暮
れ
と
は
）
自
然

と
待
た
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ぁ
、
山
の
端
（
か
ら
出
る
）
月
を
。

〔
判
詞
〕
左
の
歌
は
、「
か
け
を
み
や
こ
に
さ
き
た
て
ゝ
」
と
い
う
、
新
古
今
和
歌
集
の
時
雨
の

歌
と
（
似
て
）
聞
こ
え
る
と
い
っ
て
負
け
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
右
歌
の
、「
た
ゝ
に
す
く
る
夕

ま
く
れ
」
も
、
ま
た
勝
つ
べ
き
で
は
な
い
と
（
後
嵯
峨
院
が
）
仰
せ
出
さ
れ
て
、（
こ
の
番
も
）

ま
た
持
の
字
を
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

〈
十
一
番
〉

【
本
文
】

十
一
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　

左
兵
衛
督
藤Ａ
原
朝
臣
高
定

夕
暮
の
空
す
み
渡
る
秋
風
に
い
と
ゝ
ま
た
る
ゝ
山
の
は
の
月

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
兵
衛
督
藤Ｂ
原
朝
臣
為
教

ほ
の
か
な
る
お
も
か
け
は
か
り
み
え
な
か
ら
ま
つ
ほ
と
を
そ
き
山
の
は
のＣ
月

　
　

い
と
ゝ
ま
た
る
ゝ
、
待
ほ
と
を
そ
き
、
左
右
の
山
の
は
の
月

　
　

い
く
ほ
と
の
勝
負
侍Ｄ
ら
し
と
て
猶
持
と
さ
た
め
ら
る

【
校
異
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ　

藤
原
朝
臣
高
定―

高
定
（
宮
）　　

Ｂ　

藤
原
朝
臣
為
教―

為
教
（
宮
）　

Ｃ　

の―

□
（
青
）　　

Ｄ　

侍
ら
し―

侍
る
ま
し
（
内
1
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
左
兵
衛
督
藤
原
朝
臣
高
定―

藤
原
光
俊
（
真
観
）
男
。
母
は
侍
従
藤
原
盛
季
女
。
天
福
元
年

（
一
二
三
三
）
生
、
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
八
月
二
三
日
没
。
四
八
歳
。
極
官
は
正
二
位
権
中

納
言
。「
暮
れ
ぬ
と
て
い
ま
さ
ら
い
そ
ぐ
今
年
か
な
月
日
の
行
く
も
し
ら
ざ
り
し
み
に
」（『
新
拾

遺
和
歌
集
』
冬
歌
・
六
七
五
・「
中
納
言
に
成
り
て
侍
り
け
る
年
、
光
俊
朝
臣
よ
ま
せ
侍
り
け
る

春
日
社
五
首
歌
合
に
」）の
詞
書
か
ら
真
観
が
催
し
た
歌
合
に
出
詠
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
弘
安
百
首
』、『
別
本
和
漢
兼
作
集
』、『
和
漢
兼
作
集
』、『
閑
月
和
歌
集
』
の
作
者
で
、
和
歌
漢

詩
と
も
に
よ
く
し
た
。
勅
撰
集
に
は
『
続
古
今
和
歌
集
』
以
下
に
一
一
首
入
集
。
う
ち
『
続
古

今
和
歌
集
』
に
は
二
首
入
集
し
、『
続
古
今
竟
宴
和
歌
』
に
も
詠
進
。

②
空
す
み
渡
る
秋
風―

空
が
一
面
に
澄
み
、そ
の
空
を
渡
る
秋
風
の
意
。「
空
」
が
「
澄
み
渡
る
」

と
「
渡
る
」（
吹
く
）「
秋
風
」
と
い
う
よ
う
に
、「
渡
る
」
が
上
下
の
句
両
方
に
掛
か
る
か
。
ま

た
、
秋
風
は
「
あ
ま
つ
風
雲
吹
払
ふ
秋
の
夜
は
月
よ
り
ほ
か
の
物
な
か
り
け
り
」（『
久
安
百
首
』

三
三
六
・「
秋
二
十
首
」・
顕
輔
）
等
の
よ
う
に
、
月
を
遮
る
雲
を
吹
き
払
う
も
の
と
し
て
詠
ず

る
例
が
散
見
す
る
。

③
い
と
ゝ
ま
た
る
ゝ
山
の
は
の
月―

ま
す
ま
す
待
た
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
山
の
端
の
月
で
あ

る
よ
。
上
の
句
で
詠
み
込
ん
だ
秋
風
（【
語
釈
】
②
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
空
に
か
か
る
雲
を
吹

①

②

③④

⑤

⑥

⑦
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き
払
う
役
目
を
す
る
）
が
吹
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
作
歌
主
体
の
月
の
出
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
か
。

④
右
兵
衛
督
藤
原
朝
臣
為
教―

京
極
家
の
祖
。
藤
原
為
家
男
。
母
は
宇
都
宮
頼
綱
女
。
嘉
禄
三

年
（
一
二
二
七
）
閏
三
月
二
十
日
生
（『
明
月
記
』）、弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
五
月
二
十
四
日
没
。

五
十
三
歳
。
極
官
は
従
二
位
非
参
議
。『
河
合
社
歌
合
』、『
院
御
歌
合
』、建
長
三
年『
影
供
歌
合
』、

弘
長
三
年
『
住
吉
社
歌
合
』、同
年
『
玉
津
島
歌
合
』
等
に
出
詠
し
、『
万
代
和
歌
集
』、『
秋
風
抄
』、

『
現
存
卅
六
人
詩
歌
』、『
閑
月
和
歌
集
』等
の
作
者
。
当
該
歌
合
を
含
む
、文
永
二
年
七
月『
歌
合
』、

同
年
『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』、
同
年
『
白
河
殿
七
百
首
』
の
文
永
二
年
に
催
行
さ
れ
た
主
要
歌
壇

行
事
四
つ
の
全
て
に
出
詠
す
る
。
勅
撰
集
に
は『
続
後
撰
和
歌
集
』以
下
三
二
首
入
集
。
う
ち『
続

古
今
和
歌
集
』
に
は
三
首
入
集
し
、『
続
古
今
竟
宴
和
歌
』
に
も
詠
進
。

⑤
ほ
の
か
な
る
お
も
か
け―

わ
ず
か
な
月
の
幻
影
。「
さ
み
だ
れ
に
ほ
の
か
に
月
の
見
え
つ
る
は

お
も
か
げ
な
れ
や
お
も
ふ
あ
ま
り
の
」（『
露
色
随
詠
集
』
一
五
・「
月
百
首
」・
伊
勢
島
松
人
）

の
よ
う
に
、
月
を
思
う
あ
ま
り
に
そ
の
幻
影
が
見
え
る
と
詠
む
こ
と
で
月
の
出
へ
の
強
い
期
待

を
詠
み
込
む
。

⑥
ま
つ
ほ
と
を
そ
き―

先
行
例
は
み
え
な
い
が
、
月
の
出
が
遅
い
の
を
響
か
せ
た
、
待
つ
間
が

長
い
（
遅
い
）
こ
と
を
い
う
表
現
と
思
わ
れ
る
。
後
の
例
で
は
「
し
る
や
人
鵜
舟
の
た
な
は
く

る
る
夜
を
待
つ
ほ
ど
お
そ
き
思
ひ
あ
る
と
は
」（『
為
尹
千
首
』
恋
二
百
首
・
寄
鵜
恋
・
七
二
九
）

が
み
え
る
。
わ
ず
か
に
面
影
が
見
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
ま
だ
出
な
い
月
へ
の
期
待
が
一
層
高
ま

り
、
余
計
に
月
を
待
つ
時
間
が
長
く
感
じ
ら
れ
る
と
詠
む
。

⑦
い
く
ほ
と
の
勝
負
侍
ら
し―

ど
れ
ほ
ど
の
勝
ち
負
け
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。「
い
と
ゝ
ま
た
る
ゝ
」

（
ま
す
ま
す
待
た
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
）
山
の
端
の
月
と
「
ま
つ
ほ
と
を
そ
き
」（
待
つ
間
が

遅
い
）
山
の
端
の
月
に
優
劣
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
当
該
判
詞
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
の
一

句
を
引
用
し
、「
い
く
ほ
と
の
勝
負
侍
ら
し
」
と
結
ぶ
形
は
「
た
ぐ
ふ
べ
き
物
な
か
り
け
り
時
鳥

ま
だ
里
な
れ
ぬ
小
夜
の
は
つ
声
」、「
お
ぼ
つ
か
な
こ
れ
は
初
音
か
子
規
雲
路
に
ま
よ
ふ
た
そ
か

れ
の
声
」（
建
久
六
年
『
民
部
卿
家
歌
合
』
初
郭
公
・
五
番
・
五
五
、五
六
・
公
時
、
丹
後
）
に

対
す
る
俊
成
の
判
詞
「
両
方
の
時
鳥
、
ま
だ
里
な
れ
ぬ
小
夜
の
初
声
、
雲
路
に
ま
よ
ふ
た
そ
か

れ
の
こ
ゑ
、
幾
程
の
勝
負
な
く
思
う
玉
ふ
る
」
等
に
み
ら
れ
る
。

【
通
釈
】

十
一
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
兵
衛
督
藤
原
朝
臣
高
定

　

夕
暮
れ
の
空
が
一
面
に
澄
み
渡
り
、（
そ
の
空
を
）
渡
る
秋
風
に
（
空
が
澄
ん
で
）、
ま
す
ま

す
待
た
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
山
の
端
の
月
で
あ
る
よ
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
兵
衛
督
藤
原
朝
臣
為
教

　

わ
ず
か
な
（
月
の
）
幻
影
だ
け
が
見
え
る
も
の
の
、
待
つ
間
が
遅
い
（
長
い
）
山
の
端
の
月

で
あ
る
よ
。

〔
判
詞
〕（
左
歌
の
）「
い
と
ゝ
ま
た
る
ゝ
」、（
右
歌
の
）「
待
ほ
と
を
そ
き
」、左
右
（
の
歌
）
の
「
山

の
は
の
月
」
は
ど
れ
ほ
ど
の
勝
ち
負
け
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
い
っ
て
や
は
り
持
と
定
め
ら
れ
る
。

〈
十
二
番
〉

【
本
文
】

十
二
番

　

左Ａ　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参Ｂ

議
源
朝
臣
資
平　
　
　
　
　

山
の
は
に
か
ね
て
う
つ
ろ
ふ
影
み
え
て
心
つ
く
し
の
月
そ
ま
た
る
ゝ

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
印
実
伊

か
ね
て
よ
り
秋
は
こ
よ
ひ
と
ま
た
れ
き
て
猶
そ
や
す
ら
ふ
山
の
は
の
月

　
　

両
方
さＣ
し
申
旨
な
し
、
仍
為
持

【
校
異
】

Ａ　

左　

持―

左
（
内
1
）　　

Ｂ　

参
議
源
朝
臣
資
平―

参
議
資
平
（
宮
）

Ｃ　

さ
し―

さ
し
て
（
内
2
・
青
・
宮
・
河
）

【
他
所
書
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
本
歌
】

〈
左
歌
〉

『
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
一
八
四
・「
題
し
ら
ず
」・
よ
み
人
し
ら
ず

こ
の
ま
よ
り
も
り
く
る
月
の
影
見
れ
ば
心
づ
く
し
の
秋
は
き
に
け
り

【
語
釈
】

①

②

③

④

⑥

⑦

⑧

⑨

⑤
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①
参
議
源
朝
臣
資
平―

顕
平
男
。
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
生
、
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
没
。

六
二
歳
。
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
三
月
参
議
、
同
年
九
月
従
三
位
、
同
三
年
正
月
正
三
位
、

文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
四
月
権
中
納
言
、
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
正
月
正
二
位
、
弘
安
三

年
（
一
二
八
〇
）
十
月
按
察
使
、
同
五
年
一
二
月
、
興
福
寺
の
訴
に
よ
り
越
後
に
流
謫
、
同
六

年
三
月
赦
さ
れ
て
帰
洛
、
按
察
使
に
還
任
。
同
七
年
九
月
二
二
日
剃
髪
、
翌
日
逝
去
。『
白
河
殿

七
百
首
』、
弘
長
三
年
二
月
『
亀
山
殿
御
会
』、『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
等
に
出
詠
し
て
い
る
。
家

集
に
『
資
平
集
』
が
あ
る
。『
続
後
撰
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
二
一
首
入
集
。

②
う
つ
ろ
ふ
影
み
え
て―

（
山
の
端
に
）
映
っ
て
い
る
（
月
の
）
光
。「
こ
の
山
の
峰
よ
り
月
や

い
で
ぬ
ら
む
向
ひ
の
岡
に
影
ぞ
う
つ
ろ
ふ
」（『
壬
二
集
』
秋
部
・
二
四
五
二
・「
月
の
歌
と
て
」）

は
近
い
例
。
当
該
歌
は
、
月
そ
の
も
の
は
ま
だ
出
て
い
な
い
が
、
月
の
光
は
山
の
端
（
稜
線
）

を
照
ら
し
て
い
る
状
態
。

③
心
つ
く
し
の
月
そ
ま
た
る
ゝ―
「
心
つ
く
し
」
は
、
思
い
の
限
り
を
尽
く
す
こ
と
、
ま
た
、

あ
れ
こ
れ
と
気
を
も
む
こ
と
。
当
該
歌
で
は
【
本
歌
】
を
踏
ま
え
て
、
た
だ
の
物
想
い
に
ふ
け

る
秋
で
は
な
く
、
あ
の
古
今
和
歌
集
に
詠
ま
れ
た
「
心
つ
く
し
の
秋
」
の
月
が
待
た
れ
る
の
だ

と
詠
む
。「
木
の
ま
な
き
も
ろ
こ
し
舟
の
う
き
ね
に
も
心
づ
く
し
の
つ
き
は
み
え
け
り
」（『
道
助

法
親
王
家
五
十
首
』
秋
・
船
中
月
・
五
五
七
・
家
隆
）
も
同
様
の
例
で
あ
る
。

④
法
印
実
伊―

正
二
位
権
大
納
言
藤
原
伊
平
男
。
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
生
、
弘
安
四
年

（
一
二
八
一
）
没
。
五
九
歳
。
園
城
寺
僧
。
父
伊
平
、
同
胞
伊
嗣
と
同
じ
く
、
反
御
子
左
派
と
親

交
の
あ
る
中
間
派
。
弘
安
三
年
、
大
僧
正
、
建
長
八
年
『
百
首
歌
合
』、
弘
長
元
年
『
宗
尊
親
王

家
百
首
』、
弘
長
二
年
『
三
十
六
人
大
歌
合
』
に
出
詠
。『
続
後
撰
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に

二
八
首
入
集
。

⑤
か
ね
て
よ
り―

月
が
出
る
以
前
か
ら
、
の
意
。
一
番
【
語
釈
】
⑦
参
照
。

⑥
秋
は
こ
よ
ひ―

秋
と
い
え
ば
今
夜
（
八
月
十
五
夜
）、
の
意
。「
よ
ろ
づ
よ
は
ま
だ
な
か
ば
に

も
あ
ら
な
く
に
秋
は
こ
よ
ひ
と
す
め
る
月
か
な
」（『
明
日
香
井
和
歌
集
』（
歌
合
、
歌
会
歌
）・

内
裏
御
会
同
八
月
十
五
夜
・
一
二
九
〇
・「
見
月
」）
等
の
よ
う
に
、
八
月
十
五
夜
を
賞
賛
し
た

表
現
。

⑦
ま
た
れ
き
て―

待
た
さ
れ
て
き
て
、
の
意
。
先
行
例
は
み
え
な
い
が
、「
ま
た
れ
こ
し
ゆ
ふ

べ
は
い
と
ど
な
く
か
り
の
つ
ら
さ
し
ら
る
る
秋
の
く
れ
か
な
」（『
新
撰
和
歌
六
帖
』
第
五
帖
・

一
五
〇
八
）
の
よ
う
に
「
ま
た
れ
こ
し
」
と
近
似
し
た
意
と
思
わ
れ
る
。

⑧
や
す
ら
ふ―

た
め
ら
う
、
躊
躇
す
る
、
の
意
。
四
番
【
語
釈
】
④
参
照
。

⑨
さ
し
申
旨
な
し―

「
さ
し
て
申
旨
な
し
」
に
改
め
る
。
こ
れ
と
い
っ
て
申
し
上
げ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
、の
意
。「
小
萩
原
け
さ
お
く
露
の
か
ず
か
ず
に
む
か
し
こ
ひ
し
き
袖
ぞ
う
つ
ろ
ふ
」、

「
な
く
雁
の
夜
半
の
涙
か
か
た
岡
の
あ
し
た
の
は
ら
の
萩
の
し
た
露
」
に
対
す
る
衆
議
で
の
「
右

方
指
し
て
無
申
旨
」（
建
永
元
年
『
卿
相
侍
臣
歌
合
』
朝
草
花
・
八
番
・
一
五
、一
六
・
良
平
、

保
季　

後
鳥
羽
院
が
判
を
執
筆
）
等
が
例
。

【
通
釈
】

十
二
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
議
源
朝
臣
資
平

　

山
の
端
に
（
月
が
出
る
）
以
前
か
ら
映
っ
て
い
る
（
月
の
）
光
が
見
え
て
（
い
て
も
ま
だ
出

て
こ
な
い
の
で
）、
あ
れ
こ
れ
と
物
思
い
を
し
て
心
を
く
だ
く
（
あ
の
『
古
今
集
』
に
詠
ま
れ
た

秋
の
）
月
が
待
た
れ
る
こ
と
だ
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
印
実
伊

　

以
前
か
ら
秋
は
今
宵
と
待
た
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
更
に
（
出
て
こ
ず
に
）
と
ど
ま
っ

て
い
る
山
の
端
の
月
で
あ
る
よ
。

〔
判
詞
〕
両
方
こ
れ
と
い
っ
て
申
し
上
げ
る
旨
は
な
い
。
よ
っ
て
持
と
す
る
。

〈
十
三
番
〉

【
本
文
】

十
三
番

　

左Ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
近
衛
権
中Ｂ
将
藤
原
朝
臣
経
平

か
ね
て
よ
り
光
は
そ
れ
と
み
え
な
か
ら
峯
に
や
す
ら
ふ
月
そ
つＣ
れ
な
き

　

右　

勝Ｄ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鷹
司
院
帥

い
か
に
し
て
た
れ
ゆ
へ
な
ら
ぬ
な
か
め
と
も
山
の
あ
な
た
の
月
に
し
ら
れ
ん

　
　

左
も
さ
せ
る
と
か
な
く
侍
れ
と
、
右
妖Ｅ
艶
の
体
な
り
と

　
　

て
、
勝
と
被
定
侍Ｆ
き

【
校
異
】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩
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Ａ　

左―

左　

勝
（
宮
）　　

Ｂ　

中
将
藤
原
朝
臣
経
平―

中
将
経
平
（
宮
）

Ｃ　

つ
れ
な
き―

ま
れ
な
る
（
青
）、
つ
つれ與な
き
（
河
）　　

Ｄ　

勝―

ナ
シ
（
宮
）

Ｅ　

妖
艶―

妖優與
艶
（
宮
）、
妖媛與艶
（
河
）　　

Ｆ　

侍
き―

ナ
シ
（
宮
）

【
他
所
書
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　

〈
右
歌
〉

『
人
家
和
歌
集
』
四
二
九
・「
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
歌
合
に
、
未
出
月
」・
鷹
司
院
帥

如
何
に
し
て
誰
ゆ
ゑ
な
ら
ぬ
な
が
め
と
も
山
の
あ
な
た
の
月
に
し
ら
れ
ん　

【
語
釈
】

①
右
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
経
平―
衣
笠
。
家
良
男
。
母
、
権
中
納
言
定
能
女
。
生
年
は
不
明
、

文
永
一
一
年
（
一
二
七
四
）
没
。
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
に
従
三
位
、文
永
三
年
（
一
二
六
六
）

に
参
議
、
同
五
年
（
一
二
六
八
）
に
権
中
納
言
、
同
七
年
（
一
二
六
九
）
に
正
二
位
に
至
る
。

建
長
三
年
九
月
『
影
供
歌
合
』
に
出
詠
し
、『
万
代
和
歌
集
』、『
秋
風
和
歌
抄
』
等
に
入
集
。
父

親
で
あ
る
家
良
は
藤
原
光
俊
（
真
観
）
と
親
交
が
あ
り
、
両
人
と
も
反
御
子
左
派
で
あ
る
こ
と

か
ら
経
平
も
反
御
子
左
派
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
勅
撰
集
に
は
『
続
後
撰
和
歌
集
』
以
下
、

一
七
首
入
集
。

②
か
ね
て
よ
り―

一
番
【
語
釈
】
⑦
参
照
。

③
そ
れ
と
み
え
な
か
ら―

「
よ
そ
に
て
は
花
の
た
よ
り
と
み
え
な
が
ら
心
の
う
ち
に
心
あ
る
も

の
を
」（『
貫
之
集
』
三
二
三
・「
承
平
五
年
一
二
月
内
裏
御
屏
風
の
仰
に
よ
り
て
奉
る
女
す
の
も

と
に
ゐ
た
る
に
男
物
い
ふ
桜
の
花
さ
け
り
」）
の
よ
う
に
、
そ
れ
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
と
い
う
意
。

こ
こ
で
は
「
そ
れ
」
は
月
の
こ
と
を
指
す
。

④
や
す
ら
ふ―

た
め
ら
う
、
躊
躇
す
る
の
意
。「
明
行
け
ど
あ
か
ぬ
名
残
に
入
り
や
ら
で
雲
に
や

す
ら
ふ
し
の
の
め
の
月
」（『
正
治
後
度
百
首
』
九
六
三
・「
あ
け
ぼ
の
」・
越
前
）
に
も
あ
る
よ
う
に
、

月
が
特
定
の
場
所
（
峯
や
雲
）
に
や
す
ら
う
と
い
う
描
写
は
多
数
確
認
で
き
る
。
四
番
【
語
釈
】

④
参
照
。

⑤
つ
れ
な
き―

「
さ
を
し
か
の
こ
ゑ
と
ほ
ざ
か
る
あ
け
が
た
に
と
や
ま
に
の
こ
る
月
ぞ
つ
れ
な

き
」（『
雲
葉
和
歌
集
』
秋
歌
中
・
五
九
七
・「
百
首
歌
の
中
に
」・
信
成
）
の
よ
う
に
月
に
対
し

て
冷
淡
だ
、
と
詠
ん
で
い
る
。

⑥
鷹
司
院
帥―

生
没
年
は
不
明
。
藤
原
光
俊
（
真
観
）
女
。
姉
妹
に
典
侍
親
子
が
あ
る
。
建
長

八
年
『
百
首
歌
合
』
を
は
じ
め
、
建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』
等
に
出
詠
し
、『
宝
治
百
首
』、『
宗

尊
親
王
家
百
首
』
の
作
者
。
ま
た
『
現
存
和
歌
六
帖
』、『
万
代
和
歌
集
』
等
の
私
撰
集
に
も
多

く
入
集
。
父
親
の
真
観
が
反
御
子
左
派
で
あ
る
こ
と
や
、『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
に
出
詠
し
て

い
る
こ
と
か
ら
反
御
子
左
派
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
勅
撰
集
に
は
『
続
後
撰
和
歌
集
』

以
下
、
二
一
首
入
集
。

⑦
い
か
に
し
て―

ど
の
よ
う
に
し
て
。
五
句
目
の
「
し
ら
れ
ん
」
と
呼
応
し
、
ど
の
よ
う
に
し

て
知
っ
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
意
味
を
表
す
。「
い
た
る
ま
に
散
り
も
ぞ
は
つ
る
い
か
に
し
て
花

の
心
に
行
く
と
し
ら
れ
ん
」（『
貫
之
集
』
二
五
三
）
や
「
い
か
に
し
て
き
み
が
も
す
そ
に
つ
く

す
み
を
我
ゆ
ゑ
と
だ
に
お
も
ひ
し
ら
れ
ん
」（『
重
家
集
』
四
二
二
・「
恋
自
我
高
人
」）
は
先
行
例
。

⑧
た
れ
ゆ
へ
な
ら
ぬ―

「
し
の
ぶ
る
も
誰
ゆ
ゑ
な
ら
ぬ
物
な
れ
ば
今
は
何
か
は
君
に
へ
だ
て
む
」

（『
拾
遺
和
歌
集
』
恋
・
六
二
四
・「
女
の
も
と
に
は
じ
め
て
つ
か
は
し
け
る
」・
公
誠
）
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
他
の
誰
の
せ
い
で
も
な
く
、
と
言
外
に
対
象
を
強
調
し
て
い
る
表
現
か
と
思
わ

れ
る
。
当
該
歌
で
の
対
象
は
月
で
あ
る
。

⑨
さ
せ
る
と
か
な
く
侍
れ
と―

こ
れ
と
い
っ
た
欠
点
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
の
意
。
当
該
歌
合
に

お
け
る
用
例
と
し
て
は
、「
月
は
い
ま
千
と
せ
の
秋
の
中
空
に
す
む
も
久
し
き
影
ぞ
み
え
け
る
」

（
停
午
月
・
四
十
八
番
左
・
九
五
・
具
氏
）
に
対
す
る
判
詞
、「
左
さ
せ
る
と
が
な
し
と
て
勝
ち

侍
り
き
」
に
み
え
る
。

⑩
妖
艶―

「
し
を
る
な
よ
月
を
ば
袖
の
秋
の
よ
に
も
し
ほ
た
れ
て
も
す
ま
の
う
ら
人
」（
宝
治
元

年
『
院
御
歌
合
』
海
辺
月
・
五
十
四
番
右
・
一
〇
八
・
俊
成
卿
女
）
に
対
す
る
為
家
の
判
詞
「
し

を
る
な
よ
月
を
ば
袖
の
と
て
、
も
し
ほ
た
れ
て
も
す
ま
の
う
ら
人
と
い
へ
る
心
こ
と
ば
、
妖
艶

の
す
が
た
こ
と
に
よ
ろ
し
く
侍
る
に
や
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
妖
艶
は
優
雅
で
あ
る
様
子
を

表
す
。「
さ
す
が
又
乱
れ
そ
め
に
し
す
り
衣
忍
ぶ
月
日
も
限
り
し
ら
れ
ず
」（
文
永
二
年
七
月
『
歌

合
』
忍
久
恋
・
五
〇
・
御
製
）
に
対
す
る
真
観
の
判
詞
、「
右
歌
妖
艶
を
さ
き
と
し
て
義
理
又
つ

ま
び
ら
か
な
り
」の
用
例
の
よ
う
に
、当
該
歌
に
も
恋
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

恋
歌
だ
と
確
定
で
き
る
語
が
含
ま
れ
な
い
為
、
今
回
は
恋
の
趣
を
解
釈
に
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。

【
通
釈
】

十
三
番
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左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
経
平

　
（
月
が
出
る
）
以
前
か
ら
見
え
て
い
る
光
は
、
山
の
向
こ
う
に
た
た
ず
む
月
の
も
の
と
し
て
見

え
な
が
ら
、
山
頂
付
近
で
出
て
く
る
の
を
た
め
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
月
は
冷
淡
で

あ
る
こ
と
だ
。

　

右　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鷹
司
院
帥

　

た
と
え
誰
か
の
せ
い
で
は
な
く
、
月
の
せ
い
で
の
物
お
も
い
だ
と
し
て
も
、
ど
う
や
っ
て
そ

の
思
い
を
山
の
向
こ
う
側
に
い
る
月
に
知
っ
て
も
ら
う
の
だ
ろ
う
か
。

〔
判
詞
〕
左
（
歌
）
も
こ
れ
と
い
っ
た
欠
点
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
右
歌
は
妖
艶
な
歌
体
で
あ
る
と

い
っ
て
、（
右
歌
が
）
勝
ち
だ
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

〈
十
四
番
〉

【
本
文
】

十
四
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍Ａ

従
藤
原
朝
臣
行
家

さ
こ
そ
又
山
の
あ
な
た
に
お
し
む
と
も
待
こ
ゝ
ろ
し
れ
秋
の
よ
の
月

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
観

夕
日
さ
す
雲
の
は
た
て
に
み
ゆ
る
か
な
出
て
す
む
へ
き
月
の
光
は

　
　

左
、
山
の
あ
な
た
の
秋
の
月
、
右
、
雲
の
は
た
て
の
夕
日
、

　
　

をＢ
の
〳
〵
本
哥
を
お
も
へ
る
心
尤
宜
と
て
、
持
と
被
定

【
校
異
】

Ａ　

侍
従
藤
原
朝
臣
行
家―

侍
従
行
家
（
宮
）　　

Ｂ　

を
の
〳
〵―

ナ
シ
（
内
1
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
本
歌
】

〈
左
歌
〉

『
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
上
・
八
七
七
・「
題
し
ら
ず
」・
よ
み
人
し
ら
ず

お
そ
く
い
づ
る
月
に
も
あ
る
か
な
葦
引
の
山
の
あ
な
た
も
を
し
む
べ
ら
な
り

〈
右
歌
〉

『
万
葉
集
』
巻
一
・
雑
歌
・
一
五
・「
反
歌
」・
天
智
天
皇

わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
り
日
さ
し
今
夜
の
月
夜
さ
や
け
か
り
こ
そ

【
語
釈
】

①
侍
従
藤
原
朝
臣
行
家―

知
家
（
蓮
性
）
男
。
当
該
歌
合
の
出
詠
歌
人
で
あ
る
隆
博
の
父
。
家

名
は
九
条
。
六
条
家
の
嫡
男
。
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
生
。
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
従
三

位
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
正
三
位
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
侍
従
、
文
永
三
年
右
京
大
夫
、

同
四
年
従
二
位
を
経
て
、
同
八
年
左
京
大
夫
に
至
っ
た
（『
公
卿
補
任
』）。
寛
元
元
年
『
河
合
社

歌
合
』
に
出
詠
後
の
同
四
年
、
父
知
家
や
真
観
ら
が
反
御
子
左
派
を
結
成
す
る
と
、
自
ら
も
そ

れ
に
従
い
、
同
派
旗
上
げ
の
意
味
を
も
つ
と
さ
れ
る
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
に
参
加
。『
宝
治
百

首
』、
建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』、
同
八
年
『
百
首
歌
合
』、『
弘
長
百
首
』、『
三
十
六
人
大
歌
合
』、

『
白
河
殿
七
百
首
』、『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
等
の
作
者
。
弘
長
二
年
九
月
、
真
観
ら
と
共
に
『
続

古
今
和
歌
集
』
の
追
加
撰
者
と
な
っ
た
。
文
永
末
頃
に
『
人
家
和
歌
集
』
を
撰
ん
で
い
る
。
ま
た
、

連
歌
式
目
を
作
っ
た
ほ
か
、
漢
詩
も
よ
く
し
、『
和
漢
兼
作
集
』
に
そ
の
作
が
み
え
る
。
文
永

一
二
年
（
一
二
七
五
）
一
月
一
一
日
没
。
五
三
歳
。『
続
後
撰
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
八
一

首
入
集
。
そ
の
内
、『
続
古
今
和
歌
集
』
へ
は
一
七
首
入
集
。

②
さ
こ
そ
又―

ど
れ
ほ
ど
ま
た
。
後
の
例
で
あ
る
が
「
さ
こ
そ
又
あ
ま
の
か
る
も
に
み
だ
れ
て

も
わ
れ
か
ら
つ
ら
き
ね
を
ば
な
き
け
め
」（『
政
範
集
』
二
五
七
・
二
条
后
）
の
よ
う
に
、
逆
接
の

助
詞
と
呼
応
し
て
程
度
を
表
し
強
調
す
る
。
尚
、「
さ
こ
そ
又
」
と
初
句
に
置
く
例
は
あ
ま
り
み

ら
れ
ず
、「
さ
こ
そ
又
つ
き
も
す
む
ら
め
浮
雲
を
み
る
め
は
よ
そ
に
に
ほ
の
浦
風
」（『
宝
治
百
首
』

秋
廿
首
・
湖
月
・
一
六
三
七
・
弁
内
侍
）
が
早
い
例
と
思
わ
れ
る
。

③
山
の
あ
な
た―

七
番
【
語
釈
】
②
参
照
。

④
お
し
む―

名
残
惜
し
く
思
う
こ
と
、
愛
惜
の
意
。「
秋
の
よ
は
月
に
こ
こ
ろ
の
ひ
ま
ぞ
な
き
い

づ
る
を
ま
つ
と
い
る
を
を
し
む
と
」（『
詞
花
和
歌
集
』
秋
・
一
〇
一
・「
京
極
前
太
政
大
臣
家
歌

合
に
よ
め
る
」・
頼
綱
）
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
月
が
山
に
入
る
の
を
名
残
惜
し
く
思
っ
て
い
る
。

⑤
真
観―

藤
原
光
俊
。
光
親
男
。
母
は
順
徳
院
乳
母
経
子
（
参
議
藤
原
定
経
女
）。
当
該
歌
合

の
出
詠
歌
人
で
あ
る
中
納
言
（
親
子
）、
高
定
、
鷹
司
院
帥
ら
の
父
。
家
名
は
葉
室
。
右
大
弁

入
道
・
弁
入
道
と
も
。
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
生
。
幼
い
頃
か
ら
順
徳
天
皇
に
出
仕
し
、
承

久
二
年
（
一
二
二
〇
）
に
右
小
弁
、
正
五
位
下
と
な
っ
た
が
同
三
年
に
起
こ
っ
た
承
久
の
乱
の

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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際
、
乱
に
加
担
し
た
と
し
て
父
光
親
が
処
刑
さ
れ
る
と
自
ら
も
筑
紫
に
配
流
さ
れ
た
。
貞
応
二

年
（
一
二
二
二
）
帰
洛
。
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
頃
か
ら
藤
原
定
家
よ
り
和
歌
指
南
を
受
け
、

師
と
仰
い
で
い
た
ら
し
い
こ
と
が
『
明
月
記
』
等
か
ら
う
か
が
え
る
。
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）

右
大
弁
、正
四
位
下
。同
二
年
に
突
如
出
家
し
た
が
そ
の
理
由
は
不
明
。寛
元
元
年『
河
合
社
歌
合
』

に
出
詠
し
、
同
二
年
に
は
『
新
撰
六
帖
題
和
歌
』
を
藤
原
為
家
ら
と
詠
む
な
ど
し
て
い
た
が
次

第
に
反
為
家
の
姿
勢
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
藤
原
知
家
（
蓮
性
）
ら
と
共
に
反
御
子
左
派
を
立

ち
上
げ
、そ
の
旗
上
げ
的
催
し
と
し
て
同
四
年
に
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
を
催
し
た
。『
井
蛙
抄
』

に
よ
る
と
、
為
家
撰
で
あ
る
『
続
後
撰
和
歌
集
』
を
難
じ
た
『
難
続
後
撰
』
と
い
う
著
作
が
存

し
た
よ
う
だ
が
散
佚
し
て
伝
わ
ら
な
い
。
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
に
は
藤
原
信
実
と
『
閑
窓

撰
歌
合
』
を
共
撰
し
て
お
り
、文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
歌
論
書
『
簸
河
上
』
を
著
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
頃
に
宗
尊
親
王
の
和
歌
師
範
と
な
っ
て
親
王
の
家
集
『
瓊
玉
和
歌
集
』
を
撰
ん
で

い
る
。
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
九
月
に
は
親
王
の
上
奏
に
よ
り
『
続
古
今
和
歌
集
』
の
追
加

撰
者
の
一
人
と
な
っ
た
が
、
文
永
三
年
七
月
、
親
王
が
反
逆
の
疑
い
で
将
軍
の
座
を
追
わ
れ
失

脚
す
る
と
共
に
歌
壇
か
ら
の
引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
以
後
約
十
年
は
歌
壇
行
事
へ
の
参
加

が
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
に
為
家
が
没
し
た
後
、歌
壇
に
復
帰
し
て
い
る
。

寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）『
為
家
卿
家
百
首
』、同
四
年
『
日
吉
社
撰
歌
合
』、『
石
清
水
若
宮
歌
合
』、

貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）『
八
月
十
五
夜
歌
合
』、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』、『
宝
治
百
首
』、
建
長

三
年
『
影
供
歌
合
』、
建
長
八
年
『
百
首
歌
合
』、
弘
長
元
年
『
宗
尊
親
王
家
百
五
十
番
歌
合
』、

同
二
年
『
三
十
六
人
大
歌
合
』、
文
永
二
年
『
白
川
殿
七
百
首
』、『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』、
建
治

二
年
（
一
二
七
六
）『
現
存
三
十
六
人
詩
歌
』
等
の
作
者
。『
万
代
和
歌
集
』、『
現
存
和
歌
六
帖
』、

『
秋
風
和
歌
抄
』、『
秋
風
和
歌
集
』、『
石
間
集
』
な
ど
の
私
撰
集
を
撰
ん
だ
と
さ
れ
て
お
り
、『
関

放
集
』
は
家
集
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
建
治
二
年
六
月
九
日
に
七
四
歳
で
没
し
た
と
さ
れ

る
が
こ
れ
に
は
異
説
が
あ
る
。『
新
勅
撰
和
歌
集
』以
下
の
勅
撰
集
に
一
〇
〇
首
入
集
。
そ
の
内
、

『
続
古
今
和
歌
集
』
へ
は
三
〇
首
入
集
。

⑥
雲
の
は
た
て―

空
に
長
く
伸
び
る
旗
の
よ
う
な
雲
の
意
。「
は
た
て
」
は
、
端
の
ほ
う
を
指

す
意
の
「
果
た
て
」
と
す
る
説
と
「
旗
手
」
と
す
る
説
が
あ
り
、『
俊
頼
髄
脳
』
で
は
、「
わ
た

つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
り
日
さ
し
今
夜
の
月
夜
さ
や
け
か
り
こ
そ
」（『
万
葉
集
』
巻
一
・
雑
歌
・

一
五
・「
反
歌
」・
天
智
天
皇
、『
俊
頼
髄
脳
』
本
文
に
は
「
さ
や
け
か
り
」
を
「
さ
や
け
く
あ
り
」

と
す
る
異
同
が
み
ら
れ
る
）
と
「
夕
ぐ
れ
は
雲
の
は
た
て
に
物
ぞ
思
ふ
あ
ま
つ
そ
ら
な
る
人
を

こ
ふ
と
て
」（『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
一
・
四
八
四
・「
題
し
ら
ず
」・
よ
み
人
し
ら
ず
、『
俊
頼
髄
脳
』

本
文
に
は
「
夕
ぐ
れ
は
」、「
人
を
こ
ふ
と
て
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
ゆ
ふ
さ
れ
ば
」、「
人
こ
ふ
る
身
は
」

と
す
る
異
同
が
み
ら
れ
る
）
の
歌
を
例
に
挙
げ
、「
と
よ
は
た
雲　

と
い
ふ
も
、
雲
の
は
た
て
に

　

と
い
ふ
も
、
同
じ
事
な
り
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、【
本
歌
】
で
挙
げ
た
『
万
葉
集
』

の
歌
に
あ
る
「
豊
旗
雲
」
の
意
を
汲
ん
で
、「
は
た
て
」
を
空
に
長
く
伸
び
て
い
る
旗
（
の
よ
う

な
雲
）
と
い
う
意
の
「
旗
手
」
と
解
釈
す
る
。

⑦
本
哥
を
お
も
へ
る―

本
歌
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
、
の
意
。
例
と
し
て
、「
都
お
も
ふ
そ
で
も

か
た
が
た
ほ
し
あ
へ
ず
あ
へ
の
し
ま
山
露
ふ
か
く
し
て
」、「
月
よ
な
ほ
さ
や
の
中
山
な
か
な
か

に
な
に
面
影
の
秋
の
ふ
る
里
」（
建
保
二
年
『
内
裏
歌
合
』
秋
旅
・
五
七
番
・
一
一
三
、一
一
四
・

通
具
、
雅
経
）
に
対
す
る
定
家
の
判
詞
「
万
葉
に
、
あ
へ
の
し
ま
山
夕
露
に
と
い
ひ
、
古
今
の
、

さ
や
の
中
山
な
か
な
か
に
と
い
へ
る
本
歌
の
心
、
い
づ
れ
も
お
も
へ
る
所
侍
れ
ば
、
勝
負
申
し

が
た
く
や
侍
ら
ん
」
等
が
あ
る
。

【
通
釈
】

十
四
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
従
藤
原
朝
臣
行
家

　

ど
れ
ほ
ど
ま
た
、
山
の
向
こ
う
側
で
名
残
惜
し
く
思
わ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、（
こ
ち
ら
側
で

月
が
出
る
の
を
）
待
っ
て
い
る
（
私
の
）
心
を
知
っ
て
く
れ
、
秋
の
夜
の
月
よ
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
観
（
光
俊
）

　

夕
日
が
差
し
、
旗
の
よ
う
に
空
を
長
く
横
切
る
雲
が
（
あ
の
『
万
葉
集
』
の
歌
の
情
景
そ
の

も
の
の
よ
う
に
）
見
え
る
な
あ
、（
こ
れ
か
ら
）
出
て
澄
む
に
違
い
な
い
今
夜
の
月
の
光
は
。

〔
判
詞
〕
左
の
、「
山
の
あ
な
た
の
秋
の
月
」（
の
歌
）、
右
の
、「
雲
の
は
た
て
の
夕
日
」（
の
歌
）、

そ
れ
ぞ
れ
本
歌
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
心
が
い
か
に
も
よ
ろ
し
い
と
い
う
の
で
、
持
と
定
め
ら

れ
る
。

〈
十
五
番
〉

【
本
文
】

十
五
番
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左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左Ａ
大
弁
源
朝
臣
雅
言

く
る
ゝ
まＢ
は
山
の
あ
な
た
の
月
影
も
思
ひ
やＣ
ら
れ
て
は
る
ゝ
空
哉Ｄ

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左Ｅ
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
忠
継

山
の
は
を
か
こ
ち
や
せ
ま
し
秋
の
夜
の
月
の
た
め
な
る
へ
た
て
なＦ
ら
ね
と

　
　

左
、
さ
せ
る
と
か
な
し
、
右
、
へ
た
て
な
ら
ね
と
、
勝
へ
き
に

　
　

あ
ら
す
と
て
為
持
、
い
ま
み
た
ま
ふ
れ
は
、
く
る
ゝ
はＧ
る
ゝ
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
け
る

【
校
異
】

Ａ　

左
大
弁
源
朝
臣
雅
言―
左
大
弁
雅
言
（
宮
）　　

Ｂ　

ま―

夜
（
内
1
）　

Ｃ　

や
ら
れ
て―

や
ら
て
（
宮
）　　

Ｄ　

哉―

□
（
青
）　

Ｅ　

左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
忠
継―

左
近
衛
権
中
将
忠
継
（
宮
）、
左
近
権
中
将
藤
原
朝
臣
忠

継
（
青
）　　

Ｆ　

な
ら
ね
と―

な
ら
ぬ
と
（
宮
）　

Ｇ　

は
る
ゝ―

は
る
ゝ
（
宮
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
左
大
弁
源
朝
臣
雅
言―

村
上
源
氏
。
権
中
納
言
源
雅
具
男
。
母
は
土
御
門
院
播
磨
局
、
高
階

業
国
女
と
も
。
子
、
行
子
。
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
生
、
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
十
月

二
十
六
日
没
。
七
四
歳
。
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
蔵
人
頭
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
左
大

弁
。
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
参
議
。
同
十
二
年
、
正
二
位
。
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
権
大

納
言
に
至
り
、
同
年
辞
す
。
後
嵯
峨
院
の
院
司
、
評
定
衆
。
建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』、
正
嘉
三

年
『
北
山
行
幸
和
歌
』、
弘
長
三
年
二
月
『
亀
山
殿
御
会
』、『
白
河
殿
七
百
首
』、『
続
古
今
竟
宴

和
歌
』
等
に
出
詠
。『
現
存
三
十
六
人
詩
歌
』、『
和
漢
兼
作
集
』
等
に
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。
日

記
に
『
雅
言
卿
記
』
が
あ
る
。『
続
古
今
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
和
歌
集
に
一
四
首
入
集
。
そ
の

内
、『
続
古
今
和
歌
集
』
へ
は
二
首
入
集
。

②
く
る
ゝ
ま―

暮
る
る
間
。
日
が
暮
れ
る
ま
で
の
間
。
こ
こ
で
は
、「
待
ち
わ
ぶ
る
心
も
し
ら
ず

く
る
る
ま
の
山
の
は
お
そ
き
月
の
影
か
な
」（『
白
河
殿
七
百
首
』
秋
百
三
十
首
・
二
七
二
・「
待

月
」・
為
氏
）
の
よ
う
に
月
の
出
を
待
っ
て
い
る
間
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
現
で
も
あ
る
。

③
山
の
あ
な
た
の
月
影
も
思
ひ
や
ら
れ
て―

山
の
向
こ
う
側
の
月
の
姿
ま
で
も
自
然
と
思
い
を

馳
せ
て
想
像
し
て
し
ま
っ
て
。「
山
の
あ
な
た
」
は
、
七
番
【
語
釈
】
②
参
照
。「
月
影
」
は
月

の
姿
。
こ
こ
で
は
、
ま
し
て
山
の
こ
ち
ら
側
に
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
月
に
自
然
と
思
い
を
馳
せ

て
想
像
し
て
し
ま
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
、
の
意
を
含
む
。
ま
た
、「
月
影
」
が
「
思
ひ
や

ら
れ
て
」
と
い
う
の
は
、「
い
で
ぬ
ま
の
や
ま
の
あ
な
た
へ
お
も
ひ
こ
す
こ
こ
ろ
や
さ
き
に
月
を

み
る
ら
ん
」（『
続
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
三
八
二
・「
月
を
ま
つ
こ
こ
ろ
を
」・
頼
政
）、「
は

れ
く
も
る
空
に
も
ま
づ
ぞ
お
も
ひ
や
る
つ
ね
に
す
む
な
る
山
の
は
の
月
」（『
正
治
初
度
百
首
』秋
・

一
八
五
〇
・「
月
」・
実
房
）
等
の
よ
う
に
、
月
の
出
を
待
望
す
る
あ
ま
り
に
自
然
と
想
像
の
中

で
月
を
見
て
し
ま
う
、
と
い
う
意
。

④
は
る
ゝ
空―

こ
の
晴
れ
る
空
の
よ
う
に
晴
れ
る
上
の
空
の
心
。「
空
」
は
「
あ
さ
な
あ
さ
な
立

つ
河
霧
の
そ
ら
に
の
み
う
き
て
思
ひ
の
あ
る
世
な
り
け
り
」（『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
一
・
五
一
三
・

「
題
し
ら
ず
」・
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
よ
う
に
天
空
の
意
と
上
の
空
の
意
の
掛
詞
。「
秋
ぎ
り
の
は

る
る
時
な
き
心
に
は
た
ち
ゐ
の
そ
ら
も
お
も
ほ
え
な
く
に
」（『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
二
・
五
八
〇
・

「
題
し
ら
ず
」・
躬
恒
）
は
、
秋
霧
が
晴
れ
な
い
よ
う
に
晴
れ
な
い
心
で
、
上
の
空
に
な
っ
て
お

ぼ
つ
か
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
詠
で
あ
る
が
、
当
該
歌
で
も
同
様
に
空
が
晴
れ
る
意
と
上
の
空

の
心
が
晴
れ
る
意
を
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、「
あ
ま
の
は
ら
く
も
ら
ぬ
月
を
な
が
む
れ
ば
こ
こ
ろ

も
は
る
る
物
に
ぞ
あ
り
け
る
」（『
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
』
月
・
二
番
右
・
六
〇
・
参
川
）

の
よ
う
に
、月
を
見
て
心
が
晴
れ
る
と
詠
む
例
も
あ
る
。
当
該
歌
で
は
、想
像
の
中
で
月
を
見
て
、

月
の
出
を
待
ち
わ
び
て
上
の
空
に
な
っ
て
い
た
心
が
晴
れ
た
と
い
っ
て
い
る
。

⑤
左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
忠
継―

花
山
院
流
、五
辻
家
。
正
三
位
雅
継
男
。
母
は
藤
原
家
保
女
。

生
年
未
詳
、建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
七
月
二
十
日
没
。
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
一
〇
月
五
日
、

院
の
出
家
に
殉
じ
て
出
家
。
法
名
、了
恵
。
文
永
二
年（
一
二
六
五
）参
議
、文
永
三
年（
一
二
六
六
）

従
三
位
に
至
る
。
後
嵯
峨
院
の
院
司
、
評
定
衆
。
花
山
院
師
継
の
養
女
（『
神
皇
正
統
記
』）
と

な
っ
た
娘
の
忠
子
（
談
天
門
院
）
は
後
宇
多
天
皇
妃
で
後
醍
醐
天
皇
生
母
。
正
嘉
三
年
『
北
山

行
幸
和
歌
』、
弘
長
三
年
二
月
『
亀
山
殿
御
会
』、
年
『
白
河
殿
七
百
首
』、
文
永
二
年
七
月
『
歌

合
』
等
に
出
詠
。『
東
撰
和
歌
六
帖
』
等
の
作
者
。

⑥
山
の
は
を
か
こ
ち
や
せ
ま
し―

山
の
端
の
せ
い
に
し
よ
う
か
。「
か
こ
つ
」
は
「
な
げ
け
と
て

月
や
は
物
を
お
も
は
す
る
か
こ
ち
が
ほ
な
る
わ
が
な
み
だ
か
な
」（『
山
家
集
』
恋
・
六
二
八
・

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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「
月
」）、「
月
に
よ
り
山
の
端
を
の
み
か
こ
つ
か
な
ま
つ
も
を
し
む
も
お
な
じ
こ
こ
ろ
に
」（『
中

宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
』
月
・
八
番
右
・
七
二
・
有
房
）
等
の
よ
う
に
、
嘆
く
、
〜
の
せ
い
に

す
る
の
意
。
山
の
端
は
本
来
、
月
を
隠
す
た
め
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
月
に
早

く
出
て
き
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
の
あ
ま
り
、
月
が
出
な
い
の
は
山
の
端
が
隔
て
と
な
っ
て

い
る
せ
い
だ
と
歎
い
て
し
ま
お
う
か
、
と
い
っ
て
い
る
。「
〜
や
…
ま
し
」
は
、
そ
の
動
作
を
し

た
い
と
思
い
な
が
ら
、
実
現
で
き
そ
う
に
な
い
の
で
躊
躇
う
意
を
表
す
。
こ
こ
で
は
、
実
際
に

は
山
の
端
の
せ
い
で
は
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
山
の
端
の
せ
い
に
し
た
い
と
い
う
意
思
を

示
し
て
い
る
。

⑦
へ
た
て―

隔
て
。「
し
と
み
山
へ
だ
て
た
れ
ど
も
月
か
げ
の
あ
ま
り
あ
か
き
は
も
り
て
見
え
け

り
」（『
定
頼
集
』
二
三
・「
し
と
み
の
ひ
ま
よ
り
月
の
さ
し
い
り
た
り
け
る
を
」）
の
よ
う
に
、

仕
切
り
、
障
害
物
の
意
。

⑧
へ
た
て
な
ら
ね
と
、
勝
へ
き
に
あ
ら
す―
「
へ
だ
て
な
ら
ね
ど
」
と
い
う
表
現
は
、
勝
つ
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
意
。「
山
の
端
」
は
伝
統
的
に
「
へ
だ
て
」
で
あ
る
と
詠
ま
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
当
該
歌
で
は
、
元
々
「
へ
だ
て
」
で
は
な
い
「
山
の
端
」
を
単
純
に
隔
て
で
は
な

い
と
い
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
一
首
の
中
で
表
現
の
効
果
が
薄
い
と
し
て
「
勝
つ
べ
き
に
あ

ら
ず
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
。
例
え
ば
結
句
の
「
〜
な
ら
ね
ど
」
と
い
っ
た
表
現
の
際
に
は
、

「
秋
き
ぬ
と
松
ふ
く
風
も
し
ら
せ
け
り
か
な
ら
ず
荻
の
う
は
ば
な
ら
ね
ど
」（『
新
古
今
和
歌
集
』

秋
歌
上
・
三
〇
六
・「
題
し
ら
ず
」・
七
条
院
権
大
夫
）
の
よ
う
に
、
伝
統
的
、
一
般
的
に
想
定

で
き
る
事
物
に
対
し
て
、
〜
で
は
な
い
が
、
と
い
う
詠
み
方
を
す
る
こ
と
が
多
い
。

⑨
い
ま
み
た
ま
ふ
れ
は
、く
る
ゝ
は
る
ゝ
と
そ
侍
け
る―

今
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、（
左
歌
に
は
）「
く

る
る
」
と
「
は
る
る
」
と
い
う
詞
が
ご
ざ
い
ま
す
な
ぁ
と
い
う
意
。
衆
議
に
よ
っ
て
当
座
の
判

が
行
わ
れ
た
後
、
判
詞
を
執
筆
す
る
際
に
、
改
め
て
当
該
歌
に
つ
い
て
の
指
摘
を
補
足
し
た
部

分
。
左
歌
に
は
「
く
る
る
」
と
「
は
る
る
」
と
い
う
詞
が
一
首
の
中
に
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
の

で
、「
る
る
」
の
重
複
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
歌
病
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
歌
病
は
必
ず
し
も
咎
め
ら
れ
る
よ
う
な
欠
点
と
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば

俊
成
は
「
か
み
な
づ
き
し
ぐ
る
る
よ
は
の
た
び
や
か
た
も
る
と
は
な
し
に
ぬ
る
る
そ
で
か
な
」

（
嘉
応
二
年
『
住
吉
社
歌
合
』
旅
宿
時
雨
・
五
番
右
・
六
〇
・
懐
綱
）
に
対
し
て
「
左
右
と
も
に

う
た
ざ
ま
は
い
う
に
き
こ
ゆ
、
た
だ
し
、
右
歌
、
や
か
た
の
も
ら
ざ
ら
む
こ
と
よ
く
は
き
こ
ゆ

れ
ど
、
し
ぐ
る
る
ぬ
る
る
の
こ
と
ば
さ
る
べ
し
と
み
ゆ
る
う
へ
に
、
左
、
な
ほ
ま
つ
が
ね
の
な

ど
い
へ
る
す
ゑ
ざ
ま
の
も
じ
つ
づ
き
よ
ろ
し
く
き
こ
ゆ
、
よ
り
て
以
左
為
勝
」
と
判
じ
て
お
り
、

「
る
る
」
の
重
複
を
敗
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
「
う
づ
も
る
る
花
の
こ
ず
ゑ
に

ひ
か
ず
へ
て
か
ぜ
よ
り
は
る
る
し
ら
か
は
の
さ
と
」（『
千
五
百
番
歌
合
』
春
四
・
二
百
三
十
七
番

左
・
四
七
三
・
保
季
）
に
「
左
歌
、
う
づ
も
る
る
花
の
こ
ず
ゑ
に
と
い
へ
る
は
、
い
か
に
ぞ
き

き
わ
か
れ
ぬ
こ
こ
ち
し
侍
る
を
、
風
よ
り
は
る
る
し
ら
か
は
の
さ
と
、
す
が
た
な
に
と
な
く
宜

し
く
侍
る
に
や
右
歌
、
け
ふ
こ
そ
桜
を
ら
ば
を
り
て
め
と
い
へ
る
歌
の
心
を
、
こ
ず
ゑ
に
も
見

め
と
と
り
な
せ
る
ほ
ど
も
を
か
し
く
は
侍
れ
ど
、
な
ほ
風
よ
り
は
る
る
と
い
へ
る
す
が
た
見
つ

べ
く
や
侍
ら
む
と
覚
え
侍
れ
ば
、
し
ら
か
は
の
さ
と
ま
さ
る
べ
き
に
や
侍
ら
む
」
と
の
判
を
付

し
て
お
り
、「
る
る
」
の
重
複
に
対
し
て
指
摘
を
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、衆
議
に
お
い
て
「
る

る
」
の
重
複
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、判
詞
執
筆
者
は
「
る
る
」
の
重
複
に
気
付
き
、

問
題
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
指
摘
だ
け
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

【
通
釈
】

十
五
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
大
弁
源
朝
臣
雅
言

　

日
が
暮
れ
て
（
月
が
出
る
の
を
待
っ
て
）
い
る
間
に
お
い
て
は
、（
山
の
こ
ち
ら
側
に
出
て
く

る
で
あ
ろ
う
月
に
自
然
と
思
い
を
馳
せ
て
想
像
し
て
し
ま
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、）
山

の
向
こ
う
側
に
あ
る
月
の
こ
と
ま
で
も
自
然
と
思
い
を
馳
せ
て
想
像
し
て
し
ま
っ
て
、
こ
の
空

の
よ
う
に
晴
れ
る
心
で
あ
る
こ
と
よ
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
忠
継

　
（
月
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
の
を
）
山
の
端
の
せ
い
に
し
よ
う
か
。（
山
の
端
は
）
秋
の
夜

の
月
を
隠
す
た
め
に
あ
る
隔
て
で
は
な
い
け
れ
ど
。

〔
判
詞
〕
左
（
歌
）
は
、
こ
れ
と
い
っ
て
咎
め
る
よ
う
な
欠
点
が
な
い
。
右
（
歌
）
は
、「
へ
た

て
な
ら
ね
と
」（
と
い
う
表
現
）
が
、
勝
つ
べ
き
で
は
な
い
と
い
っ
て
持
と
す
る
。
今
見
ま
し
た

と
こ
ろ
、（
左
歌
に
は
）「
く
る
る
」
と
「
は
る
る
」（
と
い
う
詞
）
が
ご
ざ
い
ま
す
な
ぁ
。

〈
十
六
番
〉

【
本
文
】
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十
六
番

　

左Ａ　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
衛
権
中
将
源Ｂ
朝
臣
具
氏

み
る
ま
ゝ
に
月
影
ち
か
き
ゆ
ふ
へ
と
や
か
ね
て
も
空
の
す
み
渡
る
ら
ん

　

右Ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
衛
権
少Ｄ
将
藤Ｅ
原
朝
臣
隆
博

を
ち
か
た
の
雲
井
に
な
か
く
か
け
み
え
て
山
の
は
つ
ら
き
秋
の
夜
の
月

　
　

是
又
両
方
無
申
旨
、
仍
同
前

【
校
異
】

Ａ　

左　

持―
左
（
宮
）　　

Ｂ　

源
朝
臣
具
氏―

具
氏
（
宮
）

Ｃ　

右―

ナ
シ
（
内
2
）　　

Ｄ　

少
将―

中
将
（
内
1
）

Ｅ　

藤
原
朝
臣
隆
博―

隆
博
（
宮
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
参
考
歌
】

〈
右
歌
〉

長
保
五
年
『
左
大
臣
家
歌
合
』
惜
夏
夜
月
・
左
・
一
三
・
為
時

い
り
ぬ
る
か
あ
け
ぬ
や
と
お
も
ふ
か
た
が
た
に
や
ま
の
は
つ
ら
き
夏
の
よ
の
月

【
語
釈
】

①
左
近
衛
権
中
将
源
朝
臣
具
氏―

定
家
と
も
交
流
が
あ
っ
た
従
三
位
通
氏
男
。
内
大
臣
堀
川
具

実
の
猶
子
。
通
方
孫
、
通
成
（
八
番
左
出
詠
）
甥
に
あ
た
る
。
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
生
、

建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
没
。
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）、
正
四
位
下
。
従
二
位
参
議
左
中
将
で

没
し
た
。
建
長
八
年
『
百
首
歌
合
』、『
白
河
殿
七
百
首
』、
文
永
二
年
七
月
『
歌
合
』、『
亀
山
殿

五
首
歌
合
』等
に
出
詠
。
勅
撰
集
に
は
、『
続
古
今
和
歌
集
』以
下
に
一
七
首
入
集
し
て
い
る
。『
続

古
今
和
歌
集
竟
宴
和
歌
』
で
は
講
師
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
、『
徒
然
草
』
一
三
五
段
に
当
該
歌

合
六
番
右
出
詠
の
資
季
と
の
や
り
と
り
が
見
え
る
。

②
み
る
ま
ゝ
に―

見
て
い
る
う
ち
に
、
見
る
に
つ
れ
て
。「
ま
ま
に
」
は
、
あ
る
こ
と
が
進
む
の

に
伴
っ
て
他
の
こ
と
が
成
り
立
っ
て
ゆ
く
さ
ま
を
表
す
。「
見
る
ま
ま
に
色
か
は
り
ゆ
く
ひ
さ
か

た
の
月
の
か
つ
ら
の
秋
の
も
み
ぢ
葉
」（『
新
勅
撰
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
二
五
八
・「
月
歌
と
て
よ

み
侍
り
け
る
」・
資
季
）、「
み
る
ま
ま
に
山
の
は
と
ほ
く
影
す
み
て
松
に
わ
か
る
る
秋
の
よ
の
月
」

（『
瓊
玉
和
歌
集
』
秋
歌
上
・
二
一
一
・「
十
首
歌
合
に
」）
等
が
例
。

③
月
影
ち
か
き
ゆ
ふ
へ―

先
行
例
が
み
え
ず
、難
解
。
月
の
光
が
近
づ
い
て
ゆ
く
夕
べ
。
例
え
ば
、

山
の
向
こ
う
か
ら
出
て
い
る
月
の
光
が
次
第
に
空
へ
近
づ
い
て
ゆ
く
情
景
等
が
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
。

④
か
ね
て
も―

「
さ
く
ら
ば
な
さ
か
ば
ち
り
な
ん
と
お
も
ふ
よ
り
か
ね
て
も
か
ぜ
の
い
と
は
し

き
か
な
」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』
春
上
・
八
一
・「
題
不
知
」・
永
源
）
等
の
よ
う
に
、
そ
の
こ
と

が
起
こ
る
前
か
ら
も
、
と
い
う
意
。
こ
こ
で
は
「（
月
が
出
る
と
き
だ
け
で
な
く
）
月
が
出
る
以

前
か
ら
も
」
の
意
。
一
番
【
語
釈
】
⑦
参
照
。

⑤
す
み
渡
る
ら
ん―

「
秋
の
よ
の
空
す
み
わ
た
る
月
み
れ
ば
ゆ
く
と
は
な
く
て
か
た
ぶ
き
に

け
り
」（『
続
詞
花
和
歌
集
』
秋
上
・
一
七
九
・「（
題
し
ら
ず
）」・
嘉
言
）、「
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
そ

ら
も
さ
や
か
に
す
み
わ
た
る
月
の
た
め
に
や
あ
き
も
き
ぬ
ら
ん
」（『
雲
葉
和
歌
集
』
秋
歌
中
・

五
〇
五
・「
月
の
歌
に
」・
堀
川
右
大
臣
）
の
よ
う
に
、
一
面
に
澄
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
の
意
。「
〜

渡
る
」
は
、
空
間
的
に
「
一
面
に
…
」
の
意
を
表
す
。

⑥
左
近
衛
権
少
将
藤
原
朝
臣
隆
博―

知
家
（
蓮
性
）
孫
、
従
二
位
行
家
（
十
四
番
左
出
詠
）
男
。

生
年
未
詳
、
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
没
。
当
該
歌
合
出
詠
時
点
で
二
三
歳
前
後
か
。
弘
長
元

年
（
一
二
六
一
）、左
少
将
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
正
月
、正
五
位
下
。
従
二
位
非
参
議
（
大

蔵
卿
）
で
没
し
た
。
六
条
藤
家
の
嫡
流
。
蓮
性
、
行
家
の
跡
を
継
ぎ
歌
壇
で
の
地
位
を
確
立
し

た
。
歌
合
へ
の
出
詠
は
当
該
歌
合
が
早
い
例
。『
摂
政
家
月
十
首
歌
合
』、
正
応
二
年
『
和
歌
御

会
』、『
厳
島
社
頭
和
歌
』
等
に
出
詠
し
、『
弘
安
百
首
』（
散
佚
）
に
も
召
さ
れ
て
い
る
。
永
仁

元
年
（
一
二
九
三
）、
伏
見
天
皇
か
ら
為
世
・
為
兼
・
雅
有
と
共
に
勅
撰
集
（
永
仁
勅
撰
）
撰
集

を
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
中
途
で
没
し
た
。
ま
た
、
こ
の
勅
撰
集
も
為
世
・
為
兼
の
対
立
で
成
立

し
な
か
っ
た
。
勅
撰
集
に
は
『
続
古
今
和
歌
集
』
以
下
に
、
六
二
首
入
集
し
て
い
る
。
そ
の
内
、

『
続
古
今
和
歌
集
』
へ
は
一
首
入
集
。

⑦
を
ち
か
た―

遠
く
隔
た
っ
た
所
の
こ
と
。
遠
方
。「
夕
立
に
袖
も
し
ほ
ほ
の
か
り
衣
か
つ
う
つ

り
行
く
を
ち
か
た
の
雲
」（『
拾
遺
愚
草
』
一
五
三
〇
・「
行
路
夕
立
」）
等
が
例
。

⑧
雲
井
に
な
か
く
か
け
み
え
て―

難
解
。
先
行
例
が
み
え
な
い
。
空
に
長
時
間
月
の
光
が
見
え

て
い
る
情
景
を
詠
ん
だ
も
の
か
。
も
し
く
は
空
の
彼
方
ま
で
（
空
間
的
に
）
長
く
月
の
光
が
見

え
て
い
る
情
景
を
云
う
か
。
月
の
光
に
対
し
て
空
間
的
に
「
長
い
」
と
詠
ん
だ
例
は
み
え
な
か
っ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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た
為
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
前
者
で
解
し
て
お
く
。「
雲
井
」
は
、「
ふ
き
ま
よ
ふ
雲
井
を
わ
た

る
は
つ
か
り
の
つ
ば
さ
に
な
ら
す
夜
は
の
秋
風
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
下
・
五
〇
五
・「（
題

し
ら
ず
）」・
俊
成
卿
女
）
等
の
よ
う
に
、
天
空
や
雲
の
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
い
う
。

⑨
山
の
は
つ
ら
き―

「
い
ざ
よ
は
で
い
づ
る
は
月
の
う
れ
し
く
て
い
る
や
ま
の
は
は
つ
ら
き
な

り
け
り
」（『
山
家
集
』
秋
・
三
一
二
・「（
月
）」）
等
の
よ
う
に
、
山
の
端
を
恨
め
し
く
感
じ
る

こ
と
。
当
該
歌
で
は
、
山
の
端
が
月
の
出
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
を
恨
め
し
く
感
じ
る
と
詠
む
。

⑩
仍
同
前―

前
の
番
（
十
五
番
）
と
同
じ
く
持
と
す
る
と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
『
光
明
峰
寺
摂

政
家
歌
合
』
に
て
、
定
家
が
、
百
五
番
「
し
が
の
海
人
の
あ
さ
な
ゆ
ふ
な
に
引
く
網
の
ほ
す
ま

も
し
ら
ず
ぬ
る
る
袖
か
な
」、「
か
ず
な
ら
ず
身
を
ば
う
ら
わ
に
お
く
網
の
う
け
ひ
く
人
も
な
き

お
も
ひ
か
な
」（
寄
網
恋
・
二
〇
八
、二
〇
九
・
資
季
、
家
清
）
に
対
し
て
「
左
右
、
無
難
申
事
、

又
持
」
と
判
じ
、
次
の
百
六
番
「
ひ
く
網
の
め
な
ら
ふ
浦
の
ひ
と
な
み
も
身
の
う
き
か
た
は
か

け
は
な
れ
に
き
」、「
あ
ふ
こ
と
も
い
ま
は
な
ぎ
さ
に
ほ
す
網
の
か
わ
く
を
み
て
も
そ
で
ぞ
か
な

し
き
」（
寄
網
恋
・
二
一
〇
、二
一
一
・
家
長
、
行
能
）
に
対
し
て
「
此
番
、
又
同
前
」
と
判
じ

た
よ
う
に
、
勝
負
付
や
判
詞
内
容
を
省
略
し
た
例
が
み
え
る
。

【
通
釈
】

十
六
番

　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
衛
権
中
将
源
朝
臣
具
氏

　

見
る
に
つ
れ
て
月
の
光
が
近
づ
い
て
ゆ
く
夕
べ
で
あ
る
と
、（
月
が
出
る
）
以
前
か
ら
も
空
が

澄
み
渡
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
衛
権
少
将
藤
原
朝
臣
隆
博

　

遠
方
の
空
に
長
い
間
月
の
光
が
見
え
て
（
い
な
が
ら
、
月
自
身
は
な
か
な
か
出
な
い
の
で
）

山
の
端
が
恨
め
し
く
感
じ
ら
れ
る
秋
の
夜
の
月
だ
な
ぁ
。

〔
判
詞
〕
こ
れ
も
ま
た
両
方
申
す
旨
が
無
い
、
よ
っ
て
前
（
の
番
）
と
同
じ
（
持
）。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
尾
道
大
学
学
長
裁
量
教
育
研
究
費
、
研
究
テ
ー
マ
「
和
歌
資
料

の
収
集
、
調
査
を
通
し
た
鎌
倉
時
代
中
後
期
歌
壇
の
研
究
」（
代
表
者　

藤
川
功
和
）
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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